
< 

......___ 

タイ国 の米穀経済

S. クルトンガム博士

S. オン博 士

農務省次官補
タイ国農業経済学会会長

FAOアジア極東地城
農場経営専門家

タイ国農務省次官々房

農業 経 済 部



~a、

＇ 

RICE ECONOMY 

OF 

THAILAND 

1
,
 

,

：

.

I

 

Dr. Sawaeng Kulthongkham 

Deputy Under-Secretary of State for Agriculture 

Ministry of Agriculture 

President, The Agricultural Economics Society 

of Thailand 

Dr. Shao-er Ong 

Regional Farm Management Specialist 

'

,

'

 

,~' 

↓
 

,

.

1

,

9

,

1

 

・
ー
'

Regional Office for Asia and the Far East Food 

and Agriculture Organization of the United 

Nations, Bangkok, Thailand 

ー

，
 

6
 

4
 

Division of Agricultural Economics 

Office of the t:rnd匹 Secretaryof State 

Ministry of Agriculture 

Bangkok, Thailand 

川
~
櫨
一



” 

あいさつ

熱帯農業研究管理室は，熱帯等地域における農業の研究を進めるため在外研

究員の巡遣，海外調査等を行なつているが，その業務の一つとして資料の刊行

を行なつている。

このたび，部内資料として Rice Economy of Thailand を翻訳印刷

し，熱帯農業研究者およびこれに関心を有する人々の参考に供することとした。

周知のとおり東南アジア諸国，なかでもクイ国においては稲作の国民経済に

占める役割は極めて高く，主要食糧，翰出作物として重要な作物となつている。

しかしながら， これまで統計等の資料の不足もあって，稲作についてまとま

った知織が必ずしも得られなかったきらいがあった。

本書は序文にもみられるように，各種の資料を駆使して稲作の全ぽうを詳細

ぃ示しており， クイ国の稲作を理解する上で恰好の資料と考えられるので， こ

こに全文翻訳し，刊行することとした。

なお， 翻訳は，国際食糧協会渡部哲男， J"ETRO 水橋佑介の両氏に依頼

した。

こ~ ~, その労に対し深く感謝するとともに，これが広く活用されることを

念願するものである。

昭和 42年 9月

農林水産技術会議事務局

熱帯農業研究管理室長

~ 



原 著 者 序 文

・ 農業生産の効率特に米，

バコといつた主要作物について，国内および国外からよく問合せをうける。

計不足のため希望どおりに答えることはむずかしい。農業経済部の初代部長と

私は我国の農業経済に関心をもつ人びとに明確な映像を与えるため，

種の主要作物について詳細な調査を行なうぺきであると常々考えていた。

した動機からまず手始めに米を選んだ。

ゴム，

して，

とうもろこし， さとうきび， 豆， ケナフ， ク

統

各

こう
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このモノグラフは 4部に分かれる。オ 1部はクイ国経済における米の重要性

を示す。オ 2部は複雑な米生産問題を扱う。オ 3部は将来の需要供給の予測を

行なう。オ 4部では稲作農業の各種改善措置を示唆する。手に入る統計と情報

を使用した結果このモノグラフが読者にクイ国の米穀経済についての洞察を与

えるものとなることを望んでいる。我々の主題は農業改善は農場段階でスクー

トさせるぺきだということにある。個別稲作農場の経営能力を引き上げること

こそ肝要である。 ・

FAOアジア極東地域農業経営専門家であり私の共著者である s• オン博士

が，収集したデークの分析と原稿の監修改訂に氏の多くの時間を象1jいて援助さ

れたことに特に感謝を捧げる。彼はまた農業経済部長c.ohanomkulbutra 

氏と同部研究員V.P ejarabul 氏を同行して，現行農業方式と慣行を調査す

るためクイの主要米生産地域の全部を回った。このモノグラフに述ぺらる見解

著者の個人的意見であって関係機関の見解を必ずしも示すものでないことは，

を述べておかねばならない。

本書の脚注に自由に引用した各著者，示唆を与えてもらつた FAOの地域弘

報顧問M~Keon 氏，公表に当たつて校正に当たった農業経済部農業経済官
T. Lelanuja氏および原稿のクイプをうまず細心につづけた R.Sakdisu-

ntara夫人囮感謝を捧げる。

1 9 6 4年 12月
s • クルトンガム
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第 1部米ー最も重要な作物

クイ語では米と食事は同義語である。 2つの言葉はいずれも Khaaw とい

う。クイ人の食事は大きく 2つに分かれる。 Khaaw(米）と Kab khaaw 

（米と一緒に食ぺるもの）である o 米は食事の単一品目として飛び抜けて重要

である。クイ人にとつて米は朝食であり昼食であり夕食である。米は生計の主

柱である。

ー作物として，米は耕地のうち最大の面積を占め，生産額は全農産物中最高

であり，国民の過半数に最上の就業機会を与え，クイ国に十二分の主食を供給

し，外貨収入のトップにあり，政府に最も安定したオ入をもたらしている。こ

の最も重要な作物の現状に注意を払わずにクイの経済発展を語ることはできな

~o 

現存の統計を使用してオ 1部では米が単一の作物でクイ国経済のバックボー

ンとなっている理由を描こうとする o 米は過去において重要であったし現在な

お重要であるばかりでなく，予想し得る将来においても他に代わる作物はない。

I 面積

土地利用

クイ国の領土は，北緯 6度から 20度，東経 97度から 10 6度に及び，ィ

ンドシナ半島に 514,000平方キロまたは 3億 2,100 万ライ (ra i)の面積

を占める。 1) 総面積のうち農地が約 21. 3 %, 林地i,--よび放牧地が 51. 5 % 

その他の土地が 27. 2 %をそれぞれ占める（オ r. 1表）。米だけで約 13%

または 4,150万ライを占める。

1) 1乎方キロメートル=1 0 0ヘククール 1ヘククール=6. 2 5ライ=2. 4 7エー

カー

-1-
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オI-1表 クイ国の土地利用， 1 9 6 2年

ー~9,1,'，'1h“91ーー、，1,け．＇i1,'’

I 
内 訳 ライ (1,000) ％ 

米 41,534 12.92 

樹生作カ物ポツ（ゴム果， ココナ） ッ 10,143 3.1 6 
ッ， ク， 樹等

畑 作 物 8,316 2.6 0 

農 場 林 5,346 1.6 7 

その他．農地 3,011 0.9 4 

農 地 計 68,395 2 1.2 9 

林地および放牧地 165,443 5 1.5 0 

緯門枷翡這闊')都市 8 7,4 1 2 2 7.21 

A ロ 計 321,250 100.0 0 
-・ 

出所： Division of Agricultural Economics, Ministry 

f

f
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0

 

Agriculture, 

Thailand, 

Thai land : Ag r i cul tu r al 

1 9 6 2 t 

Statistics 

ppl58-159 

主要作物の面積

稲作の面積は他の主要作物を合計した面積の 3倍以上に及ぷ。

よって 2つの重要な趨勢がみられる。オ 1は，米および他の主要作物のそう方

の面積が過去 10年間増加をつづけているが，他の主要作物の面積増加は稲1乍

面積を代償としたものでないこと。 ?.f2は，他の主要作物の面積は過去 10年

間に 2倍強に増加していることである。 2つの趨勢は 10年という短い期間に

クイ国はかなりの農業多角化を達成したことを示している。

主要作物の面積の変化

1950-53年を基準として主要作物の面積の変化をオ I-3表に指数で

この表は過去 1'3カ年の面積の変化率を示すo 表によつて知りうるこ

とは，稲作面積の増加は他の主要作物のそれよりも小さいことである。

年から 19 6 1年までの増加は基準年次を 7%以上上回ることはなかつた。

だ 19 6 2年だけ 15%の増加を記録した。畑作物は同じ期間に基準年次を

275%上回る目覚しい増加をみせた。主要作物のすべてについて大幅の増加

オ I-2表に

示した。

1954 

た
ー

1
ー

'
.
9
i
1
,
h
1
,
4
+
1
,

＇！
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?.171 -2表 クイ国の主要作物面積， 1953-1962年 単位 1,000ライ

・a I b せん維 C その他 d 米を除く l 年 次
畑作物 油糧種子 作物 作物 全作物

米 計

1 9 5 3 1,090 1,394 3 4 0 2, 4 6 4 5, 2 8 8 38,575 4 3,R 4 3 

1 9 5 4 1, 2 2 1 1,572 2 8 2 2,537 5, 6 l 2 34,732 4 0, 3 4 4 

1 9 5 5 1,296 1,601 2 7 0 2,634 5, R O 1 36,060 4 1,EI 6 1 

1 9 5 6 1,545 1, 7 1 4 3 R 3 2, 7 3 6 6, 3 7 El 3 7, 6 4 R 44,026 

1 9 5 7 1,8 8 6 1, 9 2 5 6 R 5 3,511 8,007 3 1, 7 1 7 39,729 

1 9 5 8 2, 1 4 3 1,A 9 0 7 2 0 3,5 R 1 8,334 35,987 4 4, 3 2 1 

1 9 5 9 2,854 1, 9 1 7 9 4 0 3,706 9,4 1 7 3 7, 9 0 9 4 7, 3 2 6 

1 9 6 0 3,5 4 5 2,059 1,620 3,9 9 R 1 1, 2 2 2 3 7, 0 0 8 4 8, 2 3 0 

1 9 6 1 3,542 1,7 R 6 2,3 R 9 4,390 1 2, 1 0 7 3 8,6 1 9 50,726 

1 9 6 2 3,763 2,150 1, 3 7 l 4, 5 R 3 1 l,R 6 7 41,534 53,401 

a とうもろこし，緑豆．

大豆，

含む

出所：

ココナッツを含む

キャッサバ， さとうきび

d 

Agr 

c
 

綿花，

を含む

カポックと bombax, 

b
 

ひまの実，落花生，

ジユート， ケナフ，

ごま

ラミーを

野菜・

Statistics 

ゴム，たばこを含む

of Thailand, 1 9 6 2 I p 2 R 

オ I-3表 クイ国の主要作物面積指数， 1950-1 9 6 2年

年 次 米 畑作食糧作物 油糧種子 せん維作物 米以外の作物

1950-53 100 100 1 0 0 100 100 

1954 96 122 11 8 84 ・9 3 

1955 100 129 120 81 102 

195 6 1 0 4 154 128 11 4 107 

1957 88 188 144 106 94 

1958 1 0 0 214 142 120 105 

1959 105 285 144 179 11 2 

1960 1 0 3 354 154 375 ・11 4 

1961 107 353 13 4 643 11 9 

1962 11 5 375 161 340 125 ! 
出所： Agricultural Statistics of Th a i 1 and, 1 9 6 2, PP32-33 

-3-
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をみたのはようやく 19 5 8年からであることが表からみられる。

稲作面積の伸びが緩慢な理由は容易にあげられる。水の供給が最も重要な制 I 

約要因である。今後の稲作面租の増加は， もつばら主要かんがい計画が早期に [ 

年 次 北 部 北東部 中央平原 南 部 計

1953 2,370 15,864 17,362 2,977 3 8, 5 7 5 

1954 2,352 12,198 17,146 3,041 34,732 

1955 2,422 1 4, 5 1 8 16,448 2,672 36,060 

1956 2,360 1 5, 5 1 7 16,913 2,858 37,648 

1957 2,383 10,439 1 6, 2 1 6 2,679 3 1, 7 1 7 

1958 2,459 13,495 17,061 2,972 3.5, 9 8 7 

1959 2,564 1 5, 4 2 1 17,077 2,847 37,909 
．． 

1960 2,620 1 4, 5 5 7 17,021 2,810 37,009 

1961 2,578 1 5,408 17,639 2,994 3 8, 6 1 9 

19°62 2,539 L7, 8 5 8 I 18,034 3, 1 0 3 4 1, 5 3 4 

出所： Ag r i cu 1 tu r a 1 St a~i s t i c s of Th a i 1 and, 1 9 6 2, p. 4 1 

i
 

'
 

完成するか否かにかかろう。

地帯別稲作面積の差異

クイ国は 71の県，すなわち Changwats から成が地理的には 4地帯，::

北部 (7県），北東部 (15県），中央平原 (35県）および南部 (14県） ； 
に分かれる。稲は 4地帯のtまぽどこにでも成育し，中央乎原はその最としてク ，！ 

イの穀倉と呼ばれる。オ I-4表の示すとおり，稲作面租は過去 10年間， 4 ・:: 

地帯のすべてにおいて増加したが，増加が一番大きかつたのは北東部であった。！

7.l'I-4表クイ国地帯別の稲作面積の変化 1953-62年単位 11)00ライ ！ 

米二期作面租

1 1月から 5月にかけての長い乾期のため 1かんがいなしに同一圃場で稲の

2期作を行うことは不可能である。この理由で 71県のうちわずか 9県が米 2

期作の報告を行なったにすぎない。 19 5 9年の 2毛作総面積は 43,991ラ

イにすぎず，そのうち 46%余はラーチャプリー県が，ほぼ 38%はチエンマ

-4-
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イ県とランプーン県が占めた（オ 1- 5表）。 2毛作地城の大半では補充的か

んがい施設がある。

1 9 5 9年の稲作総面積は 3,7 9 0万ライを占めた (?.i71-2表）。稲作総

面稜に比ぺると 2期作はわずか 0.12 %であった。

7171-5表 クイ国の県別米 2毛作面積 195 9年

県
米 2 毛 作

ラ イ ％ 

北 部 チエンマイ 8,554 1 9.4 

ラ ンプー ン 8, 0 5 0 1 8.3 

北東部 ナコンバノム 1 3 3 0.3 

中央平原 ア ユ ク ヤ 2,045 4. 6 

チャイナート 6 1 0.1 

ナコンサワン 2,124 5. 0 

ラーチャプリー 20,420 4 6.4 

サムートソンクラム 1,754 4.0 

南 部 パクルー ン 8 5 0 1.9 

計 43,991 1 0 0.0 

もち米およびうるち米の面積

食事の嗜好によつてクイ国では一般に 2種類の米， もち米とうるち米が植え

られる。北部および北東部の住民はもち米を好む，このことは隣国のラオスの

住民についても同じであり，ラオスはクイからもち米を輸入する。中央平原お

よび南部ではうるち米が圧倒的である。クイ国全体では 19 5 9年にうるち米

は稲作総面積の 63 %を，もち米は 3.7; %を占めた（第 1-6表）。

散播および移植面積

米は乾燥地および湿潤地のそう方に栽培できる。クイの栽培法はその土地の

卓越気候条件，地貌，土譲の性質および労力の供給によつて異なる。乾地の米

栽培法は焼畑耕作として知られるが，その面積はごく少ない。最も一般的なも

のは湿潤地の栽培である。水田は生育期間を通じて大半は水中に没している。2)
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オI-6表クイ国のもち米およびうるち米面積 1959年 (1,00 0ライ）
---

帯
も ち 米 ・うるち米 計

地
ライ (1,00 0) I 

-

ライ (1,00 0) ％ ライ (1,000) ％ ％ --
北 部 2,346 9 1.5 218 8.5 2,564 100 

北東部 11,0 7 8 7 1.8 4,343 2 8.2 15,421 100 

中央平原 560 3.3 1 6,5 1 7 9 6.7 1 7,0 7 7 1 0 0 

南 部
: 

100 123・ 4.3 2,724 9 5.7 2,847 

計 ・14,107 3 7.2 23,802 6 2.9 37,909 100 

出所： Dept. of Rice, Min. of Agri., Annual Report on 1959 

Rice Production in Thailand, pp44-47 

湿潤地での米栽培には 2つの方法がある。散播と移植である。それぞれの方

法は水の供給量の要求に即して行なわれる。一つの農家のなかでもそれが適す，

るとみれば農家は 2つの方法を用いる。全国では稲作面積の 77%までが，移

植を要する（オ I-7表）。北部および北東部ではいつそう一般的である。中

央平原では，冠水をみるため，散播はこの地帯の稲作面租の 45 %を占めるに

すぎない。

オI-7表クイ国の散播念よび移植面積 1959年(1,00 0ライ）

帯
散 播 移 植 計

地
ライ (1,000) ％ ライ (1,00 0) ライ.(1,000)％ ％ 

北 部 10 0.4 2,553 9 9.6 2,564 100 

北 東 部 254 1.6 1 5,167 9 8.4 15,421 100 

中央乎原 7,715 4 5.2 9,363 5 4.8 17,078 100 

南 部 816 2 8.7 2,030 71.3 2,846 100 

計 8,795 2 3.2 2 9,1 1 4 7 6.8 3 7,9 0 9 100 

出所： Dept.of Rice,Min. of Agricalture, Thailand: Annual 

Report on 1959 Rice Production in Thailand, pp40-43 

（脚注） (2) Ministry o~Agriculture, Thailand: Agriculture 

i n Th a i 1 and, 1 9 6 1. p P 2 ,..,, _1 o 
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n 生産額

面租，生産量および生産額

米は全主要作物中面租が最大であるばかりでなく生産額でも最高である。

1 9 6 2年には米だけで 4億 2,000万アメリカドル (88億バーツ）を生産

した。 ll (7.l"Il -1表）。

1 9 6 2年には米の面積は 1950-53年を 15 %, 生産量は 28 %, 金

額は 66 %, それぞれ上回つた。・~)

牙 1Iー1表 クイ国の米の面積，生産量および生産額 1950-62年

面 積 生産握（もみ） 生 産 額
年 次

ライ (1,000) 指 数 トン (1,000) 指 数 バーツ(100万） 指 数

1gs・o-s3 35,999 1 0 0 7, 2 4 2 1 0 0 5, 3 3 4. 2 1 0 0 

1 9 5 4 34,732 9 6 5, 7 0 9 7 9 4, 7 0 9. 9 R R 

1 9 5 5 3 6, 0 6 0 1 0 0 7, 3 3 4 1 0 1 6, 3 3 1. 7 1 1 9 

1 9 5 6 3 7, 6 4 R 1 0 4 8, 2 9 7 1 1 5 7, 1 2 9. R 1 3 4 

1 9 5 7 3 1,7 1 7 8 8 5, 5 7 0 7 7 5, 6 9 0. 3 1 0 7 

l 9 5 A 35,9R7 1 0 0 7, 0 5 3 9 7 5, R 5 9. 4 1 1 0 

1 9 5 9 3 7. 9 0 9 1 0 5 6, 7 7 0 9 3 4, 7 6 1. 0 1 0 8 

1 9 6 0 37,008 1 0 3 7, A 3 4 1 0 R 7, 1 4 4. 9 1 3 4 

1 9 6 1 3 8,6 1 9 1 0 7 8, 1 7 7 1 1 3 a. 9 a a. 1 1 6 8 

1 9 6 2 41,534 1 1 5 9, 2 5 4 1 2 R 8, R 3 8. 3 1 6 6 

＇ 
出所： Agricultural Statistics of Thailand, 1962, pp28-32 

：也の主要作物との比較

ここでいう他の主要作物とは畑作食糧作物，油糧種子，せん維作物，園地作物，

果実，ゴムおよびクバコであるo ゴム価格がピークであつた 19 5 9年と 19 6 0 

年を除き，米の生産額は例年他の主要作物の合計金額を凌駕した（オ ]I-2表）。

（脚注） 1) 便宜的t( 1アメリカドル=20パーツ. 1 9 6 4年の公定レートでは 1ドル

= 2 0. Rバーツ

.2) 金額はバンコク卸売価格で計算したo

-7-
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また指摘しておかなければならないのは， 1 9 6 1年の最高時でさえ米生産頷

は基準年次をわずか 3分の 2上回っただけであるのに，同年に他の主要作物は

3倍以上となつていることである。

オ1Iー2表クイ国の米と他の主要作物の生産額 1950-62年

年 次
米 他の主要作物

バーツ (10 0万）＇指数 バーツ (100万） 指 数

1950-53 5,334. 2 100 2,840.8 100 

1954 4,709. 9 88 3,025.7 106 

1955 6, 3 31. 7 11 9 3,966.4 139 

1956 7,129. 8 ＇ 134 4,077.3 143 

1957 5,690.3 107 5,427.8 1 91 

1958 5,859. 4 11 0 5, 4 7 6. 0 193 

1959 5, 7 6 1. 0 108 7,029. 8 247 

1960 7, 1 4 4. 9 1 3 4 8,892.1 313 

1961 8,966. 7 1 6 8 8, 9 1 0. 1 314 

1962 8,838.8 166 7, 8 0 0. 9 275 

出所： Agricultural Statistics of Thailand, 1962, pp1s-ao 

畜産，林産，水産その他農産物との比較

1 9 6 2年の畜産，水産，林産および農産物生産総額は 22 0億バーツ (11

億ドル）であり，そのうち 88億パーツ (40 %)は米のみによるものであっ

た。ォIl-3表で興味あることは，過去 10年間，年間米生産額は，畜産，水

産および林産の合計生産額を上回ったことである。ある年には 2倍以上であっ

た。ゴム価格が和かつた 19 5 7年と 19 6 0年を除き，米の生産額は他の農

産物全部の土I侑浪より大きかつた。畜産，水産，林産および農産の 4部門を合

わせた生産組のうち，米は過去 10年間乎均して 37%を占めた。

国内総生産の形成に占める地位

国内総生1笙は農業部門と非股業部門 3) の生産額である。 1953-62年

の過去 10年のあいだ，国内総生産額は年率 9%の目ざましい上昇を示した

-8-
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オ]I- 3表 クイ国の畜産物，水産物，林産物および染産物の生産額

年 次 畜産物 水産物 1林産物

1 9 5 3 1, 4 1 3 6 9 6 1, 4 R 6 

1 9 5 4 1, 3 8 l 7 9 2 1, 5 3 0 

1 9 5 5 2, 1 1 2 R 2 9 1, 6 5 2 

1 9 5 6 1, 5 0 3 9 7 3 1, 3 1 2 4 3. 0 

1 9 5 7 2, I 7 R 1, 1 1 0 1, 2 R 4 3 4.5 

1 9 5 8 1, 1 a 4 9 R 3 1, 2 5 4 

1 9 5 9 1, 7 R 1 1,0 4 7 1, 2 2 6 

1 9 6 0 2,0 5 3 

1 9 6 1 2,2 R 5 

1 9 6 2 2,3 4 7 

1, 2 0 0 1, 3 6 R 

1, 2 1 7 1, 3 7 1 

Lロ

1, 3 Q 5 : 1, 3 3 Q I 

, 9 a 2 7, 1 s o 2 o. 7 o a I a 4. s 

, fi 7 6 i 8, 9 6 7 I 2 1, 7 1 6 I 4 l. 3 

, 4 0 9 . 8,8 3 R i 22,229 : 4 0. 0 

出所 a Division of Agricultural Economics, Agricultural 

S t a t i s t i c Sg 1 9 6 2v p 2 A 

b National Statistical Office of the Prime Ministerv 

Statistical Yearbook。 19 fi 30 Yo,2 4, p 3 2 6 

7J7Il-4表クイ国の国内総生産の分布 1953-62年， 10 0万バーツ

年 次 非農業部門
I |ー・農業・部門

その他a ↓ 米

1 9 5 3 18,212 8, 6 9 6 -I i I 5, 3 2 1 

ムロ 計 合計中の

GDP 米の弼

32,229 1 6. 5 

1 9 5 4 19,215 8, 1 1 9 4, 7 1 0 3 2,0 4 4 1 4. 7 

1 9 5 5 22,880 1 0, 2 3 6 6, 3 3 2 3 9, 4 4 8 1 6. 5 

1 9 5 6 2 4, 5 0 3 9, 4 5 6 7, 1 3 0 4 1, 0 8 9 1 7. 4 

1 9 5 7 2 5, 2 R 1 l 0, 7 9 6 5, 6 9 0 4 1噌 76 7 1 3. 6 

1 9 5 8 25,524 10,977 5, R 5 9 42,360 1 3. A 

1 9 5 9 2 8, fl 4 2 1 2, 2 0 7 5, 7 6 1 4 6, 8 1 0 1 2. 3 

1 9 6 O 3 2, 4 1 l 13,553 -~. l 5 0 5 3, 1 1 4 1 3. 5 

1 9 6 1 35,507 :0. 2, 7 4 9 r,, 9 6 7 5 7, 2 2 3 1 5. 7 

1 9 6 2 39,288 1 3, 3 9 1 8, 8 3 R 
-・-・ 一-』 9一 ・一

6 1, 5 1 7 I 1 4. 4 
---------'- --. 

a その他には米以外の晨産物，水産物，林産物を含む。

出所 Statistical yearbooko Thailand, 妬:24 D P J) J 6 2 ,.._, 6 3 
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(~1[ -4表）。農業と非農業とでは後者の成長率が大きかつた。これは経済

開発の過程ではまったく正常である。米は国内総生産の伸びと歩調をそろえて

引きっづいて重要な役割．を果たした。 1953-62年の期間に，米は国内総

生産の形成のうち年々平均15%を占めてきた。

脚注(3) 最業部門は伍・畜•水・林産を含む，非伍業部門は，鉱業，採石

業，製造業，建設，電気•水道，運輸通信，卸小売，銀行，保険，不動

産およびサービス業を含む。

稲作伍場の寄与

稲作庭場はまた他の作物や畜産や魚類を副次的に生産する。これらの生産物

からの収入額を示す統計は入手できない。 ?.I"II -5表から，過去 10年間すな

わち 1953-62年の期間に，稲作面積は乎均して庭場総面積の 88%を占

めたことを知る。厖ぼ 12 %が他の目的すなわち屋敷地，養魚池，家畜放牧地

の屁か畑作物，油糧種子，園地作物，せん維作物，果実およびゴムの栽培にあ

てられたo稲作農場の副次作物の生産額は，時価市場価格でみて米の全生産額

の約 25%・ とみるのがまず妥当であるn

オ:n:-s表 9ィ国の稲作農場面積の利用 1953-62年 1,000ライ

年 次 合 計
稲作農場面積 合計面租中のそ

稲 作 その他利用 の他利用面積％

1953 . 40,594 38,575 2, 0 1 9 5 

1954 41, 3 7 7 34,732 6,645 1 3 

1955 40,215 36,060・ 4,155 1 3 

1956 40,968 37,648 3,320 ~ 

1957 41,523 3 1, 7 1 7・ 9,806 . 2 3 

1958 41, 7 7 4 35,987 5,787 1 4: 

1959 42,527 37,909 4,663 1 1 

1960 -4 a, 2 a a . 37,008 6,228 1 5 

1961 43,629 3 8, ,6 1 9 5,010 1 1 

1962 44,545 41,534 3,011 7 

出所： Agricultural Stattstica of Thallan!l, 1962t pp 39-40 
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直雇用機会

人口推定

クイのオ 1回の人ロセンサスは 19 0 9年に行なわれ， *5回は 19 4 7年

に， 716回は 19 6 0年に行なわれた。 19 4 7年と 19 6 0年の期間の人口

増加年率は 3%と想定される。 19 4 7年の人口は約 1,8 0 0万， 1 9 6 0年

には 2,600万， 1 9 6 3年には 2,900万近くとなつた。 C*m-1表）。

表はまた男子の人口が常に女子をやや上回つていることを示している。

7Jr m -1表 クイ国の人口推定，性別 1947-63年

7月 1日現在 1,000人

年 次 A ロ 計 男 子
I 

女 子

1 9 4 7 1 7. 9 6 9 9. 0 0 2 8,967 

1 9 4 8 18,508 9,272 9,2 3 6 

1 9 4 9 1 9, 0 6 3 9.5 5 0 9,5 1 3 

1 9 5 0 1 9, 6 3 5 9, 8 3 7 9, 7 9 9 

1 9 5 1 2 0, 2 2 4 1 0.1 3 1 10,093 

1 9 5 2 20,831 1 0. 4 3 6 1 0, 3 9 5 

1 9 5 3 2 1, 4 5 6 1 0.7 4 9 10,707 

1 9 5 4 22,099 11.071 11,028 

1 ,9 5 5 22,762 11,403 11,359 

1 ,9 5 6 2 3, 4 4 5 11,745 11,700 

1 9 5 7 24,148 1 2, 0 9 7 12,051 

1 ;9 5 8 2 4,8 7 3 1 2, 4 6 0 12,413 
， 

1 9 5 9 25,619 1 2.8 3 4 12,785 

1'g 6 0 26,388 1 3.2 1 9 13,169 

1 9 6 1 27,180 13.61 6 13,564 

1 9 6 2 2 7, 9 9 3 14,024 13,971 

1 9 6 a 28,835 14,445 1 4, 3 9 0 

出所： National Office, Office of the Prime Minister. 

Stati.stical Yearbook•rhailand. 1963. 4'241 p 40 
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晟場人口

1 9 6 0年センサスによれば，クイ国には 46 0万世帯があり， うち殷家は

7 3. 9 %を占めた。また全人口のほぼ 75 %が農家人口であつた，（ォ m-2表）

7-!r m-2表クイ国の地帯別農家数女よび農家人口 1960年 単 位 1,000人

地 帯 人
農家人口

ロl
人口 I% 

世帯数

合計 1農家数

北部

北東部

中央平原

南部

計

5,723 

8,992 

8,271 

3,272 

4,532 

4,940 

4,531 

2,585 

2 6,2 5 8 11 9,5 8 8 

7 9.2 

8 8.3 

5 4.8 

7 9.0 

7 4.6 

1,078 

5

7

 

9

2

 

4

4

 

L
.
L
 617 

4,614 

834 

1,300 

790 

486 

3,410 

％ 

7 7.4 

8 7.0 

5 5.3 

8 7.9 

7 3.9 

出所： Central Statistical Office, National Economic Develop-

ment Board, Thailand Population Census, 19601 Who-le King-

dom, ppl-3 

北東部は農家人口の比率が最高であり， 8 8 %であった。北部および南部で

はともに 79%であり，都市が多い中央乎原では庭家人口は 55 o/oに下がつて

いる。

農業労働力人口

1 9 6 0年の人口 2,640万のうち約 1,370万，すなわち 52%は，年齢

1 1オ以上の者であり，経済活動力をもつものと見なし，国の労働力人口とし

た。そのうち 81 %は，晟業生産者，農場管理者または農場労働者として農業

に従事する。（オm-~ 表）

非農業に従事する人口はわずか 19%である。クイでは女子労働者も圃場で

男子と同様力仕事をする。特定の作業では男子よりも激しい労働に従事する。

口農場の経営の決定を行なう管理者の大半は，慣習上男である。

農業従事人口の多い理由

クイ国の経済は現在は基本的に農業に依存する。都市での雇用機会はかぎら

れている。当然平均的クイ人にとつては農業は立派な職業であり，同時に生活
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7.17ill-3表 クイ国の年齢 11オ以上の経済活動人口のうちの

農業従事者・性別 1 9 6 0年

業 ＾ ロ

計 男 子 I 女 子
職

人 ロ ％ 人 ロ ％ 人 ロ ％ 

農 業 11,185,222 81 5,464,230 77 5,720,992 86 

翡 轟 2,902,341 490,783 

農場労働者 2,561,889 5,230,209 

非農業 2,586,882 1 9 1,642,382 23 944,500 1 4 

A ロ 計 1 3,7 7 2,104 100 7,106,612 100 6,665,492 100 
; 

出所： Thai land Population Census, Whole Kingdom, pp 28. 35 

様式でもある。 19 6 0年現在農業によつて生計を維持した人口 19 6 0万人の

うち， 1,500万人は全く稲作に依存したものであり， 1 9 6 4年にはその数は

増加しているとみられる。いうまでもなく富の大半をつくりだしたのも経済成長

率を高めたのも彼等である。

稲作農業は職業として多くの長所をもつている。オ 1に，農民が独立の精神を

欧歌することができ，自分の農場を経営し，家族を養い，労働の成果を楽しむこ

とができる。このような自由は他の職業にはない。オ 2に，米の生育期間はかな

り短く， 6-8カ月で収護できる。 ?.173に，その作付け期間に反覆する作業が少

なく，そのため仕事の単調さを減じている。オ 4に，稲作農業は工場作業でみら

れる高速度とか高度の正確性とかいった高級の技術を必要としない。作業には多

くの屈伸性があるし，クイ国の気候条件は特に稲作に適している。オ 5に，圃場

作業を分解して家族の各人が一部分を分担したりまたは合同で行なうよう計画す

ることができる。また家族労力が不足するときでも農民は単独で時期をズラして

作業することができる。オ 6に，伝統的な経営方法によれば米生産者は多額の資

本投入は必要としない。土地をもち健康でさえあれば稲作農場を連営できる。こ

のほか稲作農家は常時ほかの作物を栽培したり家畜を飼つており，そのため自分

や家族の食糧の自給を確保するうえ，余剰ができれば他の必需品の購買力となる。

米の生産は季節性をもつので農閑期の余剰労働は他の土地で仕事を探すことが

できる。例えば町へ出てサムロ（三輪車）の運転手となり，メイドになり，工場

一13-
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の雇用労働者となる。そして農繁期がはじまると庭場へ帰つていく n

将来のための雇用機会の改善

1961-66年の7-l'1次 6カ年計画で予定するクイ国経済開発のオー義的

な目的は，国民の生活水準をあげ，その一人一人に，より充実した， より創造

的でより幸福な生活を営む希望をもたせることにある。 1) このためには財貨

および用役の 1人当り全産出額を増大させなければならない。いいかえれば政

府の援助のもとで国民のすべてに農業および工業の両面で雇用機会を与えなけ

ればならない。国民が最大の雇用機会に恵まれれば経済活動ほ促進される。

農業増産を促進する措置は開発計画の優先オー位と考えられている。これは

賢明な政策であり，農村地区に余剰労力が現存し，一方年間人口増加率が 3%

であることを考えれば，経済開発の初期の段階の工業がそれらのすぺてに職を

与える余力はない。代策として最上の•ものは晟業における労働である。

表m-4によると， 19 6 0年に 2,640万であつた人口が 19 7 0年には

3,640万となり 10年間に 1,000万人増加するn 2) 1 9 6 0年センサス

で， 74. 6 % (1, 9 6 0万）は儀業人口であったが， 1 9 7 0年までには 60 

％に減ずる (2,180万人）ものと期待される。いいかえれば非底業部門で生

計を立てる人口は， 19 6 0年の 68 0万に比べて 19 7 0年には 1,4 6 0万

人となる。この楽観的な期待を以てしても農業人口は 2,180万であり，

1 9 6~ 年を 22 0万上回る。つまりこの増加分は良業に雇用を見出さなけれ

ばならない。稲作農業に依存する人口も 19 6 0年を下回ることにはならない。

II 
牙m-4表 1 9 7 0年のクイ国の人口推定

,1,．,h_11"ー＇1,9, 

1 9 6 0 1 9 7 0 

数（万人） "% 数（万人） ％ 

人 ロ 2,6 4, 0 1 0 0・ 3,640 1 0 0 . 

農 業 1,960 7 4. 6 2,180 6 0 

非農業 6 8 0 2 5. 4 1, 4. 6 0 4 0 

（脚注） 1) National Economic Planning Board, Ofict;, of the 

Prime Minister, Nat_ional Economic Development Plan 

1 9 6 1 -・6 6 I p .. 9 

2) 前掲書 P・11 
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農業改善には労勤および資本の両面の投入が必要である。経験の示すように

当初の段階では労勁投入のほうが資本投入よりも重要であり，これは労働の集

約利用が資本形成のための堰良の手段だからである。クイの現行の稲作方法は

かなり粗放的であり，これを集約的耕作法にかえることによつて稲作股場の労

拗所要量は比例的に増大する。この種の労働需要ほ賤村地区に雇用機会を与え

ることになる。

ハイウエー建設，電気•水道事業その他通信施設等公共事業の実施が進むと，

とも tic, 農村地区の生活条件ほ大いに改善されるものと期待される。国内およ

び国外のそう方からの米の需要が増加するとともに米の価格は高水準にとどま

ることになろう。その結果稲作幾民の所得も向上して， より多くの国民を農業

に誘引するであろう。

IV 主 食

食品摂取

L .. 一~

クイ人の食物は大別すると 2つの品目から構成されている。オ 1は米で，も

う一つは米食に附随する畜産食品，野菜，果実，油およびその他である。この

2主要品目のうち米は飛び抜けて重要で，他の食品はあまり多く食ぺたり，し

ばしば食べると飽きがくるが，米についてはそういうことはない。事実米なし

の食市が出されることはない。米はクイ人の主食なのである＾

近年クイ国では 2つの栄養調査が行なわれた。この 2つの調査結果によると

1) 
1人 1日当たり宜品摂取量は 585-748グラム (1.3-1.6ポンド） で

ある（オ N-1表）。米の摂取量は両調査とも総摂取量の 70%を占めており，

クイ人が米を主食としていることを証明している。

また 1948-49年にコーネル・リサーチ。センクーが中央平原の Ban
2) 

Chan という稲作農村を対象に総合的な調査を行なつているが ，この調査

に含まれている 23世帯の食祖消費調査によるとこれらの世帯の 1人 1年当た

り米の消費量は約 55 0ポンド， 1日当たりにして約 1.5ポンドである。ただ

しこの数字には虫害によるロス，家きんに食われる量，僧侶に対する日々の布

施，お祭や儀式のときの寺に対する奉納米など，醤はわからないがかなりの葺

が含まれている。
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オN-1表 1日1人当たり食品摂取量乎均 （単位 グラム）

米 畜産食品 野 菜 果 実 脂 肪 その他 計

調 査 I 4 0 0.0 6 8.0 8 2.0 6.0 1.4 2 7.4 5 8 4.8 

調 査 1I 5 2 4.6 8 6.5 91.8 3 4.5 1.4 8.7 7 4 7.5 

＇ 
（注） 調査I 国防のための栄養に関する各省間委員会が19 6 0年 10 -1 2月に行なつた

栄養調査oこの調査は全国から選ばれた4つの地方の 13の農村の 93世帯を対象と
したo

表の数字は Interdepartmental Committee on Nutrition for 
National Defence ; Nutrition Sunvey, Oct. -Dec. 1960, 
The Kingdom of thailand. p217 

調査1I FAQのク 1'国派遣栄養顧問M.M. ァンダーソン氏が l9 6 l年 1l月～
1 9 6 2年 2月に行なった調査oこの調査は北東部にあるウボン県の 10の農村の世
帯を対象としたo

表の数字はM.MAnderson: Summary Classification of Food 
Consumed by Households in 10 Villages of Ubol Ptorin~"' 
Field Progress Repore (未発表）

］ 

上記の 3つの調査はすぺて稲作晨村で行なわれたもので，今のところ全国の

食糧消費に関する大規模な調査はないが，クイ人の 1人 1日当たりの米の乎均

消費量は観察と経験に基づいて推定すると大目にみて約 38 5グラム (0.85 

ポンド）， 1年当たりにして 14 0キログラム (31 0ポンド）としてよいと

思われる。

〔注） 1) 1ポンドー 45 0グラム。
2) Lauriston Shar 

Robert B 
p, Hazel M. Hauck, Kamo l Jan le k ha, and 

.Textor 
Rice Vi 11 

, Cornell Research Center : Siamese 
age, A Pre lim-inary Study of Ban Chan, 

1948-1949, 
PP 263-274 

カロリー供給量

個人個人のカロ 1
）ー所要最ほ労作，体の大きさ，年齢および気象的環境の 4

つの可変的要因によつて決定されるから，ー地域の住民のカロリー所要量を測

るにはこの 4つの要因から
生ずる個人差を考慮に入れる必要がある。

3) 
国防

のための栄養に関する各省間委員会の栄養調査（調査 I)によるとクイ人の 1

人 1日当たりカロ IJ,... 所要蓋 1.87 1カロリーに対して，食品摂取によるカロ

リー供給醤は 1.8 2 1カロ lJーで，現実の所要董をわずかに下回つている。ま
4) 

たFAOアンダソーン氏の調査（調査n)によると食品摂取によるカロリー供

ー16-
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給昼は 2.09 2カロリーであった。 (?JrN-2表）

?t'N-2表 1人 1日当り栄養摂取

カロリー
全 蛋 白 質 動物性蛋白質

グラ ム 総対すカるロ比リ率ー（％に） グラム ＇ 総雨カるロ比滓リー（％に） 

調査 I 1,821 4 9.1 1 0.8 1 5.2 3 1.0 

調査 n 2,092 5 6.0 1 0.0 1 7.4 3 1.0 

国防のための栄程に関する各省間委員会の栄接調査によると米は単独で総力

ロリーの 70 %を供給してあり，またFAOアンダーソン氏の調査では米ほ

90%近くを占めている。栄賽専門家は米食偏重による栄程不足ないしほ栄登

不良を問題にするが， 6l 現実にはクイ人は必要なカロリーの大部分を米だけ

で供給しているのである。

（注） 3) Food and Agriculture Organization of the United 
Nations, Rome: Calorie Requiremene, 19571 p. 10 

4) Interdepartmeneal Committee on Nutrition for 

National Defence : 前掲書 PP 210-220 

.s) M. M. Ander son : 前掲書

6) 栄養不足は食事の量が十分でないこと，栄養不良は食事の栄養上の質が十分でな

いことを意味する。

短期目標

FAOは 3回にわたる世界食粗調査を通じて世界の食粗情勢を総括的に明ら

かにしているが，その*3回世界食粗調査に盛られた世界各地域の最近におけ

る1人当り食粗供給益，カロリー，蛋白質とそれらの 19 7 5年における短期

目標を東南アジア大陸部諸国（ビルマ，マラヤ連邦，南ベトナムおよびクイ国

が含まれるn)について見ると下表のとおりである。 7)(オN-3表）

オN-3表 東南アジア大陸部の 1人当たり食粗供給量および栄務価，

最近および短期目標

総カロリー 殻類グ(1年当） り
魯籾質"日［動物性蛋白ロ

． キロ ラム ラム） 1日当りグラ

最 近 2,030 149 49 13 

短期目標 2,300 149 57 15 
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＇ ぃ＇ 

才N-3表を牙N-1表およびオN-2表と比較するとクイ国の 1人当り

食糧供給量および栄養価はFAOが東南アジア大陸部諸国について設けた短期

目標に現在すでにきわめて接近していることがわかる。例えば米の 1人当り

年間消費量ほ現在 14 0キログラムで殻類の短期目標を 9キログラム下回るの

みである。

（脚注） 7) F o o d and Ag r i cu I tu r e O r g a n i z a t i o n o f t h e Un i t e d 

Nations, Rome : Third World Food Survey, 1 9 6 3, 

PP -88-96 

これまでみてきたようにクイの国民にとつてほ米ほ魚と水の間柄のように切

つても切れない関係にあるが，クイ国は幸いなことに米についてほ自給自足と

同時に余剰さえ享受しており，アジアのなかではきわめて数少ない恵まれた国

である。そしてこの余剰こそクイ国の経済全体を変えているものである。

余剰米はクイ国に数多くの恵みをもたらしている＾まず*1に人々ほ飢えの

経験を持たず，飢餓の恐怖から免がれている。オ 2にクイ人ほ米の食事を食ぺ

ていれば滴足でかつ健康である。クイ人が乎和を愛するのは米が十二分にある

からであると いつても過言ではない。オ 3に政府ほ米を輸入せずにすむので外

貨を節約できるほかりでなく，輸出によつて外貨をかせぐことができる。外貨

収入ほ数多く
の重要な経済開発計画の実施に使用できる。最後に生活費を低水

準に維持しかつ社会不安を少なくすることができることも重要である。

V 輸出

数量および金額

米の輸出可能擾は主として当該年度の生産最，国内需要量および繰返し在庫

盤によって左右されるが，クイ国は 1953-62年の 10年間に毎年 10 0 

-1 5 0トンの米を輸出した。一方米の輸出額ほ輸出葺と外国市場価格によつ

て決定されるが，上記 10年間のクイ国の米喩出額は 25億 ,...,37億バーツ

(1億 2,50 O万-1億 8,500万ドル）であった。 (7.frV-1表参照）
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?.lrV-1表 クイ国の米の翰出， 1953-62年

年 数昼 (1,000トン） 金額 (1,000バーツ）

1 9 5 3 1,359 3,746,778 

1 9 5 4 1, 0 0 2 3,086, 5 1 5 

1 9 5 5 1,2 3 7 3,133, 3 7 6 

1 9 5 6 1,265 2,860,646 

1 9 5 7 1,5 7 0 3,622,148 

1 9 5 8 1,133 2,967,984 

1 9 5 9 1,092 2,575,635 

1 9 6 0 1,203 2,569, 81 8 

1 9 6 1 1,5 7 6 3,598, 1 9 8 

1 9 6 2 1,271 3,239,867 

出所： Division of Agricultural Economics, Ministry of 

Agriculture Thailand: Agricultural Statistics of 

Thailand, 1962, p 112 

輸出可能祉

米の生産抵および愉出母ならびに推定人口については毎年の統計が入手でき

る。そしてこれらの数字から国内消費向け純供給可能祉を測ることができ，ま

た米の強出能力を推定できる。 ?YV-2表は米の国内消費向け純供給可能量を，

またオV-3表ほ 1人当り年間消費量を示している。

7.17V-2表はもみから米（精米）への換算率を 65%とし，それに他の用途

旬けを 5%$'-よび喩出董を差し引いて毎年の国内消費向け純供給可能量を推定

している。_1953-62年における純供給可能董は 20 8万-440万トン

であった。クイ国では米の不足はなかつたから，繰越し在庫および生産量ほ毎

年国内需要と翰出をまかなうのに十分であつて，米の需要供給は円滑にいつた。

米の国内消費向け供給可能量がわかると 1人当り年間消費量は容易に推定

できる。オV-3表は 1953-62年の 10年間における 1人当り年間米

消費量が乎均 28 8ポンド (13 1キログラム）であったことを示している。

この数字はオN章で推定した 1人当り年間米消費量 14 0キログラムにきわめ

て近い。
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オV-2表 クイ国における国内消費向け純供給可能量推定 1953-62年

年
もみ生産量

(酎1/Jff<'OOト雀ン）(a] 復謡（蒻トン）け[bl
諭出量 (c)

尉(1閻,00濯0ト阻ン）(1,000トン） (1,000トン）

1953 8,239 3,355 267,760 1,002 2,085 

195 4 5,709 3, 71 0 185,540 1,237 2,287 

1955 7,334 4,767 238,350 1,265 3,264 

1956 8,297 5,393 269,650 1,570 3,553 

1957 5,570 3,630 181,020 1, 13 3・ 2, 31 6 

1958 7,053 4,584 229,220 1,092 3,263 

1959 6,770 4,401 220,020 1, 20.3 2,978 

1960 7,757 5,120 254,600 1, 5 7 6 3,289 

1961 8, l 7 7 5,397 269,840 1,271 3,856 

1962 9,279 6,124 305,380 1,418 4,401 

庄a Food and Agriculture Organiz・ation of United Nations, 
Rome: FAO Rice Report 1963, p. 45 

もみから米（精米）への換算率は 19 6 0年以前が65</,, 1961 年以降が 6~<I,
b 他の用途向け 5<I, の減額量には種子， ロスおよび貯蔵中の損失を含むo

c 各年の輸出量はその翌年の実績報告による。

出所： もみ生産量および米輸出擾は第]I-1表および第v - 1表から得たもの。

オv.-3表 クイ国における 1人当り年間米消費量推定 ・ 1953~2年
国内消費向け供給可能攘 人 ロ 1人当たり

年
(1,0 0 0人） ポン1,000トン 1,000ポンド ド

1953 2, 0 8・5 4,670,400 2 1. 4 5 6 218 

1954 2,287 5,122,880 22,099 232 

1955 3,264 7,311,360 22,762 321 

1956 3,553 7,958,720 23,445 339 

1957 .2, 316 5, 1 87,840 24,148 215 

1958 3,263 7~309,120 24,873 294 

1 9 5 9・ 2,978 6,670,720 2 5, 6 1 9 260 

1 9 6 0 3, 2 B 9 7,367,360 26,388 279 

l 9 6 1 3,856 8,637,440 27,180 318 

1962 4,401 9,858,240 27,995 352 

乎 均 ， 
" 283 

t 
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クイ国政府は国や需要を重視して箱出許可証の発行に先だつて国内に芸ける

需給状況をたえず注視している。人口が年率 3%で増加しており，また恰出水

準を維持するため米の生産を毎年 3%以上増加させなければならない。

翰出米の種類

翰出米にはホワイトライス（普通白米），もち米，カーゴライス（玄米），

パーボイルドライスおよびその他の米があり，各種類とも丸米（ホールもしく

はヘッド）および砕米（プロークン）に分かれる。さらにヘッド迂よびプロー

クンのラペルの下にいくつかの等級に分類される。 1) 米製品にはホワイトライ

ス粉，もち米粉士よびバーミセ 1)がある。平均して歯出米の 70 %近くが丸米、

2 9 %が砕米， 1%が米粉とバーミセ 1)である。（オV-4表参照）

7.1" V -4表 クイ国の唸出米の種類別比率 1950-59年

I 年 丸 米 I 砕 米 米，，ミ粉汰よび1J 合計ーミセ

1950 7 7. 0 9 2 2.8 3 0. 0 8 100 

1951 7 6. 9 7 2 2. 9 7 0. 0 6 100 

1952 7 0.1 6 2 9. 7 4 0.1 0 100 

1953 7 0. 9 2 2 8. 8 8 0. 2 0 100 

1954 60.1 7 2 2. 81 17.02 100 

1955 7 3. 6 8 2 0. 8 2 5. 5 0 100 

1956 6 5. 8 2 3 3. 51 0. 6 7 100 

1957 7 1. 7 6 2 7. 8 8 0. 3 6 100 

1958 7 o. 4 7 2 8. 91 0. 6 2 100 

1959 6 9. 7 4 2 9. 3 7 0. 8 9 100 

出所： Department of Rice, Ministry of Agriculture, Thai-

land : The Years Statistics of Rice Exports of Thai-

land, 1950-1959, p 29 

,. 
I' 

注1) ホワイトラィス： 100% 1等 ホワイトライス： 1 5 r/Jスーパー

1 00伶 2等 20伶

100% 3等 25'/Jスーパー

ホワイトラィス： 5% スーバー 25伶

5'1, 35<1, 

10伶 4 s% 
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ホワイトプロークン： A1 エキストラ 0スーバー カーコライス 1 oo'!J 2等
A, スーパー s'f; 
A, スペッャル 1 0'1J 

ふォーデイナリー カーゴプロークン： A1 スペッャル

C』スーバー .,,:_ポィルドライス： 100°;6 

c. スペッャル 5'1'(長粒種）

C1 オーデイナリー 5希（短粒種）

Caスペッャル 1 o'I,(長粒種）
白もち米： 1 o'I, C長粒種） 1 o'/,(短粒種）

10'1, (短粒種） 2 5 ti,(短粒種）

A1 スペッャル バ→炉fルトプロークン； Aa 
c, スペッャル c, 

ヵ.:...ゴライス： 100伶 1等

9.~. 

．
 

9

.

 

~91,11. 

9
 

•. 

,
 

9
 •• 

9
9
9
 

,

.
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総輸出額に対する比率

総輸出額ほ・1953-62年の 10年間に増加しているが，米の輸出額ほ諭

出量と外国市場価格の変動により 26億-37億パーツの間を往復しており，

総諭出額に対する米の輸出額の比率は低下している。すなわち 19 5 3年にほ

65%であったこの比率は 35%に低下している。米の綸出額の総輸出頷に対

する比率の低下ほクイ国には米以外にも箱出するものがあることを示す健全な

徴候といえるが，比率は依然として 19 6 2年においても 3分の1を上回つて

いる。 (;}J"V-5表参照）

牙V-5表クイ国の米綸出額と総翰出額の比較 1953-62年(10(JJ5バーツ）

年 雇晶晶息 米の翰出額 蓋穂欝皐怠聾鼠出

1 9 5 3 5, 6 9 4 3,747 6 5 

1 9 5 4 6,106 3,087 5 0 

1 9 5 5 7,0 1 0 ・3, 1 3 3 4 5 

1 9 5 6 6, 7 1 7 2,861 4 2 : 

1 9 5 7 7,292 3, 6 2 2 4 9 

1 9 5 8 6, 1 9 3 3,068 4 8 

1 9 5 9 7,2 5 8 2,576 3 5 

1 9 6 0 8,422 2,570 3 0 

1 9 6 1 9;7 1 7 3,5 9 8 3 7 

1 9 6 2 9,255 3,240 3 5 

出所： National Statistical Office,officeof the Prime Minister, 
Th a i I and : S t a t i s t i a c 1 Ye a r b o o k, Th a i 1 a n d, 1 9 6 3 , No. 2 4 , 

P 287 
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貿易収支上の役割

クイ国の貿易収支は 1953-62年の 10年間毎年逆調にあり，強出の唸

入に対する比率は 75-94%であった。政府は経済開発のため赤字財政に依

存することを余儀なくされたo 米の唸出額の総翰入額に対する比率は 19 5 3 

年の 58%から 19 6 2年には 28%に低下しているが，米の外国貿易に対す

る役割は依然として重要であった。 19 6 2年でさえ 10 0バーツの論入に対

して米の翰出が 28バーツをも補つている。（オV-6表）

オV-6表クイ国の米倫出額と総翰入額の比較 1953-62年 (100万バ—ツ）

年 9を贄除醤く冒） 総輸入額 喜雙鰐隈諄
る比

米の喩出額 奮る比臭観率碍
1953 5,694 6,472 8 8 3,747 5 8 

1954 6, 1 0 6 7,022 8 7 3,087 4 4 

1955 7, 0 1 0 7,503 9 3 3,133 4 2 

1956 6, 7 1 7 7,655 8 8 2,861 3 7 

1957 7,292 8,537 8 5 3,622 4 2 

1958 6,193 8,237 7 5 2,968 3 6 

195 9 7,258 8,988 8 1 2,5 7 6 2 7 

1960 8,422 9,622 8 8 2,570 2 6 

1961 9, 7 1 7 10,287 9 4 3, 5 9 8 3 4 

1962 9,255 1 1, 5 0 4 8 0 3, 2 4 0 2 8 

出所： 第v-s表と同じo

世界牙 2の米輸出国

世界の 5大米輸出国のうち7.171位からオ 3位までが極東地城にあり，*4位

と7.175位がそれぞれ北アメリカと近東にある。 5大翰出国のうち*1位がビル

マ， 7.172位がクイ国であるが，ビルマの 19 6 1年の人口が 2,100万である

のに対してクイ国は 2,700万であることを考え合わせればクイ国の実績はま

さに誇るぺきである。 (7.17V-7表）
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*V-7表 主要米輸出国の輸出量 1957-62年 (1,00 0トン）

国 19年5平7均- 1959年 1960年 1961年 196 2年59 

ピ ル マ 1,619 1,692 1,749 1,591 1,722 

ク イ 1,266 1,090 1,201 1,564 1,277 

中国本 土 1,137 1, 6 6 1 1,182 362 378 

米 国 692 705 997 836 1, 0 5 1 

ア（エラジププ連トA了 240 45 305 226 147 

出所： Foo d and Ag r i c u 1 tu r e Organ i z a t i o n o f t he Un i t e d 

Nati one, Rome FAO Rice Report 1963, p 17 

クイ米の大半はマレーシア，香港，インドネツア，日本などの近隣諸国に輸

出されて汝り，これらアジア諸国に対する輸出は全体の 90 %近くにも及んで

いる。（オV-8表）この理由は簡単で，まずオ 1にほ連賃が安いこと， 7.fr2 

牙V-8表 クイ米の主要市場別輸出比率 1950-59年

年 アジア諸国 アフリカ諸国 ヨーロッパ そ の 他 ＾ ロ

計
諸 国

1950 91. 0 0 0.8 7 7. 7 8 0. 3 5 100 

1951 9 4. 27 0. 5 7 4. 8 6 0. 3 0 100 

1952 9 6. 7 8 1. 0 4 2. 1 7 0. 0 1 100 

1953 9 4. 7 4 1. 5 2 3. 3 2 0. 4 2 100 

1954 8 5. 9 0 0. 71 1 2.1 2 1. 2 7 100 

1955 91. 8 0 1. 3 3 6. 6 3 0. 2 4 100 

1956 8 9.2 9 2. 6 8・ 7. 7 8 0. 2 5 100 

1957 9 0. 5 3 2.1 6 6. 6 2 0. 6 9 100 

1958 8 5. 3 8 2. 2 8 10.20 2.1 4 100 

1959 8 9.19 3. 5 6 5. 8 5 1. 4 0 100 

出所： De par tme n t o f R i c e, Mi n i s try o f Ag r i c u 1 t u r e , Th a i 1 an d 

Ten Year Statistics of Rice Exports of Thailand, 

1950-1959, p 131 
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には近隣諸国の人々がクイ米の味を好むようになつたためである。クイ米はま

たアフリカ， ョーロッパ，米州およびオセアンアにもその品質の良さゆえに輸

出され，クイをして世界中にその名を知らしめている。

W 安定した歳入源

米穀貿易の独占

オ 2次世界大戦前はクイ国では米の取引は固内向けも翰出向けも完全に自由

で，だれでも取引に参加できた。戦後クイ政府は米の愉出に対する独占を強め

ていつた。最初のうちは為替管理が主たる対象で1¥米の翰出によつて得る外

貨はすぺてクイランド銀行に売却しなければならなかつた。米の諭出管理の権

限は通商省（のちに経済省と改名）に附与された。通商省は翰出米の独占的統

制のため精米所渡し価格の固定，買上げ率，ライス・プレミアム，箱出割当の

認可，精米所渡し価格支払いの硬貨ないしほオープン・ドルによる受取，そう

務契約（政府間売買）を取り扱うシッパーの指定などの措置をとった。 2) その

後政府は米の捻出独占が成功したのにかんがみ， 1 9 5 5年の後半にライス。

プレミアムと呼ばれる可変的翰出税制度を米に適用した。この制度は現在も実

施されている。

政府が米の湖出を独占する理由は 1)内需米を十分確保し，米の国内価格を

安定させる。 2)可変的愉出税を課して国家歳入を増加させるためである。

ここで指摘しておかなければならないことは経済省が輸出ライセンスの認可，

可変的愉出税の徴収，そう務契約の取決めおよびその他必要な規制の実施に絶対

内な統制力を持つているとはいえ，積出ししますべて民間貿易によつて行なわれ

ているということである。
3) .,_ 

L.のようなシステムによつて政府機関と民間企業

との間に密接な協力関係が維持され，かつ取引き能率が改善されてきた。

そう務契約の場合にほ販売価格は通常民間貿易の場合より安い 4), これは政府

間売買の場合徴収するライス・プレミアムが低年であることを意味する。しか

しこれは経済的配慮の問題というよりはむしろ外交的取引の問題である。

（脚注） 1) Shu-Chin Yang. A Multiple Exchange Rate System-
An A p p r a i s a 1 o f Th a i l an d's Exp e r i e n c e , 1 9 4 6 -1 9 5 5 , 

The Un i v e r s i t y o f Wi s c on s i n Pre s s , Mad i so n, 1 9 s 7, 
p p 8 1-8 4 
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2) S. Y. Le e , R i c e T r a de o f T ha i I an d , Fa r Ea s t e r n 
E c on om i c Re v i e w, Vo 1. XV  I , No s • 2 1 , 2 2 , 2 3 , a n d 2 4, 
June 1954; Thailand's Foreign Trade After the War,' 
Far Eastern Economic Review Vol. XVIII, Nos. 13 and ・＇
14, November 19SR; Selling Thai Rice, Far Eastern: 

Economic Review, Vol. XLV. no. 1, July 1964 : 
3) FAO Monthly Bulletin of Agricultural Economies'! 

and Statisics, Rome: Rice: Trade Patterns and 
Government Controls, Vol. 12, No. 9,September 19631 
PP 14-lg 

4) F AO Mo n t h I y Bu I 1 e t i n o f Ag r i c u 1 t u r a 1 E c o n om i c s 
and Stalstics, Rome: International Rice and Cont-
racts in 1962/63, Vol. 12, No. 6,Jnue 1963, PP 13-17 

可変的輸出税のレート

米に対する輸出税の種類はライス・プレミアム，輸出関税および市町村税で

ある。ライス・プレミアムの税率は輸出米の等級によつて異なるほか，その時

時の状勢によつても変更され，輸出価格 (fob) と国内の供給事情をみて決め

られる。すなわち政府は輸出価格が下がればライス・ プレミアムのレートを引

き下げるn また国内供給に不足を生ずる場合にはレートを引き上げることによ

つて翰出を押さえ国内価格の安定を図る。例えば 19 5 8年初め砕米の価格が

トン当たり 40ポンドの高値に達した時， ライス・プレミアムのレートは 10 

ポンドに引き上げられた。しかし 1958/59年度にほ価格が急落しライス 0

プレミアムがきわめて割高となつたため，最終的には 7ポンドにシリングに引

き下げられている。オ'¥i-1表は輸出価格に対するライスプレミアムの比率と

輸出価格の低下にともなうライスプレミアムの調整過程を示している。

*'¥I -1表をみるとライスプレミアムは輸出価格の 3分の 1以上を占めてい

ることがわかる。今日でもこの比率はほぼ同水準にとどまつており， 1 9 6 4 

年 7月には普通白米のトン当り輸出価格が 53ポンド 18シリングでぁつた

のに対してライスプレミアムは 17ポンド 10ジリングで，諭出価格の 33 % 

に相当した。またこの表からライスプレミアムの調整過程をみると砕米混入率

が 0-5%の普通白米に対するライスプレミアムは 19 5 9年 6月にほ諭出価

格の 30-31%であったのが， 1 2月にほ 34-35%に上昇している。こ

のためライスプレミアムは 19 6 0年初めにトン当り 15ポンド 18シリン

グから 15ポンド 2シリングに引き下げられた。しかしその後も国際市場にお
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ける供給増加を反映して価格は続落し同年 5月にはライスプレミアムの比率は

前年の 12月よりも高くなった。この結果 19 6 0年後半にはプレートは再引

下げが行なわれている。しかし諭出価格が上昇するとレートも比例的に引き上

げられた。

ライスプレミアムに加えて従価 4%すなわち諭出価格の 2%の輸出関税，ぉ

よび翰出関税の 10%すなわち唸出価格の 0.2%の市町村税が課せられていた。

輸出関税と市町村の合計ほ輸出価格の 2.2%に相当し，これにライスプレミア

ムを加えると合計で輸出価格のほぼ 35-36%を占めた。換言すれば輸出米：

1 0 0バーツにつき 36バーツもが国や市町村の歳入となる。
5) 

（注） 5) 可変的輸出税の米の生産に対する影響ほ7.172-4部でさらに述べる＾

米の輸出からの歳入

米の綸出に対する輸出関税と市町村税は大蔵省関税部が課しているのに対し

て，ライスプレミアムの方は経済省が徴収している。関税部は米のほかとうも

ろこし，クビオカ，ひまの実，ジュートなどにも輸出税をかけているが，経済

省の方は米に対してのみライスプレミアムを課している。これほ米が国家経済

にとつてきわめて重要な作物であるからである。

ライスプレミヽ アムの徴収額は 1956-62年において年間 7億 - 8億バー

ツに達してい る。（オ"¥i-2表）。これに輸出税を加えると米の輸出からあが

る歳入は 19 6 2年には年間 8億 7,0 0 0万バーツ（（（近かつた。

財政上の役割

総歳入実績は 19 5 5 - 6 2年において年額 42億バーツから 80億バーツ

弱に増加し tこのに対して，総支出実績も同じ期間に年額 40億バーツから 8 6 

憶バーツに増加している。（オ¥I-3表）そして 1957-59年を除き他の

年はいずれも赤字であった。

ライスプレミアムからの歳入と総歳入実績との間の比率ほ乎均 12.8 % (最

高は 19 5 6年の 16. 5 %, 最低は 19 5 5年の 9.8 %)であつた。また総支

出実紹との比率は乎均 12. 2 % (最高は 19 5 6年の 18. 5 %, 最低は 19 5 5 

什の 8%)であったo 換言すれば政府の歳入 10 0パーツにつき 13バーツは

ライスプレミアムから生じ，政府の支出 10 0バーツにつき 12バーツをライ
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スプ V ミアムが分担していることになる。なお以上の計算にほ米に対する輸出

関税および市町村税ほ含まれていない。

?.fr~-2 表 ライスプレミアムからの政府歳入 1955-62年

年 金 額 （バーツ）

1 9 5 5 a 4 4 1, 2 6 6, 6 9 7 

1 9 5 6 8 4 1, 6 9 8, 8 0 8 

1 9 5 7 8 4 0, 2 8 3, O O 0 

1 9 5 8 8 1 1, 6 5 6, 8 1 4 

1 9 5 9 b 7 5 5, 9 1 2, 1 2 9 

1 9 6 0 7 4 4, 6 4 0, 1 3 7 

1 9 6 1 

I 
6 8 9, 5 0 4, 9 5 0 

1 9 6 2 8 0 3, 8 0 8, 6 9 4 

出所； a 1 9 s s年から 19 5 8年までの数字は Central Statistical Office 
of the National Economic Development Board, Thailand: 
Statistical Yearbook. Thailand, 1956-1958, No. 23, p 459 

b 1 9 s 9年から 19 6 2年までの数字は Na t i o n a l S t a t i s t i c a 1 0 f f i c e. 
0 f f i c e o f the Pr i me Mi n i s t er, Th a i l and St a t i s t i ca 1 

Ye a r b o o k,'l'h a i 1 an d , 1 9 6 a, N 01 2 4, p 3 2 8 

ォ¥I-3表 クイ国におけるライスプレミアムからの歳入と年間歳入

および歳出額実績との比率 1955--62年(100万バーツ）

年 歳入額実績 歳出額実績 差 額
ライスフレミア 比 率

ムからの歳入 対歳入額 対歳出額

:1 9 5 5 4,185 3,999 186 411 9.8 8. 0 

廿1956 5,081 4,549 531 842 1 6. 5 18. 5 

1957 5,199 4,949 ・- 2 5 0 840 1 6.1 1 7. 0 

1958 5, 61 6 6,019 - 40 3 812 1 4. 4 1 3. 5 

1959 6,055 7,078 ー1,022 756 1 2. 5 1 0. 7 

1960 6,786 7,587 - 8 0 0 745 10. 9 9.8 

1961 5,690 6, 3 1 5 - 6 2 5 690 
I 

12.1 1 0. 9 

1962 I 7,986 8,642 - 6 5 6 804 1 0. 1 9.3 i ！ I 

出所： National Statistical office, Office of the Prime Mini 
ster, Thai land; Statistical Yearbook, Thai land, 1963 No. 
24 pp 326-327 
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国内価格に対する影響

政府が米穀貿易に絶対的な統制を課した 2つの主要目標の 1つは内需米を十

さらに政府は分確保して米の国内価格をあまり変動させないためであつた。

務契約にもとずく輸出米も確保しなければならなかつた。

の対策を実施して需給の調整に全力を尽した 6)。

給がひつばくした 19 6 2年には同年 2月輸出申請が 1,00 0トンに達する以

3月には精米業者は輸出向け販売量 1

このため政府は一連

例えば海外の需要が活発で供

前に政府の措置が必要になった。

• ンにつき 15トンを公定価格で政府に売渡さなければならなくなつた。

ほ売渡し率は 1: 1に引き上げられた。また外国貿易局は公定の最高価格で国

内市場から米を買入れた。同時に輸出業者はアジアの主要商業市場（シンガポ

ール，マラヤ連邦および香港に前年同月の輸出実績を上回つて輸出することを

禁止され，かつ取引は正式の信用状に基ずくものに制限された。その後供給状

勢が改善し tこため 1962/63年度の初めには輸出取引は大部分自由化され

0 0 卜

5月に

た。

i: 

C脚注） 6) Bank o f Th a i 1 an d Mon t h I y Re p o r t, B an g k o k ; "R i c e 
Stock in Bangkok11, Vol. II, No s, March 1962, p R: 
_"Rice-Report111 Vol. II, No. 41 Apri I 1962, p 11 : 

“ Increase in Rice Export Price 11: Vol. II, No. s, May 
1962. p. 6; "Decline in Rice Price11, Vol. II No. 61 
June 1962, p 12; "Less Rice Expoqted11, Vo.I. II, No. 7 
Ju 1 Y'1 9 6 2, p 1 o ; "Quan t i t y an d St o r age P 1 a c e o f 
Rice to be Notified11, Vol. II, No. R, August 1962, p 7 

; "Rice・Export Trade111 Vol. II, No. 9. September 1962, 
P 14;"Relaxation on Rice Export Regulations'", 
Vol. II, No. 10, October 1962, p 19; "Rice Report'"・
Vol. II, No. 11, N.ovember 1962, p 16: and "Liberation 
of Rice Export 11, Vol. III, No. 1, January 1963, p 19. 
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米穀貿易の
独占を通じて国内米市場を国際市場の値動きから隔離しようとす

る政府の企図ほある程度実を結んだように思われる。もみおよび米の価格ほ i

1 9 6 O年の間において 19 5 3年の豊作による値下りと 19 5 7年の不作に

よる値上
りを除けば茂とんど変動していない 7)。 (;;}j>'¥r-4表）．

れVIー4表から，もみ士よび米の価格の変動は互いに乎行的で，

はほぼ同程度の規模であつたことがわかる＂

すればするtiど安定したことを示している。

かつ変動幅

これは比率的にみると価格ほ上昇
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オ¥I-4表 平均国内価格女よび価格指数 1951/5 2-1 9 6 0/61年度

（トン当り.;, ←ーツ）

乎 均価格 価格指数

年 度 も み

濯晏記5%忍乍) 
も み

（普砕米通混5白入%米率) 
(A級） (A級）

19 51/5 2 820 1,930 95 95 

1952/53 730 1,920 84 94 

1953/54 646 1, 7 4 0 75 85 

1954/55 856 2,020 99 99 

1955/56 864 2,050 100 100 

1956/57 863 2,040 100 100 

195 7 /5 8 1,022 2,180 11 8 107 

1958/59 831 1,870 96 92 

195 9/6 0 819 1,840 95 90 

1960/61 851 1,960 99 96 

出所； なし

（脚注） 7) Mi I lard F. Long and Chanond Aranjakanada. "Rice 
Marketing in Thai land1111 Bangkok Bank Monthly Revi-
ew, July 1953, pp. 19-24. 
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第 2部 米ー数多くの複雑な問題をもつ作物

国の経済にとつていかに重要であろうとも米自体は生産•分配の両面におい

て数多くの根深い問題を継承している。それらの問題は重大で，解決は困難で

ある。クイ国における米の現状は金の卵を生むめん鶏が疲れてきてだんだん卵

を生めなくなつてきたのに似ている。このめん鶏は早急によく面倒をみてやる

必要がある。クイ国の経済が繁栄していくか否かはこのめん鶏にか如つている。

米をめぐる諸問題は互いに無関係でなも密接に結びついているo 米の栽培

期間は一年のきわめて長い期間を占める。単位面積当たりの収入は人為的に低

いo 土地の肥沃度を長期的に酷使する。価格や収入の変化に対する反応は非弾

力的である。中間業者ぱ能率的でなければならない。望ましい変化を導き入れ

るためには小規模生産者の協力が必要である。こうした問題ほ組み合わさつて

単作制の進展，農村贈買力の低下，収量の減少，取引力の弱化，農場経営の弱

体化を導く。これらすべては稲作の改善にとつて重大な障害であるn

オ2部ではクイ国の文化的，自然的背景に照らしてこれらの問題を総合的に

分析してみたいと思う。これらの複雑な問題の分析結果が効果的な解決策を処

方するための有益な指針となれば幸いである。

vn栽培期間

自然条件

米は例外的な作物である。水分さえ十分ありさえすれば異なつfこ気象的環境，

t王とんどの土壌，各種の地勢で栽培できる。クイ国の自然条件に最もよく適合

・させることができる種類の食糧作物である。

クイ国に 1年住めばその気候が乾期，酷暑期および雨期の 3つの区分のはつ

きりしたシーズンに分かれていることを容易に知ることができる。乾期は 11 

月から 2月ま 9での 4カ月，酷暑期は 3月から 5月にかけてである。雨期は 6月

に始まつて 10月に終るが，この間モンス-ンの影響で雨が多いのが特徴であ

る。な士南部のみはモンスーンの到来がおそく，雨期は 10月から 12月であ
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る。（オ頂ー 1表）

牙頂ー 1表 クイ国の 4地点における平均気温，降雨葦および降雨日数

1953-62年

チェンマイ（北部） ウドンクーニー(:JI:;東部） パンコク（中央乎原） ソンクヲー（南部）

気温 降 雨 気温 降 雨 気温 降 雨 気温 降 雨

一年 C'C) 嚢 B数 （℃） 量 日数 CC) 損： 日数 （℃） 
最 日数

（ミリ） （ミリ） （ミリ） （ミリ）

1953 25.7 2,033 136 27.2 1,597 133 28.1 1,577 150 31.2 2,383 1 SR 

1954 2 5.7 1,207 114 21.2 1,236 126 28.0 1,501 132 31.5 2,019 171 
． 

1955 2 5.0 1,253 136 26.4 1,145 118 27.5 1,514 126 31.1 2,344 167 

1956 2 s., 1,323 128 2 6.5 1,366 130 27.6 1,374 1 37 3 0.8 2,329 1R3 

｀ 1957 2 6.1 1,151 110 2 7.2 1,313 121 28J 1,957 133 31.6 1,545 167 

19 5 ft. .2 6.1 l,13 0 112 27.0 1,395 125 28.3 1,298 125 31.9 1,603 153 

195 g・ 26.3 . 95 8 136 27.3 1,523 117 28.4 1,276 118 31.1 2,217 168 

1960 26.1 1,3 3~ 122 27.2 1,60 R 129 28.5 1,637 123 31.R 1,831 163 

1961 2 5.5 1,576 138 27.1 1,5 ?5 132 27.9 1;4 5 8 135 3 1.5 2,114 176 

1962 :2s.6・ 1,129 117 2 6.5 1;5 71 128 27.7 1,377 121 3 1.6 1,900 145 

出所・: National Statistical Of"fice of the Prime Minister, 

Thail~nd Statistical Yearbook, Thailand, 1963, No. 

24, PP 12. 14 

クイ国は南アジア諸国と同様に典型的な湿潤熱帯国である。年間降雨量ほ北

部，北東部および中央平原では 90 0 -1, 5 0 0ミリであるが，この 80%近

くは 5月から 10月の 6カ月に降り，あとの期間は雨ほ周期的に降る程度で相

対的に乾燥している。その結果稲は雨期の間に植えなければならないo 一方南

部でほ降雨量は 2,o~o·- 3, o o oミリに達し，多年性作物や樹生作物の生育

に適している。・

クイ国には実際に寒冷期ほない。平均気温ほ摂氏 21-34度であるが，乎

均湿度の方も 60-85%で，気温が高くかつ湿度が高いときには現住民でも
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不快感を感じる。乾期は暑く，雨期はさらに暑く，酷暑期は最も暑い。水さえ

あれば作物は周年栽培できる。

一般的にいつてクイ国の耕地は高地，低地（低い沖積平野）およびその中間

（岩石の上に薄い沖積層がある平野）の 3つに分類される。低地共よび中間の

大半は海抜が低いため雨期には程度の差はあるが氾らんする。稲作はこのよう

な土地で盛んである。洪水のない土地では主として畑作物が植えられる。

クイ国は全体的にきわめて平担である。国境に沿つて山脈が少数あるが，高

さが 1,7 0 0メートルをこえる山の数ほわずか 27である。最高峰は 2,29 8 

メートルで，チェンマイにある。 1) 山岳地帯は森林となつている。クイの大

陸部は近隣諸国にみられる台風のような熱帝性異常じよう乱に襲われることは

めつたにない。もつとも雨期にはこうした異常じよう乱の影響で，雨が多く降

ることはある。南部では南ヽンナ海からの台風がクイ湾に達することが時たまあ

る。稲作に被害を与える可能性のある主な自然力はモンスーンシーズン中の降

雨量の過大ないしは過少である。

〔脚注） 1) National Stafistical Office, Office of the Prime 
Minister, Thailand: Statistical Yearb.ook, 
Thailand, 19631 No. 24 p 8 

栽培方法

稲の栽培方法には土地の自然条件に合せて乾燥地に向いた方法と湿洞地に向

いた方法の 2つがある。(2)前者は焼畑農法として知られ，主として山地種族に

よつて行なわれている。この方法による耕作面積はきわめて少ない，焼畑農法

ほ林地や土壌保全に悪影響を与えるので政府は各種の措置を通じてこれを止め

させようとしている。

（脚注〕 2) Ministry of Agriculture, Thailand: Agriculture 
in Thailand, 1961, pp 4,...,10 

クイ国で最も重要な栽培方法は湿潤地，天水田において使われている方法で

ある。土地に高低があるのでこの方法は散播と移植の 2つのやり方で行われて

いる。前者は水田に直播きする方法である。後者はまず苗床に種を播き，その

苗を水田に移植する方法で， 2段階を経なければならない。 2つのやり方とも

自然の制約を克服して自分たちの利用できる土地資源を活用しようするとする

クイ農民の知恵の発露である。
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散播栽培は特に低地に向いている。この方法では整地はすでに乾期中に始め

られる。そして 4月の末か 5月初めに最初の雨がきて水田をしめらすと散播が

開始される。このように早播きが行なわれるのほ，雨期になつて氾らん水が来

た時には稲はすでに十分な草丈になつていて水没するのを免がれることができ

るようにである。散播に適した品種として浮き稲とか深水稲として知られてい

る特殊な品種が若干選ばれている。これらの品種は 1日に 3-4インチも草丈

を伸ばすことができ，水位の急増に適応できる特殊な習性を持つている。中央

平原では雨期の間相当期間にわたつて 3-4メートルになるところが多いから

成長の早い浮き稲しか生き残れない。除草は必要ない。収穫ほ 11月末ないし

は 12月，時には 1月になることもある。

中間地では移植栽培が一般的であるが， これはこれらの地方では乾期の間は

粘土質土壌がきわめて堅くて鍬が入らず，耕起は雨が来るまで待たなければな

らないためと土地が川の水面より高いので稲は完全に降雨に依存しているため

である。苗は 5月から 6月にかけて 4-6週間苗床で育て，モンスーンがくる

と早速移植を始める o 低地でも塩分が多く，雨で塩分が押し流れされるまで待

たなければならないため早播きできない土地や排水が悪く，長期にわたつて滞

水しているため土壌が直播きに適さない土地では移植栽培が行なわれている。

一般的にいつて移植栽培はより多くの労働力を必要とするが，穀粒の品質ほ

均等でかつ単位面積当たり収量は高い。農民の自分の判断で 2つの方法のうち

自分の土地に適した方法を選んでいる。耕起，砕土，散播もしくは移植，施肥

除草，収穫，脱殺などの農作業の手順は他の熱帯諸国と似ている。 3)農 作 業 ほ

大部分人力によつて行われるが，耕起，砕土，運搬などの力仕事には役畜（水

牛またほ牛）が使われる。

〔脚注〕 3) Kamal Janlekha,A Study of the Economy of Rice 

Growing Village in Central Thailand, Published by 

the Ministry of Agricultre, Thailand, 1955, pp 
9 9~1 o a 

稲作こ~.t み

クイの股民は自分の土地の自然条件，特に水の供給時期に合つた栽培方法を

用いている。このため稲作ごよみは地帯によつて異なつている。描種から収穫

ャで蚊低で 5カ月，散播の場合には 8カ月以上かかる。オW-2-5表 は 各 地
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表をみてもわかるように稲作にとつては雨はきわめて重要であるo 整地を早

く行うためにほ若千の雨が絶対に必要である。雨期に雨が多すぎたり少なすぎ

たりすると殻粒の形成に大きな害を与える。開花後には水田は除々に排水しな

ければならない。そして収穫時には稲を乾燥させるため天候がよくなければな

らない。こうした条件を満たすためには稲作は一年のきわめて長くかつ最も良

い時期を占めなければならないo 残った期間は他の作物を栽培するには短かす

ぎるしまた水田ほ乾きすぎている。さらに酷暑期には農民は家にいて，灼けつ

く太陽の下では働きたがらない，この結果クイ国では米を 1年に 1回しか栽培

しない。

変化を導入するための前提条件

現在の稲作 1期作を 2期作にする可能性については以前から関心が集められ

ている。このような変化は 4つの前提条件が十分に満たされれば技術的にほ不

可能ではない。

前提条件の7-F1ほ水の供給を調節することである。これにはかんがいも排水

も含まれる。かんがいの面では稲の必要に応じて適当な量の水を適当な時期に

供給しなければならない。排水の面では上流からの氾らん水をコントロールし

なければならないばかりでなく，海水の流入も規制しなければならない。かん

がいにしても排水にしても大規模な土木工事を必要とする。政府は長年にわた

つてこれらの問題の解決を図ろうとしてきた。王国かんがい局は 19 6 2年に
． 

全国の水田総面積 4,1 4 0万ライのうち 3分の 1に当たる 1,340万ライがか

んがい可能， 4分の 1強の 1,1 7 0万ライはすでにかんがいされていると発表

した。（オ頂ー 6表） しかしいくつかの大きなかんがい計画はまだ建設中で

あり， また雨期の間補充的なかんがいしかできない施設が多いことや大半の施

設ほ頭首上から水田に調節された量の水を逗ぷ配水系統がまだできていないこ

とからみて，かんがいおよび排水施設から実際に利益を受けている面積はかん

がい局の発表数字よりはほるかに少ないかも知れない。これらのかんがい計画

が実際に使えるようになる尻ほ相当の年月を要しよう。（第vn-6表）

オ 2の前提条件は栽培期間の短い (12 0日以下の）品種を選定することで

ある。かんがいおよび排水施設があれば早生稲を同一の水田で年 2回栽培する

ことは容易である。このょうな品種は国内にも国外にもあるが，重要なのは高
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オ頂ー 6表 クイ国の各種かんがい計画の支配面積 (1,00 0ライ）

計 画 かんがい可能面積 かんがい面積

国営かんがい計画 10,102.7 0 9,230.9 0 

人民かんがい計画 1,482.2 0 81 8. 8 0 

クンクかんがい計画 3 5 4. 4 1 3 25. 41 

貯 水 池 計 画 123. 0 0 ＇ 

非常用ポンプかんがい 4 3 9. 2 5 4 3 9. 2 5 

水路・・農場溝計画 9 21. 7 0 9 2 1. 7 0 

全 国 ＾ ロ

計 13,423.2 6 11, 7 3 5. 9 6 

出所： Division of Agricultural Economics, Ministry of 

Ag r i cu 1 tu re , Th a i 1 and Ag r i cu 1 tu r a I St a _t i st i c s of 

Thail_and, pp 15S-....157・ ・ 

収量で品質の良い米を生産する品種を選ばなければならないことである。

前提条件の:,Jr3ほ省力的な庭機具の使用である。酷暑期に毎日長時間水田で

鋤くことほ実に不健康である。耕起，砕土，収穫など農作業の若干の部分を機

械化できれば作付け体系を困難なしに変えられるであろう。・

前提条件のオ 4ほ間作の採用である。例えば 1作目の収穫前に 2作目の苗を

＆移植すれば 2期作全体の栽培期間を 8カ月以内に短縮できる。 3作目を加える

ことすら可能である。

以 上 4つの前提条件はクイ国で米の 2期作を行なうことが技術的に可能であ

ることを示しているが，これが経済的，社会的に農民にとつて受け入れられる

ものか否かはこれから述べる他の多くの要因に大いに依存する。

VJII 所得力

他の作物との比較

~1 部で説明したように米は国の経済のあらゆる面において他の作物をしの

ぐ重要性を有している。しかしながら単位面積当たりの所得力となると米ほ最

も重要でない。オ憧ー 1表は ii.2の主要農作物のライ当たり価額を 19 6 1 -

6 2年乎均の単位面積当たり収量と卸売価格を用いて計算したものである。

....:.42-
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収入が最も多い作物はたばこで，米が最低である。 1ライの土地でたばこを作

れば 2.5 4 4バーツの収入が得られるのに対して米を作ればわずか 22 2パー

ツしか得られず，たばこの 12分の 1であるo ゴムや落花生でも米の 3倍の収

入があるo 米の収入が他の作物より低い理由ほ簡単である。これは米の市場価

格が人為的な低水準において規制されているためである。

才圃ー 1表 クイ国における主要農産物の単位面積当り収量，一卸売

価格および単位面積当り価額， 1961-62年平均

単位面積当たり収量 卸 -=-?C 価 格 単位面積当たり価額
作 物

（キりバローグツラム）当
（ライ当りキログラム） （ライ当りパーツ）

た（国産ば種こ） 2 12.33 12. 4 0 2,544.33 

た（バージばニア種こ）a 9 3. 0 0 13. 7 3 1,277.00 

とうがらし 190. 3 3 7. 0 7 1,338.33 

キャッサバ粉 6 5 9. 0 0 1. 6 0 905.00 
： 

コ・ ム 80. 0 0 1 0. 4 0 8 3 4. 6 7 

落 花 生 210.00 3. 7 0 7 8 0. 6 7 

ケ ナ フ 2 0 0. 6 7 3. 0 4 611. 6 7 

さとうきび s; 2 a 3. a a 0.11 5 9 2. 2 5 

ひまの実 176.67 2.8 6 5 2 9. 0 0 

綿 花 128. 3 3 2. 0 7 5 0 3. 0 0 

緑 豆 181. 0 0 2. 3 6 4 2 4. 0 0 

とうもろこし 31 9. 3 3 1. 0 4 3 3 4. 3 3 

米（もみ） 1 2 2 7. 0 0 I 0. 9 9 2 2 2. 0 0 

注 a. 1 9 6 2年のみ

出所： O. J. Scoville and Alfred Thieme, Jr. Agricultural 

Development jn Thialand, USOM/Bangkok1 June,19641 

Appendix, Table s 
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農場の主要な収入源

単位面積当たりの所得が低いにもかかわらず，米ほ農民にとつて最も重要な

収入源である。農民は気候女よび地勢上土地が稲作に向いているから米を作る。

1 9 5 3年に全国の 6,41 9農場について行われた農場経済調査によれば農場

当り粗収入額合計の半分以上は米から得ている。オ珊ー 2表をみるとわかる

ように小農場は水稲以外の作物からの収入が多いのに対して，農場規模が大き

くなると比例的に水稲からの収入が多くなっている。南部ではゴムが重要なの

で，水稲からの収入の役割は比較的重要でない。

才珊ー 2表 クイ国の 6,41 9農場の 1農場当り平均粗収入および水

稲からの収入，規模別，地帯別， 1 9 5 3年（バーツ）

農 場 規 模．（ライ）
地 帯

-6 a-1s 15-30 30-60 60- 全農場

北 部｛ 粗収入合計 3,596 3,052 4,0 5 9 7,857 9,990 3,487 
水稲から〇収入 848 1,695 2,801 4,991 4,600 2,112 

北東部｛ 粗 収入合計 5,205 1,373 1.7 5 8 2,232 3,782 2,093 
水稲から心反入 s1 s・ 1.1 41 1,416 1,759 2,569 1,509 

中央乎原｛粗収入合計 5,495 4,074 3,412 4,745 7,818 4,679 
水もの収入 2,037 2,030 2,039 3,277 6,036 2,888 

南 部｛粗収入合計 3,781 3,491 4,347 6,220 20,502 5,860 
水寧もの収入 701 1,383 2,028 2,560 3,136 2,036 

南 東 部 ｛ 粗収入合計 5,205 1.3 7 3 1,7 5 8 2,230 3,782 2,093 
水稲からの収入 678 1,141 1,416 1,759 2,569 1,509 

南西部｛ 粗 収 入 合 計 6,644 7,208 8,320 10,6 7 7 7,096 8,108 
細もの収入 474 775 1,025 1,375 1,481 954 

注 粗収入合計は，農業収入かよび非農業収入を含む('I

水稲からの収入は．販売米なよび自家用飯米を含むo
この調査では，全国を 6つの地帯に分けている。

出所： Di v i s i o n o f Ag r i c u 1 t u r a 1 E c o no mi c a• Mi n i a t r y・o f 

Agriculture, Thailand: Thailand Economic Farm Survey, 
1953, p 30 (Table &), p 166 (Table 73), and p 232(Table 
106) 
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前記の調査より小規模なものが 19 6 6年にナコン・バトム県の 38稲作農

場について行なわれているが，この調査でも稲作地帯では米が農場の重要な収

入瀕になつていることは疑問の余地がない。またこの調査によると 10ライ＇

(4エーカー）以下の稲作農場では水稲からの収入および他の源泉からの収入

が総支出に満たず，経営が採算に合つていないことを示している。

才頂ー 3表 ナコン・バトム県の 38農場の 1農場当り平均収入お

よび支出，規模別， 1955-56年 （バーツ）

農 場 規 模 （ライ）
項 目

全呈場 11-10 11-20 21-3 0 31-4 0 4 l-6 0 

全 収 入 5,176 10,997 12,770 12,264 17,309 12,141 

水稲からの収入 1,490 4,780 7,220 9,000 14,643 7,665 

全

純

支 出 7, 5 11 8,863 11,628 1 1, 11 2 13,247 10,717 

収 入 -2, 3 3 5 2,134 1,142 1,152 4,062 I 1,424 

出所： Division of Agricultural Econo出・ica, Min i st r y of 

Agriculture, Thailand: Economic Survey of Rice Farmers 

in Nakorn Pathom Province, 1955-1956, p 1 

受取り価格対支払い価格

米作農民の受取り価格と支払い価格を何力年かにわたつて直接比較するため

の統計がないので，ここではもみの精米所（バンコク）渡しの卸売価格を農民

の受取り価格を反映するもの，バンコクの小売物価指数を農民の支払い価格を

反映するものとして選んだ。もちろん流通費用は毎年高くなつているからもみ

の農場段階での実際の価格が基準年 (19 4 8年）に対して卸売価格ほど上昇

していないかも知れないし， また農村地城に土ける商品の小売価格は一般にバ

ンコクより高いから，農村地域の小売物価指数の上昇割合がバンコクのそれを

下回ることはないと思われるので，このような比較が現実的でないことは一目

瞭然であるが， もみの卸売価格指数が小売物価指数を上回ったのは 1953-

6 2年の間において 19 6 1年の 1年だけで，ぁとのすべての年においては農

民は受け取ったもの以上に支払つたことになる。（オ憧ー 4表）
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オ珊ー 4表 バンコクに女けるもみの卸売価格および小売価格指数

(1 

，
 

4 8年ー 10 0 

‘,' 

も み a 

年
（卸トン当売り価バー格ツ） 指 数

小売価格指数 b 

123 
•、

1953 646 8 9. 2 

1954 8 25 11 5. 9 1 20 

1955 863 11 9. 2 128. 

1956 860 118. 8 1 31 

1957 1,022 1 41. 2 139 

1958 831 114. 8 142 

I 1959 &51 11 7. 5 139 

1960 912 126. 0 138 

1~61 1,097 1 51. 5 140 

1962 955 1 31. 9 142 

出所： a Division of Agricultural Economics, Ministry of 
Agriculture, Thailand; Agricultural Statistics of 
Thai land1 pp 3 9-4 o. 

b. Na t i on a 1 St a t i s・t i c a 1 Of f i c e, Of f i c e o f t h e Pr i me 
Minister. Thailand: Statistical Yearbook, 1963, p 317 

受取り価格が安いのに対して支払い価格が高いことによつて稲作農民の購買

力は減り，ひいてほ生活水準が引き下げられた。簡単な例を説明に用いてみよ

う。現在のライ当りもみ平均収謙を 23 0キログラム，

場価格を 0.9・8パーツとするとライ当り粗収入は約

産費を 18 0バーツとしてこれを粗収入から差し引くとライ当り純収入はわ

ずか 46バーツ となるo 次に農民の必需品と思われるものの 19 6 4年 に ふ け

る価格を調ぺてみると 6石トランジスクーポケットラジオの農村に士ける価格

キロ グラム当り農

2 2 6バーツとなる。 生

は 1台 400-500パーツ， 自転車が 1台 60 0 -8 0 0パーツ， 1バイン

ト入り魔法ピン 1個 40-60バーツ， 国産木綿シャッ 1枚 30 - 5 0バーツ

皮靴一足 80-100バーツ，またコカコーラやフアンクが 1本 2バーツであ

艤民はこのようなものを果して買ク余裕があるであろうか？農村の人々ほる。
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このようなものを必要としないとか，彼等の権利は制限されているといった議

論もあるかもしれないが，農民は自分達の生活がいつどのようにして少しは良

くなるのであろうか， と自問するであろ．ぅ。

ライスプレミアムの影響

クイの農民はイクリア，バキスクンおよび米国の米生産者が与えられている

輸出補助金 1)のようなものを受けることは期待していないかも知れないが，少

なくとも自分達の生産物が正常な価格を享受することは望んでいる。ィクリア

では補助率が輸出価格の約 25 %となっており，バキスクンでは輸出業者が

fob 価格の 20 %に相当する割り戻し金を受けている。また米国では 1958

年に始められた現物支払い制度による補助金が 35-38%に達している。日

本では政府ほ増産と売渡し促進のため米生産者に奨励金を払つている 2)

〔脚注J1) F AO Mo n t h 1 y Bu 1 1 e t i n o f Ag r i c u 1 t u r a 1 E c o n om i c s 
and Statistics, Rome: Rice Review of Internatio-
nal Market Prices, Vol. 9 No. 6, June 1958, pp 9~10 

2) Take o Mats umo to, St a pl e Food Cont r o 1 i n Japan, 
published by the Agriculture. Forestry and Fish-
evies Productivity Conference as Agricultural 
Development Series No. 1. 1959. pp 3&--39 

ライスプレミアムの徴収は長所も短所も持つている。政府にとつてその主な

メリットは徴収が容易なことおよびライスプレミアムの時期的な調整によつて

国内価格を安定できることである。ライスプレミアムの短所は数多い。まず沖

1にそのレートが市場価格に比較して高すぎること，オ 2に米の生産者に対し

て不公平であること，オ 3に生産者の増産意欲をそぐこと， :;t4に大多数の国

民の購買力を減少させることである。

牙圃ー 5表の単純な計算からわかるように 19 6 4年 7月 13日現在ライス

プレミアムは普通白米（砕米混入率 5%)を例にとると輸出価格の 33.1 %, 

農場価格の 81 %を占めている。また輸出価格中ライスプレミアムおよび流通

費用がそれぞれ 33.1 %および 25. 9 %を占めているのに対して，農民の手取

りはわずか 41 %にすぎない。ライスプレミアムは米生産者にとつて過大な負

担であるように思われる。

〔脚注） 3) Bu 1 1 e t i n i s sue d by the R i c e Co mm i t tee s, Bo a rd 
of Trade, Ministry of Economic Affairs. Thailand 

1 3 Ju 1 y 1 9 6 4. 
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才頂ー 5表 普通白米（砕米混入率 5%)の価格に対するライス

プV ミアムの比率 1 9 6 4年 7月 13日現在

項 目 トン当りバーツ． 

輸出価格， fob, バンコク 2,928 

ライスプレミアム 970 

ライスプレミアム控除後の価格 1,9 5 8 

農 場 価 格 1,200 

流 通 費 用 758 

輸出価格に対するライスプレミアムの比率(%) 3 3.1 

農場価格に対するライスプレミアムの比率（％） 8 0.9 

輸出価格に対する流通費用の比率（％） 2 5.9 

輸出価格に対する農場価格の比率（％） 410 I 
I 

政府が輸出プレミ、アムを徴収しているのほ翰出米のみでその他の農産物から

もまた非農産物からも徴収していない。このことは米生産者に対して全く不公

乎であるo 論議の中
・心ほ低所得の米生産者が所得の多い残りの 30 %の人々の

生活費をなにゆえに補助してやらなければならないのかという点である。

農場経済調査によれば全国の 42%の農場の規模ほ 15ライ以下，

3 0ライ以下である。 4) 実際のところ米の販売から少しでも収入がふえるこ

とを必要としてい
るのほこれら 70 %の小農場なのであるo 米価が人為的に低

くなつて
いるため増産を促す剌激がな匹大農場ですら低価格のため資本形成

70%が

率が低くなつている＾

ライスプレミアムのレートが引下げられ

ると予想さ
れば米の農場価格は比例的に上昇す

れるo 流通費用も高く なるかも知れt
しでも増加す

よい。しかし大衆の購買力が少

ればクイ国の経済成長を促進する強力な原動力となるであろう＾

k
 

土地 生産力

土壌条件

稲作ほ他
の種類の農業と同様re4つの面から考慮されなければならない。

ず7-f1 に土地ほ商品質•高収量の作物を生産しなければならない。 ?.r2~生産

ま
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費が高すぎてはならない。オ 3に全経費を差引いた純収入が職業の名誉を傷つ

けるような額であってはならない。最後に土地生産力を少なくとも現状に維持

し，さらには改良しなければならないことも重要である。

クイ国の土壌には植物栄養素にきわめて乏しいものが多いことは知られてい
1) 

るo しかし米に対する需要が少ないこと，中央流域をどの各流城の土地の

大半が良質であること，米作農民が勤勉かつ有能であることなどによつて人口

の70%が米で生活の資をうることができている。そのうえクイ米の品質の良

さほ定評がある。 19 5 3年カナダのレジナで開かれた世界種子。殻物博覧会

でタイ米は 1等賞を獲得したほか合計 20の栄誉のうち 2等， 3等を含めて

1 0の栄誉を得た 2)0

（脚注） 1) Robert L. Penleton and others, thailand Aspects 
of Lan.dscape and Life, an American Geographical 

So c i e t y Han d b o o k 1 9 6 2, pp 6 3-R 2 

2) Mi n i s t r y o f Ag v i c u 1 t u r e, Th a i 1 an d : Ag r i c u 1 tu r e 

i n T h a i 1 a n d, 1 9 6 1. p 1 1. 

クイ国の土壌は粘土， シルト・ローム， ローム，砂状ローム，砂利状ローム

およびその他の 6つに分類される。 '3) 気湿が高くかつ周期的な豪雨~見舞わ

れる熱帯では土壌が肥沃であることはとても望めない。 4)地表の高温が有機物

の酸化を早め，かつ豪雨が水溶性の有機物と溶解性の栄養素を浸出しやすい。

北東部に一般的な軽い土壌の場合特にこうした傾向が強い。

〔脚注） 3) Robert L. Pendleton, Report to Accompany the 
Pr o v i s i o n a 1 Ma p o f S o i 1 s a n d Su r f a c e Ro ck s o f 
the kingdom of Siam,Bangkok, 1953. 

Robert L.Pendleton;Soils of Tailand ,Journal of the 
Thailand Research Society (the Saim Society) Natural 

Hi story !-iupplement, Vol. XII, No. 2, 1944, pp 23S-

2 6 o. 
4) Ernest v. Staker, Soils and Soil Improvement 
Work in Thailand, unpublished Report of United 
States Operations Mission to Thailand, 195R. 

PP 3-4 

現在一般に行なわれている農法は有機物や植物栄接素の適正水準維持にほと

んど関心を払つていない。土壌の荒廃は依然として続いている。肥沃な土地

をだめにするのは早いがこれを回復するのにほきわめて長い期間を要するとい

うことを警告しておかなければならない。
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水稲の単位面積当り収量

政府は 19 0 7年以降の水稲の単位面積当り収童の統計的記録を持つてい

るが，これほかなり完全な記録である。 ='.170C -1表をみればわかると土り，過・

去50年間のライ当りもみ収獄に関するデークは甚だしい下降傾向を明白に

示している。幸いなことにここ 3, 4年は好天候，政府の努力，農民の認識な

どによつてこの下降傾向は止つている。

?.I" :oc-1表 クイ国における水稲の単位面積当り収量， 1907-62年

（指数 1927-36年ー 10 0) 

年 収単り位量キ面ロ（積グフ当イラ＆ム ） 指 数 年 収単り董位キ面ロ（積グフ当ィラ ＆ ム ） 指

1907-16 288 110 1959 215 

1917-26 287 110 1950 205 

1927-36 261 100 1951 204 

1937 247 95 1952 206 

1938 231 88 1953 222 

1939 237 91 1954 202 

1940 243 93 1955 218 

1941 225 86 1956 230 

1942 21 4 82 1957 208 

1943 232 89 ・l 9 5 8 21 8 

1944 207 79 195. 9 206 

1 9 45 201 77 1960 222 

1.9 4 6 203 .7 8 1961 ・231 

1947 2 0 .5 79 1962 239 

1948 222 85 ,I 
出所： Divi-sion of Agricultural Economics, Ministry of 

Agriculture,Thailand: Agric・ultural Statistics of 
Thailand,t9621pp 39,...,4u 
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米生産国として単位面積当り収 fitの低下は経済に当然悪影響を与えている。

1907-16年のライ当りもみ収 :litは平均 28 8キログラムであったが，

1 9 5 , 年にほ 20 8キログラムとなり 40年間に水田の生産力は 30 %低下

した。 19 6 2年にはラ・イ当り収梃は 23 9キログラムとなり，回復を示し

た。しかしながら現在の農業方式のもとでは土壌肥沃度の維持改善の重要性に

最優先の関心が払われなければならないことが示されている。

他国との比較

クイ国の水稲の単位面積当り収抵を他国と比較してみるとクイ国は大菅闘

する必要があると思われる。ライ当り収臥を倍増するぺ＜努力しなければな

ら々ない。日本の単位面積当り収姐はクイ国の 3倍以上である。オ瓦ー・2表を

みると大部分の国の 1959-61年の単位面積当り収抵が上昇傾向にある

ことは心強い。クイ国のみについてみれば他国にはるかに遅れをとつているこ

とは疑いの余地がない。

第K-2表 主要米生産国の単位面積当り収址， 1959---61年

・1 
単位面積当り収量（ライ当りキログラム） I 

国
1 9 5 9年 1 9 6 0年 1 9 6 1年

ス ペ イ ｀ ✓ ヽ 9 2 3 9 8 7 1, 0 1 8 

イ ク リ ア 8 9 0 7 7 3 8 7 4 

日 本 7 6 0 7 7 8 7 5 2 

米 国 6 0 6 6 1 4 6 1 1 

ムロ 湾 4 7 5 4 9 6 5 1 4 

lマレーツア 3 8 2 4 0 6 3 8 1 

ビルマ 2 7 2 2 5 9 2 6 9 

プラ ジル 2 5 9 2 7 2 2 8 0 

パキスクン 2 3 7 2 5 6 2 6 6 

Iィ ン ド 2 2 6 2 4 5 2 4 2 

1 ク イ 2 0 6 2 2 2 2 3 1 I 

I I フ ィ リ ピン 1 8 1 1 8 6 1 9 7 
I 

！ j 

出所： Division of Agricu) turel Economics,Ministry of Agricultre, 

Thailand: Agricultural Statistics of Thailand,1962,P 42 
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水稲の単位面積当り収量の増加率は通常きわめて低い。オ 1次 6カ年計画

(1 9 6 1-6 6年）においてほ米の単位面積当り収量の年増加率はわずか

13%となつていた。 5) したがつてこの率でいくと台湾の現在の水準に達す

るのには 40年以上，日本の水準に達するのに 10 0年以上かかることになる、

しかし幸いなことにはこの計画期間中の実績ほ好天候に恵れたためであるが，

これまでの記録を上回る 2.4%となつている。

（脚注） 5) National Economic Development Boa紅， Office of 
the Prime Minister, Thailand: the National Econo-
mic Development Plan, 196J,-.66, p 76 

被害面積

土地生産力についての見過ごせない1つの重要な面は，洪水，千ばつ，病虫

害などの被害を受ける面積である。 ~1'{-.3 表の数字は全く驚くばかりである

1 9 4 2年において被害面積ほ作付け面積の 34%にも及んでいる。被害面積

が最低の 19 5 1年でも 3.7 %, 合計 14 0万ライが収穫皆無であつた。被害

面積を減少させるよ 9な改良計画は全般的な土地生産力の向上に貢献すること

は疑いないであろう。

また~1'{-3 表によると 1 9 4 s-5 3年のきわめて長期間は被害面積が 6

％以下であつた。その他の年はほとんど 2-3年シきに 1回被害面積が 10%

以上の年がある。これは 5年に 1回ほ不作であるという農民の予想と一致する
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オ:OC-3表 クイ国の稲の作付け面積，被害面積，収穫面積， 1940-62年
I 

.. 

作付け面積 被 害 面 租 収 穫 面 積

年

率悶特（％）欝 作率に付対けす（面％る積比） 
（ライ） ラ イ ラ イ

1940 2 3,7 9 3,6 3 3 3,5 7 6,5 0 6 1 5.0 2 0,21 7,127 8 5. 0 

1941 2 4,807,839 2,136,049 8.6 22,671,790 91. 4 

1942 2 7,491,411 2,4 0 0 5 7 2 3 4.3 1 8,090,839 6 5. 8 

1943 2 6,9 6 7,0 1 3 2,323,766 8.6 2 4,643,247 9 1. 4 

19 4 4 2 6,5 0 2,319 1,731,450 6.5 2 4,770,869 9 3. 6 

1945 2 4,639,966 6,1 3 0,3 0 1 24.9 1 8,509,665 7 5. 1 

l 9 4 6 2 4,887,466 2,955,383 11.9 21,932,085 8 8.1 

1947 3 0,156,281 3,255,390 10.8 2 6, 900,891 8 9. 2 

1948 3 2,573,432 l, 761,525 5.4 3 0,8 11,907 9 4. 6 

1949 32,926,352 1,910,200 5.8 3 1,0 1 6,152 9 4. 2 

1950 3 4,6 2 4,8 7 4 1,533,468 4.4 33,091,405 9 5. 6 

19 5 1 3 7,2 4 5,3 6 6 1,3 9 4,0 7 0 3.7 3 5,8 5 1,2 9 8 9 6. 3 

19 5 2 3 3,5 5 0,7 5 4 1,486,955 4.4 3 2,063,799 9 5. 6 

19 5 3 3 8,5 7 4,21 3 1,506,786 3.9 3 7,067,799 9 6.1 

19 5 4 3 4,7 3 2,2 1 3 6,458,084 1 8.6 2 8,274,129 8 1. 4 

19 5 5 3 6,0 5 9,8 3 2 2,4 6 1,8 6 7 6.8 3 3,5 9 7,9 6 5 9 3. 2 

1956 3 7,6 4 8,0 9 4 1,6 3 4,9 7 8 4.3 3 6,0 13,118 9 5. 7 

l 9 5 7 3 1, 6 4 3,8 0 0 4,922,855 1 5.6 2 6,720,945 8 4.4 

1958 3 5,949,938 3,031,902 8.4 3 2,91 8,081 9 1. 6 

1959 37,908,814 5,015,833 1 3.2 3 2,892,981 8 6.8 

1960 3 7,1 0 6,5 5 4 1,622,419 4.4 3 5,484,035 9 5. 6 

1961 3 8,646,345 3,191,8 9 4 8.2 3 5, 4 5 4, 4 5 1 . 9 1. 7 

1962 4 1,3 3 3,8 1 0 2,5 5 1,6 2 6 6.2 I 3 8, 7 8 2,1 8 41 I 9 3. 8 I 
出所： National Statistical Office, Office of the Prime Minister, 

Thailand: Statistical Yearbook,Thailand, 1963, No. 2今 P
187 
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ライ当りもみ収董は作付け面積でなく収穫実面積で計算されているが，個

個の年の作付け面積に対する収稜面積の比率と収稜面積当りの乎均収拡との

間には高い相関関係がある。オ仄ー 2表と*:oc-3表のこの 2つの項目に関す

るデークを比較した:;}t:OC- 4表は被害面積の作付け面積に対する比率が 10 % 

以上の年にはライ当り収蓋が必ず低くなっていることを示している。

~:oc- 4表 クイ国における水稲の比害面積比率と単位面積

当り収撻との関係 1940-62年

作付け面積に対する被 単位面積当り収紘 I 年
害面積の比率 （％） （ライ当りキログラム）

1 9 4 0 1 5. 0 2 4 3 

1 9 4 1 8.6 2 2 5 

1 9 4 2 3 4.2 2 1 4 

1 9 4 3 8. 6 2 3 2 

1 9 4 4 6. 5 2 0 7 

1 9 4 5 2 4. 9 2 0 1 

. 1 9 4 6 1 1. 9 2 O 3 

l~1! 7 
' 1 0.8 2 0 5 

， 1 9 4 8 5. 4 2 2 2 

1 9 4 9 
'"  5. 8 2 1 5 i 

1 9 5 0 ， ． 4.4 2 0 5 

1 9 5 l_ 3.7 2 0 4 

1 9 5 2 4.4 2 0 6 

I 
1 9 5 3 3.!) 2 2 2 

1 9 5 4 1 8.6 2 0 2 

1 9 5 5 6.8 2 1 8 

1 9 5 6 4.3 2 3 0 

1 9 5 7 1 5. 6 2 0 8 

1 9 5 8 8.4 2 1 8 .. 
1 9 5 9 1 3.2 2 0 6 

1 9 6 0 4.4 2 2 2 

1 9 6 1 8.2 2 3 1 

I 1 9 6 2 I 6.2 2 3 9 
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種子改良計画

伝統的稲作方法では収籠を高めるためには良い種子と適期の施肥という 2つ

の投入要素がきわめて重要である。政府は過去 10年間にわたつてこの 2つの

投入要素の使用を増加するよう農民に大いに奨励してきたが，この努力は今ま

でのところほとんど成功していない。

政府は種子選定・純系分離計画をオ 1次世界大戦直後忙早くも開始している。

その後若干の標準品種が設定された。計画は 19 5 0 ,_, 5 4年にかけて強化さ

れ，農務省に米殻局が新設された 19 5 4年 1月には頂点匠達した。 19 5 1 

~53年の稲作改良計画ほ品種評価，個別植物体選定および交雑育種の 3つの

段階それに次ぐ選定からなつていた。バンケン試験場で 1952-54年に栽

培された若千の主要品種の単位面積当たり収最はクイ国の平均収量の倍以上で

ぁった。（オoc-5表）この種の試験はその他の地帯でも行なわれており，ま

た稲作改良計画は米殺局によつて引続き実施されている。

〔脚注） 6) Krui Bunyasingha and H. H. Love, Toward Better 
Rice Harvests in Thailand, Published by 

the Ministry of Agriculture, Thailand,1954, 
H. H, Love,A Report on Plans and Progress with 

Rice Improvement in Thailand,The National 
History Bulletion of the Siam Society, 

Bangkok,Vol, 16, December 1954, 

, 7) Kr u i Bu n y a s i n g h a, R i c e Imp r o v em e n t i n Th a i 1 an d 

from 1956 to 1957,proceedings of the Ninth 

Pacific Science Congress of the Pacific, 

Science Association, 1957, Vol. R, on Crop 

Improvement. 

Sala Dasananda, Method of Reducing the Number 

o f Va r i e t i e s i n Th a i 1 an d , F AO In t e r n a t i o n a 1 

R i c e C o mm i s s i o n News 1 e t t e r , Vo 1. IX, No. 1 , 

March 1960, 

Sa 1 a D a s a n a n d a, R i c e i n Th a i 1 an d , F AO I n t e r n at i onal 

Rice Commission Newsletter,Vol. IX,No, 1, 

March 1 9 6 O, 

S a l a D a s a n a n d a , R i c e i n Th a i 1 a n d , I<'AO I n t e r n a ti onal 

Rice Commission Newsletter, Vol, IX, No. 4, 

De c ember 1 9 6 o. 

-55-

1
,
L
 



:I~’ 
姦

オDC-5表 バンケン試験場で栽培した主要品種の単位面積当り収麓

1952-54年（ンイ当たりキログラム）

'I 

品種名および番号
単 位面積当たり収量

平 均 J願 位
1952年 1953年 1954年

Puang Nahk 261 556 558 514 543 1 

Puang Nahk 254 526 605 476 536 ，ヽ， 

Leuang Nuan 465 525 547 514 529 3 

Khao Nahng Mawn 408 552 567 455 525 4 

Khao Tah Haeng 97 549 552 467 523 5 

Puang Wai 430 535 507 497 513 6 

Puang Nahk 258 51 9 526 482 509 7 

Khao Yingsak 432 447 590 4 83 507 8 

Leuang Rahaeng 511 536 447 498 ， 
Pin Gaew 13 522 505 561 496 1 0 

Khao Supan 391 502 512 471 495 11 

Khao La-aw 460 505 518 460 494 1 2 

Pin Tawng 11 491 489 482 487 13 

Khao Ampai 238 -504 472 475 484 14 

. Khao Prasert 239 
I 

453 524 472 483 1 5 
， 

出所： H.H. Love,Report on Rice Investigations, 1950-1954, 

p 31,published by the United States Operations Mis-: 
sion to Thailand and Ministry of Agriculture, Thall-
＇い直， September 1955. 

クイの稲作農民はある程度まではよく品種に気を使い，良い品種を使えば高

I 

い収量が得られることを理解している。それにもかかわらず種子改良計画がほ

とんど成功していないのは，政府も認めているようにこの計画を実施するため

の技術職員が不足しているためである。.sl この計画を農場段階で効果的に実施 :i 

!i するためには普及事業を強化する必要があろう。

〔脚注〕 8). Ministry of Agriculture, Thailand:Agriculture 
in Thai 1 and, 1 9 (H. p. 21 

． 
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肥料投入

米穀局が行なった圃場試験およびデモンストレーションの結果によると化学

肥料の使用によって単位面積当たり収蓋が顕著に増加することが示されているぎ

地帯別乎均増加率は北部 36 %, 中央平原 64 %, 北東部 93 %, 南部 32%

であつた。これに対して実地観察および調査によると稲作に購入肥料を使用す

る農民はきわめて少ないことが示されているn 10) これは自然的かつ経済的理

由による。農民は氾らんによるかんがいの下では高い田に施した肥料は氾らん

水によつて隣接する低い田に運ばれやすいと信じている。自分の費用で他人に

利益を与えたいと思う農民は当然いない。さらに施肥の利益を最大にするため

には指定種子の投入，給水調節および整地改良と結びつかなければならないが，

現状では稲作農民にはそのようなことはとてもできない。

もみと肥料の現在の価格閲係では窒素肥料や溶解性燐酸肥料の商業的使用は

とても推奨できない。 11) 費用・価格比率がよくない。例えば台湾では硫安 1

ポンドは米 1ポンドに相当するが， クイ国では硫安 1ボンドは米 2+ポンドに

相当する。 12) ライス。プレミアムを引き下げて米の農場価格を引き上げるよ

9にするかあるいはライス・プレミアムの一部を補助金として使い肥料を安く

販売し生産費を引き下げるよう匠するかしなければ経済に敏感な米生産者は高

価な購入肥料を使おうとしないであろう。

~-ヽ

〔脚注〕 9) Glenn A. Feather, "Fertilizers and Economic Deve-
lopment with reference to Thai land, 1963", answers 
to questions prepared by Agriculture Division of 
USOM in Cooperation with Agricultural Chemistry 
Division,Agriculture Department: Technical Divi-
sion,Rice Department: and Tobacco Monopoly:-sub-
mitted to Washington o C., A. I. D. for the Agricul-
tural Research Service, U.S. D.A. 

tu) 良務省農業経済部は 19 6 3年に全国 1,R4 R米作農場の経済調査を行なったへ

暫定的な分析結果によると水田に購入肥料を使用している農場は調査農場の 1伶

以下であったoまた農場肥料および堆肥の水田に対する施用量もきわめて少なか

ったoなおこの調査の報告書は目下作成中である。
n) The International Bank for Reconstruction and 

Development: A Public Development Program for 
Thai land, 19s9, p 67 

,J2) O.J. Scoville and Alfred Thieme, Jr.; Agricul-'-
tural Development in Thailand, USOM/ Bangkok, 
June 1964, p R 
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現在のどころ購入肥料はすぺて輸入されていることを指摘しなければならな

い。総輸入量は71:0C-6表に示すとおり上昇している。輸入肥料は主としてた

ばこ，甘庶，野菜，果実およびゴムの生産者が使用している。目下北部のラン

パン県に建設されているクイ国最初の窒素工場は 19 6 5年の完成の暁には

6 0万トンの硫安と 3万トンの尿素を生産することになつているが，この量は

窒素肥料の国内需要を満すのに十分で，ゆとりがあれば近隣諸国に輸出される

ことになつている。 13)安価な肥料の供給によつて米生産者がこれを土地生産

カの維持増進に使うことが期待される。

ォ15{-6表 クイ国の肥料翰入， 1953-62年（トン）

年 ．窒 素 燐 酸 加 里 その他 I 
1953, 1 6 9 102 918 2,066 

1 9 54 1,948 521 50 2,406 

1955 14,26 6 2,225 11 9 3,981 

1956 15,628 1, 3 7 5 3,042 3,265 

1957 2 2, 7 7 7 4,958 530 11, 6 2 6 . 
1958 2 o, 2 8 2 3,895 418 5,102 

1959 23,670 12,181 1,128 10,786 

1960 32,268 8,400 942 10,238 

19 61 33,239 12,290 375 8,865 

1962 33,164 21,329 1,604 . 10,370 
I I 

出所： Division of Agricultural Economics, Ministry of 
Agriculture,Thailand: Agricultural Statistics of 
Thai land, 1962, p 135 

（御注〕 1~FAQ Secretariat: Anticipated Requirements of 
Chem i ca 1 Fer ti 1 i z er s i n the Reg i on up t o 1 9 7 5, a 
paper presented before the Conference on the Deve-
lopment of Fertilizer Industry in Asia and the 
Far East, 18 November to 2 December 1963, Bombay, 
India, sponsord by the Committee on Industry and 
Natural'Resources,Economic Commission for Asia 
and the Far East of the United Nations. 
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X 需 要 弾力性

理論的背景

農民は毎年今年は天候が良いか，悪いか，変わらないのかを知らず， したが

つて作柄が豊作か，不作か，乎年並みかを知らずに， また価格が高いか，低い

かあるいは変わらないかを知らずに稲を植える。彼等ほ稲に自分達の生活がかか

かつているから植えるのである。

豊作ならば米価は下がり，不作ならば上がるのであろうか？ 豊作ならば農

民の収入がふえ，不作ならばへるのであろうか？ この 2つの難問に対する解

答は個々の小規模な米生産者にはコントロールできない数多くの要素に依存し

ている。植物である米は完全な生物学的過程を経なければならない。農民はい

ったん植えてしまえば市場の見通しが不安定であつても面積や生産量を拡大し

たり縮小したりすることは没とんど不可能である。

米は主として人間の食用に使われ，もち米のごく一部分が酒造用に用いられ

る。米は他の農作物と異なつて消費の反応に土いてそれ自体の特別な特徴を有

する。この反応は経済用語を用いて一般に需要の弾力性と呼ばれている。それ

は需要の価格弾力性，需要の所得弾力性および需要の交叉弾力性の 3つの側面

で表わすことができる。

需要の価格弾力性との価格の比例的変化に関連した数量の比例的変化を指す。

この定義は価格の単位変化当り数嫌の変化で表わされる。 なおここおよび以

下において用いられている弾力性という用語は価格のある一定の変化に関連し

た（ひきおこしたりあるいはひきおこされたりするのでなく）数量の変化を指

すのである。簡単にいえば消費者は米の価格が下がれば米を余計食ぺ，価格が

上がれば食ぺる量が減るかという質問になる。複雑な統計的分析を行わなくと

も自分の経験からみて胃袋の大きさは変らないから，価格の変化にかかわりな

く毎日食ぺる米の量はほぼ一定であると答えられる。このような反応は米に対

する需要が価格の変化に対してかなり非弾力的であることを示している。

需要の所得弾力性とは所得の比例的変化に関連した数量の比例的変化を指し，

所得の差異に対する数量の反応を示す。簡単にいえば隣人の 2倍の所得を有す

る人が米を隣人の 2倍食べるか否かという質問になる。常識を働かせばその人

は肉，果実，酪農製品など米以外の食品をより食ぺ，また住宅，教育，衣服，
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医療，貯金などに対する支出が多いから米の消費量は低所得の隣人より少ない

であろうと答えられるであろうo 米に対する需要の所得弾力性は低いのが普通

である。生活水準が高い先進国では弾力性がマイナスであることもある。低詢

発国では低所得層を中心に米の消費は 1人当り所得の増加によつてややふぇ

るかもしれないが，数量の増加は所得の増加に対して比率的にみれば比例的で

はない。この理由から米の豊作は必ずしも生産者に農業収入の増加をもたらさ

ない。

米に対する交叉弾力性とは米の価格でなく関連食品の価格の単位変化当り

につき米の量におこる変化・と定義されている。簡単にいえば小麦粉やとうもる

こしの価格が米より安くなればクイ人の食ぺる米の量が減り，小麦粉やとうも

ろこしの量が増加するかという質問になる。交叉弾力性の研究は牛肉と豚肉の

間，パパイヤとバナナの間，ココナツとすいかの間などのように二者択一品目

に適用した場合には顕著な結果が得られるが，米のような主食の場合には他の

食品の間で価格がわずかに変化してもクイ人が食事内容を変えるには何年もか

かると思われる。

以上述ぺたように最終的には米生産者の農場収入に影響を与える米の痛要ほ

価格，所得および食事内容の変化においてきわめて非弾力的である。しかし需

要弾力性の効果は外国貿易という要因を考慮に入れると様子が全く変わりうる。

米の国内価格は豊作の作でも輸出量が多ければきわめて高い水準を保つことが

でき，米生産者の農場収入も多くなる。クイ国の米生産者は米輸入国の米の需

要の所得弾力性や交叉弾力性にもつと関心を払うぺきであろう。

需要の価格弾力性

米の不足国では米の価格が高ければ米生産者の収入はふえる。米の価格が上

がつても米の需要が非弾力的であるため消費者の消費最はほとんど変らない。

こうした理由から日本やセイロンなどの諸国は生産者に補助金を与えかつ買上

げ価格を輸入価格と同じ高さに維持している。このような保護によつて生産者

は利益をうけ，そして高所得から得られる誘因は増産のために改良農法を採り

入れる剌激となる。

米の過剰国では事情は異なる。総需要がほぼ一定しているため豊作の年には

米の価格は下がる。価格が下がれば生産者の収入は減る。生産者の利益を守る
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ために政府は米の翰出を奨励したり国内市場の需給を規制するぺきである。翰

出の統制は外貨収入をふやすと同時に国内価格を採算のとれる水準に維持する。

米の過剰国であるクイ国は輸出米に高率のライスプレミアムを課しているが，

これは米の生産に悪影響を与えている。まずオ 1にライス プレミアムは平均し

て生産の所得の 3分の 1を取り去る。オ 2に政府は国内市場を国際市場から隔

離することによつて国内価格を人為的に低い水準に維持している力；，

農場収入が低くなつている。オ 3に低所得のため生産者は増産意欲が湧かない。

手足をしばつておいて前へ進めというのは無理である。

このため

科学的調査が不足しているため，

示すことは可能でない。

クイ国に女ける米の需要の価格弾力係数を

しかしライスプレミアムの国内もみ価格に対する影響

1956-62年の米の生産量は天候の変動

また毎年の輸出量も国内需給状態の変化のため異な

を例証できる。

のため毎年異なっている。

（オ X-1表）。

つている。ォX-1表は当該年の米の輸出握と前年の生産量との関係および同

一年の輸出価格ともみ価格の変動する方向を示している。例えば生産菫が多か

つた 19 5 6年の翌年の輸出遣はふえている。生産慧が少なかつた 19 5 7年

の翌年には輸出撼は直ち妬減少している。農民の受取・り価格を密接に反映する

もみ価格ほいずれの年においても輸出価格と同じ方向に動いている。 しかしそ

もし米生産者が輸出価格を十分に享受できれば彼

等の収入はふえるばかりでなく米の総生産量も著増して，その結果米の輸出も

の幅は輸出価格より小さい。

増加するであろう。

牙X-1表 クイ国の米の生産銭， 輸出量茶よび価格， 1956-62年

I_ 項 目 1956 1957 1958 1959 1960 1961 1962 

名窟轟畏亨a 5,393 5,630 4,584 4,401 5,092 5,397 6,108 

名窟憶。毘専b 1,265 1,569 1,133 1,090 1,20 3 1,5 7 6 1,277 

（輸トン当出りボ価ンド格）C 4 9.4 4 9,7 5 2.7 4 7.5 4 4.5 4 9.0 5 4.5 

（もトン当みりボ価ンド格） d 934 '9 4 7 1,095 939 901 9 7 7 I 1,147 
I I 

出所： a 第v-2表からo
b 第v-2表からo

C とdは Food and Agriculture Organization of the United 
Nations, Rome:FAO Production Yearbook, 1963, p 302 
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収穫の規模の収入に対する影響はオX-2表によりわかる。生産盤が多けれ

ば多いほど総収入は少なくなつている。これによつても米に対する需要が非弾

力的であることがわかる。不作であった 19 5 7年の生産量は 56 0万トンで

あったのに対して，豊作であつた 19 5 3年の生産量は 82 0万トン。しかし

トン当りもみ価格は 19 5 7年の 1,022バーツに対して 19 5 3年の 646

バーツと 19 5 7年の方が高く，総収入は 19 5 7年の 57億パーツに対して

1 9 5 3年は 53憶パーツとなつている。また 19 6 1年と 19 6 2年につい

ても同じことがいえる。 19 6 2年の生産量は 19 6 1年より多いが総収入は

少ない。また 19 5 3 年と 1~6 1年の生産蓋は 82 0万トンとほぼ同じであ

るが，もみのトン当り価格が 19 5 3年には 64 6バーツ， 1 9 6 1年には

・1 0 9 7バーツで，総収入は 19 5 3年の 53億パーツに対して 19 6 1年の

9 0億バーツと前者の方が 37億バーツ少ない。このようにクイ国の米生産者

ほ輸出価格を十分に享受できれば（ライス・プレミアムがなければ）はるかに

多くの収入を得ることができる。

*X-2表 クイ国の米の生産蓋，価格土よび総収入， 1953-62年

生 産 量： 価 格 総 収 入
年

(1,000トン） （トン当たりバーツ） (100万バーツ）

1953 8,239 646 5,321 

1954 5, 7 Q 9 825 4, 71 0 

1955 7,334 863 6,332 

1 9 5 6 8,297 859 7,130 

1957 5,570 1. 0 2 2 5,690 

1958 7,053 831 5,859 

1959 6,770 851 5,761 

1960 7,834 912 7,145 

1961 8,177 1,097 8,967 

1962 9,254 955 8,838 
_, 

出所： Division of Agricultural Economics,Ministry of Agri-
culture,Thailand: Agricultural Statistics of Thailand, 
1 9 6 2, pp 3 9-4 0 
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需要の所得弾力性

需要の所得弾力性に関する実験的調査は大半が所得の異なる人々の特定財貨

に対する 1人当り支出額の差異を示したもので， 1人当り購入量の差異を

示したものではない。需要の所得弾力性（数址で表わされる）というよりもむ

しろ実際には支出の所得弾力性である。平均所得水準の低いアジア諸国では平

均的世帯の支出のきわめて大きな割合が食糧に向けられる。一般に所得が上昇

すると食糧に対する世帯支出額も上昇するが，その上昇の割合は所得と同じ割

合でないことは経験の示すところである。オX-3表は米国，日本， クイ国

およびインドの 4カ国における世帯生計調査である。高所得固に土ける食糧に

対する世帯支出の比率は低所得国のそれよりはるかに低いことが示されている。

*X-3表 米国， 日本，タイ国およびインドにおける世帯生計支出

国
世帯の 1人当り 支 出 項 目 (%) 

年
種 類 年間支出 食 糧 衣 科 住居等 その他

米国
1950 賃嵐 1,270 31 1 2 27 30 
1955 990 35 1 1 23 31 

1955 
貫場市 160 45 1 1 11 33 

日本 1955-
195 6 13 5 49 1 1 1 6 24 

クイ 1953 農 場 65 7 1 ， 7 13 

インド 1951 都農 翡 90 53 7 ， 31 
60 66 7 8 1 9 

1950-働農業者労 20 85 6 2 7 
1951 

出所： Food and Agriculture Organization of the United 
Nations, Rome: The State of l!'ood and Agriculture, 

1959, p 194 

現在米はアジア人の食事のうち飛び抜けて重要な構成品目となつているが，

将来食糧支出のパクーンが変化した場合，その変化は米の需要に大いに関係す

ると予想するのは論理的であるo 米に対する支出の所得弾力性について日本と

セイロンで調査が行われている。 7.i"X -4表に示したその結果は米の所要弾力

性が非弾力的であることを示している。相対的にみると低所得国より高所得国

の方が非弾力的であり，農村より都市の方が非弾力的である。セイロンの 0.52
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という係数は所得の 1%の増加につき米に対する世帯支出が 0.52 %増加する

ことを意味する。 1951-52年当時日本の農村地域の係数は 0.25であっ

たが，日本の現在の所得水準からみて係数はほるかに低くなつていると思われ

る。

ォX-4表 日本およびセイロンにおける米に対する支出の所得弾力性

国 l 所得弾性係数

日本：

都市ー 195 3: .0.1 2 
暑

1954 0.11 

1955 0. 0 9 

農村ー 1951-1952 0.2 5 

セイロン： 1953 0. 52 

出所： Food and Agriculture Organization of the United 
Nationa,Rome: The World Rice Economy, Vol. I, p 73 

Commodity Bulletin Series No. 36 1962 

1 9 6 2年に国立統計局がバンコクおよびトンプリーの普通世帯について家

族構成，収入，支出法よび貯畜形態の研究調査を行なつている。この調査によ

る項目別 1人 1日当り平均支出額はオX-5表に示したが，これによると(1)

世帯支出中，食飲料の項目が最も重要である。 (2}食飲料は所得階層が上がるに

つれて重要度が下がる， (3l食欽料に対する支出の増加率は所得の増加率をはる

かに下回る。世帯収入が 6,0 0 0バーツから超 60,000バーツと 10倍以上

増加しても食飲料に対する 1人当り支出の増加は 3倍以下である・。なお食欽

科の項目は米以外のものも含まれていることに注意しなければならないo 米 だ

けに限つてみた場合高所得層の 1人当り支出は低所得層とあまり変らないか

あるいは低いこともありうる。

・需要の交叉弾力性

クイ国でほ米ほ品質がよくかつ価格が安い。とうもろこしやキャッサバなど

の他の食糧作物は品質がはるかに劣る。とうもろこしおよびキャッサバ製品は
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ォX-5表 バンコク土よびトンプリーにおける 1人当り月平

均世帯支出， 1 9 6 2年 （パーツ）

世帯年間収入階層（税控除前）
項 目

6,000 6,000- 12,000 24,000- 36,000- 60匹以°上以下 11,999 23,999 35~99 59,999 

食料士よび欽料 9 0.1 8 0.4 107.7 132.3 15 8.0 2 3 0.7 

衣服および布地 11.0 11.5 2 0.7 2 8.3 31.8 7 6.6 

住居士よび家具 9.5 15.4 18.8 1 9.3 2 7.4 51.4 

世・帯運営費 8.9 1 0.3 1 6.1 2 5.5 41.3 8 7.6 

医療および美容 1 5.3 11.0 15.0 1 8.5 2 4.0 4 2.7 

交

そ

通 費 1 o.o 7.0 11.3 1 7.6 3 2.3 6 7.0 

の 他 1 5.6 1 8.4 2 8.0 3 8.7 71.1 102.0 

出所： National Statistical Office,Office of the Prime 
Minister,Thailand: Statical Yearbook,Thailand, 1963, 

N o. 2 4, pp a 7 o-3 7 1 

ォX-6表 クイ国の小麦および小麦粉の輸入， 1953-62年（トン）

年 1 小 麦 1 小麦粉―

1 9 5 3 

1 9 5 4 

1 9 5 5 

1 9 5 6 

1 9 5 7 

1 9 5 8 

・1 9 5 9 

1 9 6 0 

1 9 6 1 

1 9 6 2 

3 5 6 

5 9 6 

6 8 9 

5 8 6 

5 4 2 

5 5 3 

3 6 7 

2 9 2 

4 1 0 

4 1 1 

17,358 

20,305 

2 3, 6 7 4 

26,496 

29,633 

26,381 

25,450 

23,275 

25,384 

26,452 

出所： Division of Agricultural Economics,Ministry of 
Agriculture,Thailand: Agricultural Statistics of 

Thai 1 and, 1 9 6 2 p 1 2 8 
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飼料用に使われる小量以外ほとんど輸出されており，そう方ともクイ人の食事

には含まれていない。小麦および小麦粉はすべて翰入されている。 (7.frX-6 

表） 輸入量はあまり変動していない。輸入の大半は外国人および料理店が使

用している。米の需要の交叉弾力性については今までなにも研究されていない

が，係数はきわめて非弾力的であると想定しても間違いはないであろう。

米に対する需要が非弾力的なので（価格弾性，所得弾性および交叉弾性），

クイ国の米生産者はもし国内価格，生産および輸出の水準がすべて高ければ利

益を受ける。豊作で低価格ならば所得は少なくなる。いうまでもなく政府の価

格政策ほ米の増産に必要な資源を配分する上で指導力となるであろう。

亙流通事業

生産面の特徴

クイ国の稲作農場の特徴はその数が多いことと規模が小さいことである。推定

によれば稲作農場数は約 28 0万で，平均規模は 26ライであるo 稲作農民は

収穫した米の一部を借金やその他の費用の支払いのために売り，残りを自家消

費用および将来の販売のためにとつておくのが一般的な慣行である。 19 5 3 

年の農場経済調査によ・れば稲作農民は乎均して 42%の米を市場に売り， 5 8 

％を自家用にとつておく。 (;'.f直ー 1表） 1農場当り米販売額はかなり少な

才瓦ー 1表 クイ国における米販売額および自家消費額，地帯別

1 9 5 3年（バーツ）

地 帯
販 ,:it,, ヮ 自家消費 A ロ 計

金 額 ％ 金 額 ％ 金 額 ％ 

北 部 656 3 8.7 1,038 61.5 1,69 4 1 0 0 

北東 部 298 19.7 1,211 8 0.3 1.50 9 100 

中央乎原 1,592 5 6.6 1,219 4 3.4 2,811 100 

南 部 903 4 4.4 1,129 5 5.6 2,032 100 

南東部 329 2 6.4 916 7 3.6 1,245 100 

南西部 163 17.1 719 8 2.9 954 100 

全' 国 i 838 4 2.1 1,151 5 7.9 1,9 a 9 I 100 

[
l
 

出所： Division of Agricultural Economics,Ministry of Agri-
culture, Thai land: Thai land Economic Farm Survey, 1953. 
Ta.ble 73, p. 166 and Table 106, p 232 
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（平均 83 8バーツである。小規模生産者であるため農民の市場における取引

力も弱い。

2 8 0万もの稲作農場は全国に散在しているo 米は腐敗性の食品でないが，

積出しにはかさ高で重い。農村における米の集荷，農村から精米所への積出し，

精米所における加工，精米所から港への積出しおよび輸出積出しはすべて別個

の中間業者のグループによつて行なわれる。農村から国際市場に至る流通業務

全体は小規模でばらばらな米生産者の能力では対処できない高度の手腕，多額

の投資，強力な組織士よび効率的な市況通報を要する。

輸送

米は農村からバンコク港や他の県港へ川，鉄道および＾イウエーを通じて運

ばれる。川は米の翰送手段として圧倒的に重要である。 3つの輸送手段によつ

て運ばれる米の正確な量を示す統計はないが，舟運を利用しえない地域では陸

上輸送の重要性が増しているようである。

貯 蔵

米生産者はもみを農場に貯蔵する。中間業者は生産者からもみを買うと貯蔵

槽に保管する。この種の貯蔵槽の数は 19 5 6年には全国に 30,0 1 5あり，

その貯蔵能力合計は 15 0万トンであった。 (7-1"双ー 2表）これらの貯蔵槽の

8 0 %近くは中央乎原に所在していた。 19 5 5年のもみ生産量は 19 6 5年

の全国の貯蔵能力の 4.7倍であった。（オ双ー 3表）南部の貯蔵能力は 4地帯

中最低で，生産量に対する比率は 26. 8対 1であった。

オ瓦ー 2表クイ国におけるもみの貯栽施設の数と能力，地帯別 1956年

地 帯
10-soトン 51-100トン 100トン以上 ＾ ロ

計

数 能 力 数 能 力 数 能 力 数 能 力

北 部 2,499 34,685 36 3,230 70 69,247 2,614 107,162 

北 東部 2,233 42,897 251 21,491 435 247,487 2,919 311,875 

中央乎原 21,743 438,216 1,369 105,971 1,198 545,948 24,310 11)90,135 

南 部 102 2,463 22 1,940 48 20,343 172 24,746 

全 国‘ 26,577 518,261 1,678 132,632 1,760 883,025 30,015 1S33,918 

出所： Department of Rice,Ministry of Agriculture,Thailand: 
Number of Rice Mills and Rice Storage Bins in Thailanq 
19 5 6, p 3 6 
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才直ー 3表 クイ国に士けるもみ生産量と貯蔵能力の比較，地帯別

1 9 5 6年（トン）
．． 

生産謙の貯蔵
地 帯

もみ生産羞 貯識能力
に対する比率

北 部 .7 38,099 1 0 7,1 6 2 6.9 

北東部 2,128,230 311,875 6.8 

中央乎原 3, 7 3 1,3 6 9 1,090.13 5 3.4 

南 部 6 6 3,30 3 24,746 2 6.8 

全 国 1.261,001 1,5 3 3,91 8 4.7 

出所： Departmettt of Rice,Ministry of Agriculture,Thai land: 
Numbers of Rice Mills and Rice Storage Bins in Thail..,., 
and,195ら・p.4 5. 

加工法よび格付け

1世紀以上前にはクイ国では各家庭が手臼で自分の家の米を精米していた。

この習慣は今では次牙になくなつている。精米工業は米の輸出の増加とともに

急速に発展し，今では輸出米のみならず国内で消費される米の大半を加工して

いる。初めのうち精米工場ほバンコク港のチャオピヤ河附近に集中していたが，

その後他の地城に移動していった。 19 5 6年には全国に合計 6,0 6 7の精米

工場があり， 1日当り精米能力は 71,000トン強であった。(*直ー 4表）

精米工場の 3分の 1は中央乎原に所在し，その精米能力は全国の 60 %を占め

た。

精米所の規模は一様ではなく，小ほ 1日当り精米能力 5トン以下から大は

1 0 0トン以上に及ぶ。これらの精米所がフルに操業したとするともみの全国

生産量合計を精米するのに 10 2日しかかからない。 (='.fr・][_;5表） 最近北

東部の精米業者は経営多角化のためオフシーズンにとうもろこしの乾燥を行な

い事業の一部として組み合わせているものが多い。

米の格付けは通常精米所で行なわれるo 格付け制度を実施するため 19 5 7 

年 5月 20日に米標準規則が公布されて・いる。輸出米の場合検査は強制的であ

る。検査機関は半官組織の通商局米検査委員会であるo 検査は船積み前に精米

所もしくは川筋の倉庫で行なわれるo 検査に際してはすぺての袋が抜取り検査

t
 

｝
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地

北

オ直一 4表 クイ国における精米所の数と 1日当り能力（トン），地帯別

1 9 5 6年

帯
5トン 5- 31- 66- 100トン ＾ ロ

計
以下 30トン 65トン 100トン 以 上

部
数 1,244 233 24 6 3 1,500 
能力 2,8 O 2 2.2 2 3 1.168 500 fi 4 9 7,342 

北東部 数 648 430 69 12 4 1,163 
能力 1,528 3,920 3,209 956 1,500 11,113 

中央乎原 数 555 1,244 162 37 28 2,026 
能力 1,429 1 7, 7 3 6 7,143 3,475 14,978 44,767 

南 部
数 1,071 282 1 8 1 6 1,378 
能力 2.2 0 1 2,552 878 80 2,450 8,161 

ヽ

全・ 国 数 3,518 2,179 273 56 41 6,067 
能力 7,960 26,431 12,398 5,001 19,577 7 1,3 7 7 

出所： Department of Rlce,Ministry・of Agriculture,Thailand: 

地

北・

Numbers of Rice Mills and Storage Bins in Thailand, 
195ら p 12 and p 21 

オ双ー 5表 クイ国におけるもみ生産量と 1日当り精米能力の比較，．．．

地帯別 1 9 5 6年（トン）

帯 もみ生産蓋 1 日当り 精米日数
1956年 精米最大能力

部 738,099 7,342 100 

北東部 2,128,230 11,113 191 

中央平原 3, 7 3 1,3 6 9 4 4, 7 61 83 

南 部 6 6 3,3 0 3 8,161 81 

全 国 7,261,001 71,377 102 

出所： Department of Rice,Ministry of Agriculture, Thailand: 
Numbers of Rice Mills and Storage Bins in Thailand, 
195 6, pp 3 3,...,3 6 

され，各袋から約 20グラムが摘出される。そして 50 0グラムの最終サンプ

ルを2袋作りシールする。 1つは分析用に使われ言副サンプルはク Vイムにそ
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なえて 60日間保存される。等級については='.rV章で述ぺた。格付けの厳格さ

は国際市場においてクイ米の品質を有名にしている。

中間業者

中間業者はすぺての流通業務を行なう。彼等はグループごとに 1-2つの流

通機能を受けもつ。米生産者と強い結びつきを持ち，それ以上の機能を果たし ： 

ているものもある。もみの売買，金融，必需品の前貸し，土地の所有および貸 ［ 

付け，輸入商品の販売土よび物資の輸送は彼等の機能である。これらの数多い；i

機能はきわめて混合しており，例えば個々の生産者からもみを買 9ものもある。［

生産者にもみを売るものもある。精米業者にもみを売るものもある。農村で雑

貨店を経営しているものもある。また精米工場の共同出資者となつているもの

もある。このような複雑な関係から 1つの機能のコストを推定することはきわ

めて不可能である。トラックをもつて米ばかりでなくオフシーヅンには他の農

産物を運ぶ業者が大規模な米生産者であつたりする例もある。

米の流通制度の改善は複雑な問題なのでここでは流通活動は小規模生産者の

福祉上に大いに影響を与えるというだけにとどめて土く。中間業者の間では利

潤を求めて競争が激しいことは事実であるが，農民の受取り価格も支払い価格

もともに部分的に彼等の直接支配下にある。それゆえ米の生産・および流通の改

善は同時に進めなければならない。

渾伝統的慣行

農民

クイの稲作農場の一家ほ誠実でかつ働き者で，あらゆる困難な条件のもとで

気軽に楽しく働くことができる。彼等ほ頭がよくかつ現実的で自分達の生産問

題を伝統的なやり方で取り組む。他の国の農民と同じように彼等は個人主義的

で独立心が強い。彼等は他の職業に比べてこれまで国の発表に最も貢献してき

ている。

クイ国の農村における教育は過去 10年間に著しく改善された。しかし農民

（成人）の文盲率は依然としてきわめて高い。農民が将来性のある仕事を求め

るのを妨げているのも，伝統的な農法を続けさせているのもこの文盲である。

農業方式および慣行に望ましい変化を導入するには稲作農民の経営能力を引き
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上げることが必要であろう。

農業を身体にたとえるならば個々の農場は細胞である。個々の細胞の経営が

変化を示さないかぎり身体全体は変化しないことを認識すぺきである。農場内

部に変化を採り入れることができるのは農民自身である。それゆえ農法に変化

をもたらすうえで農民教育はきわめて重要である。農場経営教育はその重大性

ゆえに緊急で困難な大仕事である。

土地利用

クイ国における人口圧力は他のアジア諸国ほど強くない。日本の稲作農場の

乎均規模の 5倍に当たる平均 26ライの農場を経営できるクイの農民はかなり

幸運である。農場平均規模は地帯によつて異なつており，中央平原が最も大き

く，北部が最低である。（オXII-1表）米およびその他作物の二毛作率に示さ

れる密度の高い土地利用が小規模農場地帯にみられることは興味深い。 (::}y演

-2表）

クイ国では耕作可能地が多いため現在のところ土地保有は他のアジア諸国と

異なり深刻な問題となつていない。全国では小作地は全農地のわずか 13%で
1) 

ある。' , ト作人の大半は実際には自小作農である。現在の問題は土地の不足

ではなく，利用できる土地資源の非効率的利用であると結論してよいと思う。

年 1回の稲作を行なうだけであるのに整地にしても土壌保全にしてもきわめて

粗放な方法で行なわれている。

オ双ー 1表 クイ国の農場規模地帯別 1 9 5 3年

地 帯 6ライ以下 6- 1 s- 30- 盈゚ラ1 全（フ農イJ湯） 1 5ライ 30ライ 60ライ

北 部 3. 7 1 8. 9 3 1 8. 91 3 9.1 0 6 9. 6 7 9. 5 8 

北東部 3.2 5 10. 2 9 2 0.8 0 3 9. 7 9 7 6. 71 2 7. 3 8 

中央平原 5. 9 2 1 0.11 21. 5 5 41.1 5 8 4. 7 8 3 0. 8 5 

南 部 4. 0 4 1 0. 5 0 21.1 5 4 0. 0 9 8 5. 6 7 2 7. 8 2 

南 東部 3. 85 10.45 21. 5 0 4 0.2 0 8 5. 7 8 2 9.1 0 

南西部 4. 0 3 9. 2 7 20.15 3 8. 0 0 9 0.1 8 2 0. 9 6 

乎 均 ＇ ＇ 

」 9 2 5. 62 

出所： Diveaion of Agricultural Economics,Ivlinisty of Agri-
culture,Thailand:Thailand Economic Farm Survey, 1953, 
p 58 
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オ頂ー 2表 クイ国の二毛作の比率， 地帯別 ・1 9 5 3年

,~~' ー~，冒，99,：'，1,

地 帯 6ライ以下
6- ・ 15- 30- 以60ラ上イ 戸フ農イ場） 15ライ 30ライ 60ライ

北 部 o. 4 9 0. 7 9 0. 8 5 o. 8 0 0. 3 3 0. 7 0 

東北部 0. 0 5 ・o. 0 8 0.1 4 0.18 0. 5 8 0. 1 7 

中央乎原 0. 2 4 . ・0. 39 o. 3 3 0. 4 0 0. 2 7 0. 3 5・ 

南 部 0.19 0. 20 0. 0 7 0. 21 0. 2 0 0.1 5 

南東部 0. 1 0 
｀ 

0.20 0. 4 4 0. 46 0.1 7 0. 3 3 

南西部 0.1 6 0. 1 2 0. 1 9 0. 2 5 -- 0.1 6 
乎 均' ＇ ,, 

＇ ＇ 0. 3 2 

出所：

'.! 

:i 

I 

Division of・Agricultural Econ0mica,Mlnlstry of Agrl-
culture, Thailand: Thailand Economic Farm Survey, 1,953,: 
p. 1 0 ,. 

（脚注） 1) Robe rt 
Pearce Co. 

L.Pendeteon and Others, Dull, Sloan and 

Land 
New York,1963: Thailand Aspeets of 

a.cape and•Life, p. 168. 

労働力使用

現在の伝統的農業技術に基づ
く栽培方式は利用できる農業労働力に十分な

仕事を与えることができ t
心 o 季節的失業や不完全雇用はすべての地帯で一般

的な現象である。耕起や収穫などが-
打なわれる農繁期には米生産者は自由労働

者を雇い入れるが
，あとはひまな時間がたつぷりある。 19 5 3年の農場経済

調査によると成年労働者ほ平均し
て一年に 10 0日以下しか働かない。

2) 
ナコ

ンパトムの調査でほ水田 1ラ＇
3) イ当り所要労働日数ほ乎均16.3労働日であっ

た。 労働力使用の問題を
考える場合，考慮に入れなければならないことは熱

帯の国ではだれでも酷暑期には長時間ぎつ しりと働くことができないこと，

よび農村地域では人々は社会的接触に時間が要ることである。目下の問題はこ

の 2つの点のための時間を考慮に入れ
ても依然として実際の仕事が利用可能な

同時に農村では農作業以外に働き口が

:1,-

農業労働力を吸収できないことであり，

得られる可能性がきわめて限られていることである。

（脚注） 2) Division .0f Agrl cultural :Economics,Mln.istry of 
Agriculture・,.Thailand: Thalla、n.d,Economic: Farm 
Surve g, 195 a. p so 

: 
' 
＇ 

[, 

-72-

一 ... ・・: .... 

ー

1
ぶ
ぶ
関叫1

 



3) Division of Agricultural Economics,Minlstry of 
Agriculture,Thalland: Report on Economic Survey 
of Rice Farm・ers in Nakorn Pathom Province,Ouring 
19 5 5,...,195 6 R l c e Se as on, p 2 6 

年間の労働力使用の分布が月によつてきわめて不均等であることは問題を明

らかにしている。多角的な農業が行なわれている北部では労働力使用の分布は

比較的よい。オ渾ー 3表は単作のナコンバトム（中央乎原）と多角的作付けの

チェンマイ（北部）との年間の労鋤力使用分布の差を示している。

し、ー・・

オ渾ー 3表 クイ国における 1世帯当り年間労働日数の分布 (%J
． 

月 ナコンバトム a チェンマイ b 

1月 11. 5 6 14. 4 4 

2月 0. 7 6 9. 8 7 

3月 0. 5 2 9. 3 9 

4月 0. 7 6' 10. 85 

5月 3. 7 2 3. 5 2 

6月 11. 8 6 6. 0 3 

7月 2 0.9 9 9. 25 

8月 13.58 6. 8 6 
I 

9月 9. 7 5 5. 7 0 

10月 4. 5 8 5.1 5 

11月 3. 9 5 5. 9 0 

12月 17.97 13. 0 4 

合計 1 0 o. 0 0 1 0 0. 0 0 

出所： a Division of Agricultural Economics,Ministry of 
Agriculture,Tiailand: Repor・t on Economic Survey of 
Rice Farmers in Nakorn Pathom Province, 1955-1956, 

p 19 

b Udhis Narkswasdi Kasetsart University,Thailand: 
Conditions of Farm Production in Irrigated Area, 
Chiengrnai, Thailand, 1962, p. 108・  
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資本の必要

1 9 5 3年の農場経済調査によるとクイ国における 1農場当り農場資産額

は平均 23,467バーツ (1,1 7 0ドル）であつた。 4)(オ涸ー 4表）現在で

は価格水準が変わったので 1農場当り農場資産額は異なると思うが，項目別

比率の分布はあまり変わらないであろう。土地価額の高いナコンバトム県（中

央平原）では土地に対する資本投資額が農場資産の 80 %を占めている。全国

の場合にもナコンパトム県の場合農機具投資が少ない。

才演ー 4表 クイ国の 1農場当り平均農場資産額

全 国 a ナコン．バトら 1956年 b 
項 目

ノヽ． ーツ ％ ノミーツ ％ 

・土 地 12,386 . 5 2.8 92,024 7 9,8 

建 物 2,905 1 6.6 11, 91 2 1 0.3 

家 畜 2,594 11.1 3,623 3.1 

晨具かよび動力設備 1,658 1.0 2,851 2.5 

作 物 1,053 4.5 2,463 2.1 

そ の 他 1,871 8.0 2,519 2.2 

＾ ロ

計 23,467 100.0 115,392 100.0 

出所： a Division of Agricultural Economics,Minlstry of , 
Agriculture,Thailand: Thailand Economic Farm Surve~i 
1963,Tables 4S--65 and pp. 11&-150 i 

b D l v i s l on of Ag r i cu 1 tu r a 1 Econ om i c a, Mi n i s t r y o f I 
Agriculture,Thailand: Report on Economic Survey of 1 

Rice Farmers in Nakorn Pathom Province During 19ss-: 
1956 Rice Season,T畠b1 es 2 A--2 9 and p 1 2. 

クイの農民のすべてが農場経営に必要な資金を十分にもつているわけではな

い。経済的困難を乗り切るために借入金を必要とするものもある。 19 5 3年

の調査結果によると借金の額はかなり少なく，北部の 1世帯当り 41バーツ

から中央乎原の 96 7バーツであった。 C*XII-5表）緩場資産に対する負債

の比率は 1農場当り e%以下であつた。．
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オ渾ー 5表 クイ国に土ける 1農場当り負債総額と農場資産の

比較，地帯別 1 9 5 3年（バーツ）

地帯

北部

北 東部

中央乎原

南 部

南東部

南西部

全国

負 債 I農場資産 I比率(%)

41 

9 1 

967 

389 

478 

3 42 

421 

18,253 

11,330 

38,644 

2 3, 7 5 6 

22,973 

22,739 

23,467 

0. 2 2 

0. 80 

2.5 0 

1. 6 4 

2. 0 8 

1. 5 0 

1. ・19 

出所： Thailand Economic Farm Survey, 1953. op. cito, Tables, 
48,113,and 114 and pp 116--117,246-249. 

〔脚注〕 4) Thui land Economic Farm Sarvey; 1953. op. cit., p 116 

借入先は主として親類，商人および金貸しである。(*渾ー 6表） 政府から

農民に直接融資する政府信用制度ぱ今のところ存在しない。
5) 

借入目的は地城

によつて異なる。チェンマイ県（北部）では農民の財政状態がよいため借入目

的は主として農業生産のためである。これを用途別にみると建物の新設が 42.7 

％，土地改良 23. 4 %, 建物修理 11. 2 %, 種子の購入 8.9 %, 運転資金 8.5

．％，家畜の購入 5.3 %となつている。これに対してスコークイ県（中央平原）

では農民借入金の 57%は消費目的で，農業目的は 43%~すぎない。
6) 

〔脚注） 5) Udhis Narltswasdi,Kasetsart University, thailand: 
Ag r i c u 1 t u r a 1 C r e d i t Sys t e m i n Ce r t a i n C o u n t r i e s, 
1962, p 112 

6) 前掲書 3 6頁

農場内のかんがい溝建設，良質の農場必需品の購入，古い家畜の、取換えおよ

びその他連転資金など農場経営改善のためにもつと資本が必要である。現在の

とこる農民の経済力はきわめて弱く生産拡大を行なうことができない。政府の

信用機関を設けて生産拡大に必要な資本を貸出し農民を援助すぺきである。
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オ渾ー 6表 クイ国における 1農場当り平均借入金および

負債残高，借入先別

乎均借入金 a 乎 均 残 高 b 

借入先
，，ヽ． . ッ ％ ノミ ■9■ ッ ％ 

親 戚 181. 8・ 3 4~7 3 3 0.9 2 o. 8 

商 人 181. 0 3 4. 5 3 0 4. 5 1 9.1 

金貸し 8 4. 2 1 6. 1 49 4. 3 3 1. 0 

協同組合 6 5. 9 1 2. 6 9 6. 1 6.0 

地 主 5. 6 1.0 1 43. 7 9.0 

政 府 0.3 0.1 9● 

商業銀行 0.0 0.0 0.9 0. 1 

その他 5. 2 1. 0 222.3 ・14, 0 

＾ ロ

計 5 24. 0 100. 0 1,592. 7 10 o. 0 

出所： a Thai 1 and Ee onomi c・Farm Surve巧 1953, op. cit 
b Udhis Narks"'{Tasdi,Kasetsart University,Thailand: A 

S t u d y o f Fa rme "it s I n d e b t e d n e s s i n t h e C e n t r a 1~1 a i n 
Area of Thai land, 195R・  

生産函数

U d hi s Nark a wa ad i , Ka s e ts a r. t. un i v e rs i t y, Th a~.1. and : 
Agricultural Credit Systems in Certain Countries, 
1962, p 49 も参照のことo

農場段階において米の生産に影響する数多くの要因は自然的要因，経済的要

因士よび文化的要因の 3つに大別できる。米の生産拡大に必要な農業方式およ

び慣行の変化はこれらの 3大要因の変化に依存している。そこでクイ国におけ

る米生産のモデルは次のように表わすことができる。

Rp = f (P1:c-s, E1.,.._1, C1-:-,) 

Rpー米の生産

P ー自然変数

P1 ーかんがいおよび排水施設

P2 ー省力器具。機械化を含む

Pa ー良い種子
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P、ー肥料

p5 一植物防疫対策

E ー経済変数

瓦＝有利な米の農場価格

Ea -妥当な流通質用

Ea -低率の輸出税（ライス・プレミアムを含む）

E4 =農場必需品を得るのに必要な低利の資金

E, =米に対する強い海外需要

C 一文化変数

c, -消貨者選考

C 2 =農村の人々の作業態度

Ca 一家族の福祉上の配慮

C 4, =信仰心

Cs -国民の教育水準

クイ国では当面士地の供給は重要な問題ではない。農民が必要としているの

は 5つの自然変数の投入を増加することである。投入の適用は費用を意味する。

農民は経済的誘因が見あたらなければどの程度の投入を行なうか自分の判断で

決める。 5つの経済変数は不幸にしてすぺて農民の自由にはならない。この部

門こそ政府が最も寄与できる部門である。自然変数も経済変数も不確定である

ため文化変数の重要性は無視できない。例えば北東部の農民が一般に利益が少

ないと考えられているもち米を今後も栽培していくか否かは消費者の好みが重

要な決定要因となる。農村の人々の作業態度は粗放な疵業から集約的な農業へ

の変化に重大な影響力をもつ。また農民の家族規模や祭礼の祝い方あるいは家

族的満足の主要な対象としての親戚縁者間の結びつきに対する考え方いかんに

ょつて増産のための資源が大幅に減少する。さらにクイ国の稲作農民はほとん

ど10 0 %が仏教徒である。彼等は宗教的規律を守り，動物を殺したり生乳を

飲んだりしない。この種の信仰力心ら稲作に他の部門を結びつけることを考える

のをためらうものもいる。以上の変数のすぺてをいつしよにするとクイ国の稲
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作農民は近代的技術を採り入れるために，望ましい知識，技能，能力および意

志を授ける特殊な開発教育を必要としていると思う。 7)

（脚注） 7) 01 i ft on R. Wh a r ton, J r. , The Ag r i cu 1 tu r a 1 De v e 1 op-! 

ment Council, Inc. USA: the Role of Farmer Educa- j 

tion in Agricultural Growth, p 6, 1963 

. I 
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第 3部 米ー前途がきわめて有望な作物

複雑な問題が数多くあるにもかかわらず需要予洞からみた米の前途はきわめ

て有望である。米食国の人々は米の生産増加率に等じいかあるいはそれを上回

る率で増加している。またこれらの国の 1人当り所得も毎年増加している。

人口と 1人当り所得の増加は米に対する需要を増大する。クイの農民は国内

士よび海外t'C:I:; ヽ ける強い需要を満たすため米の供給を増加する重大な責任を負

わなければならないであろう。

予測の目的は予想や目標の目的とは異なる。予想とは将来の状態をなりそ

りな形にえがきだそうとするものであり， また目標とは達成じたい将来の状態

に関するものである。これに対して予測は将来の状態の望ましさには中立的で

ある。予測の長所は傾向や政策に関する特定の仮定に基づいて将来の状態に生

ずる可能性のある困難を明らかにし，それによつてこの種の困難の発生を調整

によつて予防できるよう政策の変更を可能にすることである。

オ 3部ではクイ国に土ヽける米の将来の需給について予測を行なってみたい。

期間については妥当な期間として 19 7 0年までを選んだが，土、クにふれて

1 9 8 0年までについても述べる。期間の選定は統計類の量によつて決められ

る。選定した期間は一時的土ヽよび循環的波乱が考慮に入らないほど短くもなく，

かつ米の全体的見通しを変えてしまうような全く新しい要因が生ずる危険を大

きくするほど長くないと思われる。

xm 国内需要の予測

人口増加

1 9 6 0年のセンサスによると国家経済開発局はクイ国の人口増加率を年率

3"と推定している。 (1)政府の家族計画に対する現在の態度からみてこの増加

率は 19 7 0年まで続くと思われるので， これに基づいてクイ国の将来の人口

を計算すると 19 7 0年には 3,4 5 0万人， 1 9 8 0年には 4,540万人に達

する。（オ湿1-1表）
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オ湿I-1表 国連土よびタイ国政府による 1980年までの人口推定

., .. 

年 国 連 クイ国政府

1960 2 4,396,000 2 6,388,000 

19~5 2 8,487,000 3 0,5 91,000 

19 70 33,492,000 3 4,4 6 1,000 

1975 3 9,781,000 3 9,1 58,000 

.19 8 0 4 7,532,000 . 4 5,4 1 5,0 0 0 
. : . 

（脚注） 1)"_-Nat.ional Economic Development Board, Office of 
・ ・the-Prime Minister,Thailond:The National Econ_o-

mic•Development Pion, 1961-1966 
- -S~cond Phase: 1964-1966, P2 and 

国連がif:-~--:5:-~ 年に行なった推定では政府の推定に比ぺて l9 7 0年までは

少なくそれ以降は多い。 (2)国連の推定は出生率の不変土ヽよび死亡率の急速な

低下を折り込んだ修正仮定に基づいている。本書の米に対する需要予測では政

府の推定を用いる。

.・・・ 

（脚注J2) De par eme n t of E conom1c and Social Affai~s, Unー．

ited Nations, New York 1958: Population Series 
NO. 30, . Future Population by Sex and Age, Peport 
直・ ・・ .:'1:'he Popul at i 011 of Sou the as t Asia (Including 
O e Y 1 on a ii d Ch i n a : Ta i wan) 1 9 5 0 -198 0, Ann e x m 
Pl48 

にそうである。

人口の増加は米の需要に直接影響を与える。

予洞では他の事情が同一ならば人口の 1

1 0%の増加をもたらすと仮定じている。

要の増加率は人口要因のみでは年率3%となる。

P19 

． 
米を主食とするクイ国の場合特

O¾ の増加は総需要の

したがつてクイ国に土ける米の総需

: 

, , 

！＇ 

I1|

'{~;'

~9:

;…~~;‘ 

所 得 増 加

1951-60年に土けるクイ国の経済成長率は満足なものであった。国民

所得は年率 5%で増加し 1人当り所得の増加率は年率 2%であつた。 "S),1960

-63年に土ヽける経済成長はさらによく，国民所得は年率 6%, ・1人当り所
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得は年率 3%の増加を記録した。 4);:r1次 6カ年計画の;t2段階ではこの率の

維持が意図されている。 日本と台湾に土ヽける 1人当り所得の増加率は年 3%

以上である。 51クイ国経済の現在の健全な成長ぷりからみて長年にわたつてこ

のような率が続きさらには高くなることが十分予想される。 -~'. 

（脚注） 8) Economic Commission for Asia and the Far East 
(EOAFE), United Natioas, Bangkok, Thai land: Econo-
mi c Growth of E_OAFE Countries, Economic Sunvey of 
Asia and the Far East, 1961.Economic Bulletin Vol. 
辺[,No.4, 196 2 P ll・  

4) National Economic Planning Boord, Thai I arid: The~ 
Na t i o n a 1 E c on om i c De v e 1 op me n t P 1 an, 1 9 6 1 -1 9 6 6, ・ 

Second Phase :1964-1966, Pl9・..  ・、'
.5) EOAFE Bangkok :A Decade of Development Plannin:g 
and Inplementation in the ECAFE Region, Econ~mi.c 
Bu I I e t i n f o r As i a and t h e Far Ea s t , Vo 1. 渾，.No. 3. 
Dec, 1 9 61, p 1 3 

1人当り所得の増加も米に対する需要に直接影響する。影響の程度は米に

対ナる需要の 1人当り所得弾力性のその時の水準に主とじて依存する。経験

によれば米の需要は低所得国では 1人当り所得に対して弾力的であるのに対

じ高所得国では非弾力的である。クイ国の所得水準は近隣諸国ょ・りや・や高く，

また米は輸出できるだけの余剰がある。この結果需要の所得に対する反応はよ

り非弾力的である。 (~X章参照）

クイ国K.:t.ヽ ける米に対ナる需要の所得弾力性について分析研究したものは現

在のところない。 1 9 7 0年までの米の予測を行なったFAOの 19 6 2年商

品概観によると柩東諸国に土ヽける経験ふよび研究結果とクィ国の利用できる統

計とを比較してクイ国に土ヽける米に対する需要の所要弾力係数を 0.2と計算し

ている。この係数は 1人当り所得の 1%の増加が米に対する需要の 0.2%の

増加をもたらすことを意味する。オ渾[-2表は若干のアジア極東諸国に土ヽける

量による数種の食品に対する需要の所得弾性係数を示している。この表による

と高所得国に土ヽける穀類に対する需要の所得弾性係数は低所得国のそれよりも

はるかに低い。日本の場合にはマイナスにさえなっている。穀類以外の食品に

対する需要は所得の変化に対してもつと弾力的である。クイ国の 19 7 Q年以

降の 1人当り所得がふえると仮定するのは論理的である。それゆえ 19 7 1 
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年以降の米の需要の所得弾性係数は 19 7 0年までの 0.2の代りに 0.1とす

る。

7JrX直ー2表アジア極東地域の若干の国における量で表わした

主要食品別需要の所得弾性係数

国 穀類 砂糖 9賢羨 油脂 牛び乳乳土製品よ 食肉 卵 魚

セ イ ロ ン 0.3 0.7 0.9 1.2 2.6 1.7 2.0 0.8 

イ ン ド 0.5 1.2 1.0 1.2 1.7 1.4 2.2 1.5 

インドネシア 0.5 1.5 1.0 1.2 3.0 1.6 2.0 1.0 --
日 本 0.1 . 0.8・ 0.5 1.1 2.0 1.7 1.0 0.5 

バキスク ン o.s. 1.3 0.9 1.4 1.7 1.6 ・2.2 1.5 

フ イ リ ピン＇ 0.2 1.0 ・0.6 1.1 2.0 1.5 1.2 0.5 

ムEコ 湾 0.1 1.1 0.8 1.0 3.0 1.0 1.6 0.7 

ク イ 0.2 2.0 -0.8 1.1 3.0 1.4 1.8 1.0 

出所： Food and_Agriculutre Organizatjon of the United 
Na-tions, Rome :FAO Oommodity Review 1962-Special 
Supplement :・Agricultural Oo皿 nod i t i e s -Pr o j e c t i o n s 
for 1970, Annex on Methods, M 4 

1人当り所得．の増加が年率_3%, 米に対ナる需要の所得弾力係数が 0.2と

すると米に対する総需要は年率.0.6%となり，人口の年率 3%の増加といつし

ょにすると，現在から 19 7 0年までの米に対する総需要は年率 3.6 % (1971 

-ao年は同 3.3 %)と予想される。

国内総需要の予瀾

クイ国にふける米の 1人当り消費水準については 3つの異なった推定値が

ある。まず~1 に*1/1: 章で述べた 2つの栄養調査による， 米 の 1人当り年脚

実消費量 14 0 キログラムである。 ~2 には~v章で述ぺた生産量からその他

の用途土よび輸出を差し引いて国内消費向け供給可能量を算出した統計1a・1 

キログラムであゐ。な土、FAOの推定による，・クイ国に法ける 19 5・7 ,.._, 5 9 

年の米の 1人当り消費量は 12 6 キログラムとさらに少ない。 6) ・~3 にはオ
-82-
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3回世界食糧調査によると FAQはクイ国に必ける穀類の 1人当り消費量の

短期目標 (1 9 7 5年）を 14 9キログラムとしている。 (7)クイ人は米以外の

穀類を消費しないゆぇ， この目標は 1人当り所得の増加の直接的影響をすで

に折り込んだものであろう。米食国である日本と台湾では 1957-59年の

1人当り穀類消費はの水準が、それぞれ 15 3キログラム土ヽよび 15 2キロ

グラムであったことは注目に値いしよう。 8)両国とも米の 1人当り消費籠は

1 4 0キログラムを下回らないであろう。

（脚注） 6) Food and Agricultur Organization of the United 
Nations, Rome :Agricultural Commodities-Project-

ions for 197 0, PA-13, Tab le M. 3 
7) Food and Agriculture Organization of the United 

Na~ions, Rome :Thir~World Food Survey, 1963, P96 
8) FAO Agricultural Oommcdities-Projections for 

1 9 7 0, PP A-1 2 a n d 13, Ta b I e M 3 

クイ国に土ヽける米の国内総需要の予洞は，人口増加，所得増加， 1人当り

消費水準ふよびその他の用途の 4つの要因を考慮に入れるべきである。人口の

増加率は年3%である、米に対する需要の所得弾性係数は 19 7 0年以前が

0. 2, 1 9 7 1 ....., 8 0年が 0.1である。したがつて人口および 1人当り所得

の増加は， 1 9 7 0年以前が国内需要に対して 3.6 % , 1 9 7 1 ....., 8 0年が3.3

％を加えることになる。米の 1人当り年間消費水準の推定には低い推定値

(1 3 0キログラム）と高い推定値 (14 0キログラム）がある。米の他の用

途には~v章で述ぺたように種子用，ロス，貯蔵中の損害などがあり，総生産

量の 5%を占める。これら 4つの要因を考慮に入れると， クイ国に土ヽける米の

国内総需要の予測はオ XIII— 3表に示したように 6 年後の 1 9 7 0年には 47 0 

万-s1o万トン， 1980年には 620万~670万トンに達する。

717 XIII-3表クイ国に土ヽける米の国内総需要の予測

年 低 位（トン） 高 位（トン）

1 9 6 5 4,2 0 0,7 2 6 4,523,858 

1 9 7 0 4, 7 1 2,151 5,096,161 

1 9 7 5 5,3 6 1,1 0 3 5,773,494 

1 9 8 0 6,2 1 7,7 4 5 6,696,033 
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四I 海外需要の予測

世界に重大な懸念をひき必こ
している人口の爆発とい

ぅ深刻な問題はアジア

この地域の住民の大半は米
を常食としている。人

極東地域に局限されている。

口の増加は米の需要増加をもたらす。国連の研究によると
1 9 5 0年以来世界

1 5億 7,200

の人口の半分以上がこの地域に住んで土妬
そして 19 6 0年 に

0万人に達す
ると予想される。

万人であった人口は 19 8 0年には 22億 6,80 

2 0年間 VC6億 9,60 0万人の増加である。 (?tXN-1表）

牙匹ー1表アジプ極東地域土よびその他の地域の

人口推定， 1 9 2 0---1 9 8 0年
(100万）

年
アジア極東地域 その他の地域

世 界 合 計

（改 訂） （未 改訂 ）
（未改訂）

1 9 20 991 887 
1,810 

—— 
193 0 

2,013 
1,074 988 

1940 1,181 1,087 
2,2-4 6 

2,495 
1950 1,317 1,179 

~ 一

1960 1,572 2,914 
1,372 

..  1,906 3,477 
1970 1,601 

一~ 一 2,2 6 8 4~2 2 3 
1980 1,880 

--
Af f a i rs , 

Uni te d 

出所 ：
Department of Economic .and Social 

Nations, New York, 195_9: 
Ser i es NO. 31, Future Pop u 1 at i On 

Est i ma-
Population 
t e 5 by Sex and Age, Report IV, the Po Pu 

1ation of 

As i a and the Far East, 1950-1980, P 5 

ィ米の主要外国市場はマレーツア（ツンガポー Jレ，サバ，
ペナン必よびマ

ク 香港，日本，インドネツアおよびフィリピン
である。オ双

ラャ連邦を含む）， クイ米輸出の本拠

-2表はアゾ
・・アの若千の国についてその人口増加率を示す。

が最も高いことが目につく。香港の人
ロ増加率につ

であるマ v-
ツアの増加率
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いては中国本土からの人口流入問題があるため，正確な数字を示すことは困難

である。

国

英領ポルネオ

セイ ロ ン

ムロ 湾

マ ラヤ連邦

イ ン ド

インドネツア

ラ オ ス

フィリピン

ツンガポール

7-fr XN-2表アジア樫東地域の若干の国に土ヽける

人口自然増加率， 1950........ 1980年

年 増 加 率 （年 央）

1950- 195 s- 1 9 6 o--1 9 6 5...._ 1970-
1955 1960 1 96 5 1970 1975 

1.5 1.8 2.1 2.3 2.5 

2.7 2.8 2.8 2.9 3.2 

3.6 3.4 3.4 3.3 3.5 

3.0 3.0 3.2 3.4 3.6 

1.5 1.9 2.2 2.3 2.4 

1.8 2.0 2.0 2.0 2.1 

1. 7 1.9 2.1 2.2 2.4 

2.7 2.9 3.0 3.2 3.3 

3.7 3.4 3.3 3.4 3.8 

1975-
1980 

2.7 

3.3 

3.7 

3.9 

2.5 

2.3 

2.6 

3.4 

4.1 

出所： ECAFE. Bangkok: Population Trends and Related Pro-

b 1 ems o f E c o n om i c De v e 1 o pm en t i n t h e ECAF E Re g i on : 
Economic Bulletin for Asia and the Far East :Vol• 
x. 1959-1960 P 22 

所得変化

アジア薔東諸国の経済開発計画は所得増加率を高めることを試みている。こ

れまでの経験ではほとんどの国の増加率実績は計画を下回つている。 (~XN 

-3表） F_AOの推定は日本を除くアジア柩東地域の 1957-70年におけ

る1人当り所得増加率を低位 1.3 %, 高位 2.5%と2つの水準に設定してい

る。日本の所得増加率は低位 5.3 %, 高位 6.3 %と推定されている。穀類に対

する需要の所得弾性係数は日本が一 0.17, アジア極東地域が o.5となってい
1} 

．る。 FAQは人口土ヽよび所得効果を考慮に入れ各国の穀物に対する予淵総需
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要の 19 7 0年の指数を作成した。 （オXN'-4表）

才Xl¥1-3表アジア極東地域の若干の国における

1人当り所得の増加率，計画と実績

国
計 画 実 績

期 間 ％ ％ 期 間

セ ィ ロ ン 1.0 1950-1959 

1959-1968 2.9 

ムロ ．湾 1957-1960 3.7 3.0 1957-1959 

4-3 1951-1959 

マ ラヤ連邦 1960-1965 0.8 

イ ン ド 1951-1955 0.9 1.6 1951-1955 
.. 噸~ ー一..--- .. 一 ．．． 

1956-1960 3.3 1.5 1 9 5 6-1 9 .6 ,0 

1961-1965 3.8 

インドネツア． 1956-1960 1.3 -0.6 1956-1959 
・-

1.6 1951-1959 

1961-1969 1.4 

日 本 1953-1959 3.7 6.7 1953-1959 
. . .. --

1955-1961 5.7 8.2 1955-1959 

1961-1970 6.3 

,.{キスクン 1955-1959 1.4 0.2 1955-1959 
・-

-0.2 1950-1959 .. 

1960-1964 1.8 

フィ リ ピン 1.8 1956-1959 

1959-1961 2.8 

出所： EOAFE, Bangkok :A Decade of Development Planning 
and Implementati~n in the EOAFO Region, Economic 
Bulletin for Asia and the Far East. Vol. XII: 
December 19 61 : P 19 
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オ XN-4表 穀類に対する総需要予測指数

（所得土ヽよび人口効果のみ）ー指数 1970年 (1958年=100) 

国 低 位 I 高 位

セ ィ ロ ン 1 4 4 1 4 9 

イ ン ド 1 4 3 1 5 0 

インドネツア 1 3 5 1 4 4 

日 本 1 0 4 1 0 3 

バキスク ン 1 3 3 1 4 2 

フィ リ ピン＇ 1 5 1 1 5 5 

ム【コ 湾 1 5 3 1 5 5 ！ 
ク イ 1 4 4 1 4 6 I 

出所： FAO, Rome : Ag r i cu 1 tu r a 1 Commo di ties -Pro j e ct ions for 

197 0 Tab 1 e M-6, pp A-18 -19 

（脚注） 1) Food and Agriculture Organigatian of the Uni-
ted Nations, Rome :FAO Commodity Review 1962, 
Special Supplement, Agricultural Commodities-

Projections for 1970. Table M-1, PA-z, and 

Tab I e M-4, pp A-14 -5 

海外需要

FAOは人口増加率， 1人当り所得， 需要の所得弾性係数ふよび消費水準

に基づいて 19 7 0年までの米（もみ換算）の需要について高位と低位の 2つ

の予測を行なった。 (7-F Xl¥T-5表）高位と低位の推定の差は約 1,100万トン

である。低位の推定に基づいても 19 7 0年に土ヽけるもみの需要量は 19 5 7 

"'5 9年乎均を 4,600万トン上回る。

梃東地域の輸入国の需要増加に特に注意を払う必要がある。これら輸入国の

1 9 7 O年の需要は 1g・5 7 ,.._, 5 9年平均に比して低位 3,2 0 0万トン，高位

4, 2 0 0万トン増加すると推定される。クイ国は世界7-F2の輸出国として国内

土ヽよび海外の需要増加を満たすため重大な役割を果たさなければならないこと

は明白である。
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才XN-5表米に対する需要の予測
（もみ換算） 1970年(1,000トン）

地 域
1957-59年 1 9 7 0年 1 9 7 0年
（平 均） （低 位） （高 位：I

極 東a

日 本 15,560 16,777 1 6,6 3 9 

他の輸入国 79,580 11 1, 7 9 3 1 2 1,1 7 1 

輸 出 国 18,880 26,010 2 7,1 5 0 

＾ ロ

計 144,0 2 0 154,580 1 64,960 

アフリカ土よび近東 5,950 8,420 9,080 

ラテンアメリカ 6,670 9,300 9,390 

北 米 910 1,100 1,100 

西 欧 1,760 1,920 1,920 

オ セ ア 一 ア 30 40 30 

A ロ 計 129,340 175,36 0 1 8 6,48 9 

出所： FAO, Rome: Agri cu I tural Oommod it i es-Projections 
for 1970, p 1l -10. 

注 中国本土，北鮮および北ペトナムを除く。

純 輸入

アジア極東地域（中国本土，北鮮土よび北ペトナムを除く）の米の純輸入量

は 19 6 2年の 31 0万トンから 19 6 3年には 35 0万トンに増加し一方

純輸入も同期間に 33 0万トンから 36 0万トンに増加した。この増加は人口

必よび 1人当り所得の増加による米の需要の増大が反映している。米の生産

地域で小麦の純輸入が 19 6 2年土よび 19 6 3年にそれぞれ 74 0万トン土、

よび 84 0万トンもあることは注目を要ナる。小麦粉の純輸入量は 19 6 2年

の 71万トンから 19 6 3年には 66万トンと多少減少している。米輸入国に

土ける小麦消費量の増加を促している 2つの主因は米価が高水準であることと

米国政府が公法48 0号により安価の小麦を提供していることである。

：
 

I
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牙Xl¥T―6表 アジア極東諸国の穀類の純輸入，

1962年ふよび 1963年(1,000トン）

米 小 麦 小麦粉
国

1962年 I 9 63年 1962年 1963年 1962年 1963年

イ ン‘ ド 391 451 3,199 2,918 13 13 

インドネッ ア 11} 6 4 1,000 88 18 

日 本 178 200 2,562 2,830 6 17 
~~ キ ス ク ン 78 128 538 l!J 3 5 10 10 

セ イ ロ ン’ 411 504 175 189 

香 港 360 368 104 58 30 22 

マ レ シ ア 531 559 19 19 20 4 2 08 

フ イ リ ピ ン 121 322 3 66 21 7 

ラ オ ス 43 20 2 2 

朝 鮮 -60 111 371 847 24 58 

ムロ 湾 -42 -59 25 5 300 -4 -6 

ピ ル マ ー1.723 -1,550 12 12 26 26 

力 ン’ ホ・ ジ ア ー122 -300 13 10 

ク イ -1,27 7 ー1,350 27 26 

ペ 卜 ナ ム -42 -300 75 57 

ネ ,,~ ル -12 

純輸入 3,056 3,462 7,382 8,385 714 66 3 

純輸 出 -3.288 3,559 ー4 -6 

出所： ECAFE, Bangkok : Economic Survey of Asia and the・Far 
East 1963, Vol. XIV, N0.4 :p 124 

XV 供給の予測

国内供給

クイ国に必ける 1960-62年の米生産量は年間平均 55 0万トンで，ま

た輸出量は同じく 13 5万トンであったが， これらはこの国の史上最高の記録

であった。今後の見通しとしては国内需要の予淵は~Xl[-3 表に示した通りで

あるが， もし米の生産水準が変わらなければ輸出量は毎年次オに減少していく

ことになり， 1 9 7 5年までには現在世界オ 2の米輸出国であるクイ国の地位

は下がつて，米の自給国になつてしまう。 1 9 7 5年以降も生産水準が引きつ

-89-



づき変わらなければクイ国は供給量の一部を給入に依存することになる。

もちろん上述の生産量一定という仮定は非現実的で，増大する需要に見合う

ペく生産を増加しなければならない。毎年の生産増加率はきめることが困難で

あるが，予淵された米の需要増加が年率 3.3 ,.._ 3. 6 %であることからみて，輸

出水準を年間 13 0万"-'150万トンに維持するためには期待される生産増加

率は年率最低 3.5%でなければならない。過去 10年間に土ヽける米の生産増加

率の実績は乎均 1.5 %にすぎなかつた。過去 5年間の実績は 2.4%であっ tc.,.,
1) 

（脚注Jl)National Economic Development Board, Office of 

the Prime Minister, Thailand :The National Econ-

omic Development Plan, 1961_1966 Second Phase: 
1964-1966, p 56 

9
9
 
,' 

,． し

"h,,9,
．99
、,'

19,•9'~

",. 

生産増加は主として面積と単位面積当り収量の 2つ_ff.)要印に依存している。

土地分類に基づく推定によると全国で 5,0 0 0万ライの土地を新たに耕作に向

そのうち今後 20年間に再拡大の必要が実際に生ずれば

3,000万ライが開墾可能である。 2)ただし開墾可能地の大半は稲作に適さず，

畑作物向けである。稲作にはかんがい計画の完成に伴つて今後 2 0年間に約

6 0 0万ライの土地を新たに加えることができるものと期待されている。

追加は現在の稲作総面積に比較すると年率 1.3%の増加となる。

けることができる。

この

（脚注〕 1) 前掘書
p
 

4
 

現行の稲作の単位面積当り収諏がきわめて低いことから今後は単位面積当

り収撼の改善に努力を集中すぺきである。このための手段はオ 4部で詳細に

述ぺる。 前述のように稲作面積の増加率が年率 1.3%と予想されるので，

と単位面積当り収誠との総合増加率が米の生産量の所要増加率年 3.5%とな

るためには 19 7 0年までの単位面積当り収絋の増加率は年率 2.2 %を割つ

世界最大の米輸出国の 1つとして供給の予洞増加量は国内土ヽよ

び海外市場の拡大ないしは縮少に伴つて調整しなければならないであろう。

外需要

面積

てはならない。

海

FADは過去に土ヽける面積と単位面積当り収量の増加の実績に基づいて世

界各地域について 1948,..._,49年度と 1958-59年度の間にふける生産

の増加傾向を算出している。 （オ XV-1表）この表によると極東地域の生産
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増加率は年率 2.9%であった。 この 10年間に土ヽける単位面稜当り収量．．の増

加はすでに面積の増加よりも重要な地位を占めている。 ．． 

7.17 XV-1表 地域別の米の面稜，単位面積当り収量および・

生産の傾向， 1948/49-1958/59年度

地 域 面 積 単位面積当り収量 生 産 I 
北 米 -2.1 4.2 2.0 

オセアニア 2. 0 3.2 5. 2 

西 欧 1.8 1. 3 3.0 

ラテンアメリカ 3. 9 -0.4 3.6 

近 東 -1.2 2.6 1.5 

ア フ リ 力 0.9 1. 4 2.3 

極 東 1. 3 1. 6 2.9 

出所： FAO, Rome !Agiicultural Commodities-Projection 
for 1970, Table M n・, p A-3 0 

．．
 '

,

＇

 

生産予測を行なうのは不確定要素が多いため需要予測よりも通常むずかしい。

生産予測は主として国単位もしくはグループの国単位で過去 10年間に土ヽける

面積と単位面積当り収量の傾向についての研究を基にして行なうことができ

るが，外挿法はすぺての場合高度の判断力ならびに稲作の特殊な問題について

の知識を必要とする。 FAOは 19 7 0年に土ヽける米の生産予測を行なうにあ

たつて大部分の米生産国について入手しうる統計から面積と単位当り収量の

傾向を研究した。オ XV-2表はアジア桓東地域の若干の米生産国の傾向を示す。

FAOは世界の米の需要について低位と高位の 2つの予瀾を行なったが，供

給予淵についても同じ手法が適用された。世界の米の生産増加は低位予測では

年率 2.8 %と仮定されたのに対して高位予測では年率 4%と仮定された。ォxv
-3表は世界各地域のもみの需要と供給のバランスを示す。世界の供給の低位

予測と高位予測との差は 19 4 0万トンである。過不足の面では低位予洞によ

ると 1,10万トンの不足，高位予測によると 72 0万トンの過剰である。
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才XV-2表 アジア柩東地域の若干の国 t,'C:i;; ヽ ける米の面積と

単位面積当り収紙の傾向

面 積
(1, 0 0 0ヘククール）

国

単位面積当り収景 ． 

(1ヘククール当り100キログラム）

1951-11 9 7 o-
5 9年 71年 “

 

1 9 5 1-11 9 7 o-
5 9年 71年

％
 

ピルマ

カンポジア

セイロン

イ ン• ド

インドネジァ

日 ..本
韓 ・国,.

マラ．ャ連邦

バキスクン

フィリピン

台．湾

ペ トナム

3,933 

1,297 

435 

3・2p 77 

6S 9 5 

・3,260 

1.10 8 

367 

9,370 

. 3,263 

"779 

2,537 

4,577 

1,573 

670 

33,540 

8,94'7 

3,680 

1,338 

404 

10.210 

3,923 

770 

2.4 68 

1.13 

ISO 

4.11 

0.22 

221 

1.11 

1J;9 

0.9 7 

0.60 

2.35 

-0.05 

1 5.7 7 

1 0.4 0 

1 6.7 3 

1 3.1 4 

17.03 

4 5. 9 6 

2 8.8 7 

2 1. 9 7 

1 4.0 0 

1 0.8 7 

2 9.8 0 

1 7.3 3 

1 7.0 6 

9.6 6 

1 8. 7 3 

1 7.8 2 

1 8.2 3 

5 6.6 2 

3 0.7 0 

2 6.0 5 

1 5. 9 1 

1 2.2 4 

3 5.9 7 

2 2.5 4 

．
 

＇ 

9
9
.
,

＇ 

9

7

 

6

B

 

0

0

 一
I.23 

2.97 

0.4 9 

2.2 4 

0,98 

1.66 

0.92 

0.38 

1.9 2 

3J) 6 

出所： FAO, Rome :Agricltural Oommodi ties-Projections for 

_1970 Table M 17,pp A-40-43 

オXV—3表 1970年に土ける米の需給予測（もみ換算） (1,000トン）

城
低 位 高 位

地
供給 需要 過不足 供給 需 要 過不足

極i 東 a

日 本 20,837 16,777 4,060 16,396 16,639 -243 

他の輸入国 1 01.863 111,793 -9,930 116:l O 4 121,171 -4,967 

輸・出 国 29,700 26,010 3J;90 37/:,00 27,150 10,350 

＾ Cl 

計 152,400 154,580 -2,180 170,100 164,960 5,140 

アフリカおよび近東 8,000 8.420 -4 20 9,400 9/J 80 320 

ラテンアメリカ 9:1,0 0 9,300 -100 9,500 9,390 110 

北 米 ~.900 1,100 1,800 2,900 lJ. 00 1.8 00 

西 欧 1,600 1,920. .-320 1,600 1.920 -320 

ォ セ ァ 二 ア 150 40 110・ 150 30 12 0 

A ロ 計 l 74,250 175,360 -lJ.10 193,650 186,480 , 7,170 

9Ji,9,',9•99, 

•• 

9

、
A
1ー

も

Ii,tーし
し

1,9•• 

，.＇
i
.
,
＇し
'
9
¥ー

.t'ー

出所： FAO, Rome :Agiricultural On・mmodit"ies-Projections for 
1 9 7 0, p Il -1 0 (注） a 中国本土，北鮮および北ペトナムを除くo
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低位予測では日本は生産の急増傾向と 1人当りの消費梃の減少傾向を反映

して大最の余剰を持つことになるが， 日本型の米に対する需要は日本以外には

きわめて限られていることからみて，実際にはこのような余剰が続くことはあ

りえないように思われる。政府は自動的に生産を減らそうと努めるであろう。

このことは高位予浪ljにみることができ， 日本は高位予測では生産の増加率を落

とすために稲作から土地と労働力を移動する傾向にある。 しかし予測は将来の

情勢に生ずる可能性のある不均衡のみを明らかにする。 1 9 7 0年には低位予

測も高位予測も実現しないかも知れないことが予想できる。なぜならば需要と

供給の自然的衝撃が土ヽこるであろうからである。不足状態にあつては政府は生

産に拍車をかけるか 1人当り消費量を減らすであろうし，過剰状態にあって

は開発計画を縮少するか非食糧用途を含めて消費の増大を奨励するであろう。

若干の未知の要 因

1. 政府の努力の成果

各国政府とも米の生産を高めることを意図じて ;1;... !)'特に米の輸入国は自

給自足を達成することを願つている。オXV-4表はアジア樫東地域の若干の

国

ピ ル マ

セイ ロ ン

ムロ 湾

イ ン ド

インドネシア

日 本

韓 国

バキスクン

フィリピン

牙 XV-4表アジア柩東地域の若干の国に土ヽける
米の生産目標と実績の比較

年 生 産(1,00 0トン）

基 準 目 標 基準年 目標年 実 績

1955/56 1960/61 3,817 4,810 4,403(-) 

1954 1960 441 638 610(-) 
V 

1956 1960 1,558 1,740 1,664(-) 

1955/56 1960/61 27,694 33,346 3 4,3 6 9(+) 

1 9 5 5- 1960 6,754 8,202 71390(-) 

19 5 6 1962 10,040 10,370 11,984(+) 

19 5 3/5 7 1962 2,128 2,812 2,3 1 3(-) 

1948-55 1959/60 8,453 9,144 9,6 6 4(+) 

1955/56 1960/61 2,095 2,449 2,371(-) 

出所： EOAFE, Bangkok: Some Aspects of Agricultural Planning in 
Asia and the Far East, Economic Bulletin for Asia and the 
Far East, Vol. XI :N0.1, June 1960, p 6生産頸貴の出所ほ，
FAO , Pr o d u c t i o n Ye a r b o o k 1 9 6 3, p 5 2 
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国について 19 5 4年から 19 6 2年の間の開発計画にもられた米の生産目

標を生産実績と比較したものである。生産実績が計画目標を下回つている国

が多い。今後の成果が需給の予測ど.:J:.... 1'いくか否か時折よく検討する必要が

2. 

ある。

中国本土からの供給

米の需給予測はデークのない中国本土を除いて行なわれた。

土ヽける中国本土のもみ生産量は 8,500万トンと推定されるが，

の総生産量の 3分の 1以上に当る。 1)中国本土は 1957-59年にふい

て 50万トン弱の米を世界市場に輸出したが， 1959-61年に土、いては

天災と人災により窮迫した国内需要を満たすため小麦を中心に大量の穀物を

輸入じなければならなかった。過去 2カ年については米の増産のために努力

また供給状態も次オに改善していると伝えられ

中国本土が 19 7 0年頃に主要な米輸出国となるか， あるいは輸入国に

これは世界

がなされたと信じられ，

る。

とどまるかは慎重な吟味に価いする未知の要因の 1つである。

（脚注） 1) p
 

3. 

FAO.Rome:Production yearbook 1963 53 

1 9 6 0年 に

価格統制土ヽよび品質改善に関する政策

国際市場における米の価格は需給の経済的な力関係と米自身の品質によつて決定

される。クイ国については価格統制と品質改善に関する政策が将来の情勢に

特に重要性をもつている。増産のためには農民は誘因を必要として土、 !J'

た将来の国際市場では良い品質の米のみが有利に競争しうる。米の農場価格•

の引上げなしには農民に投入をふやして米の品質を改善させるよう仕向ける

この未知の要因もライス・プレミアムに対する将来の

l̀ '~ 
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．
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ま・

ことは困難であろう。

4. 

政策に結びつく。

政治的不安の危険

この地域に土ヽける宗教上の戦い， 内戦ないしは対決などの政治的不安は予

測全体の姿を変える可能性がある。近隣諸国の経済成長はクイ米に対する需

要を増大させるからこの地域の政治的安定によつてクイ国は大いに利益を受

けるであろ 9。 しかし政治的不安もまた米に対する需要の異常な増加ないし

は減少を一時的にひき起す可能性がある。近い将来そのような変化が万一土、

こった場合にはクイ国はその事態に立ち向 9覚悟がなければならない。
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第 4部 米ー効果的な改善を求めている作物

~1 部で述ぺたようにクイ国では米は最も重要な作物である。

2部で数多く述ぺたように昔からの問題を抱えているが，

この作物はオ

その前途は明るい。

このことはオ 3部で明らかにした国内土ヽよび海外における需給の見通じが証明

している。 最後にクイ国の米穀経済に関する研究のしめくくりとじて稲作農場

．の生産と収入を改善するための手段について述ぺる。

改善のための諸手段は実際には互いに無関係なものでなく依存しあつている

ものであるが，

所に分離することもできるし，

実施にあたっては事情によつて異なった時期ふよび異なった場

あるいは同一の時期ふよび同一の場所に統合す

ることもできる。 オ 1の手段は現在の単作制のもとで現行の稲作の生産と収入

をふやすことである。 オ 2の手段は可能な時期，可能な場所に米の 2期作を導

入することである。オ 3の手段は稲作を他の部門と結びつけて利用可能な農場

資源の効率的な利用を図ることである。最後……といつても重要度が落ちるわ

けではないが•••…の手段は農民に変化を導入させる誘因を与えることふよび農

民を組織し教育してこの重要な技術的作物の牙ー級の生産者にすることである。

~4 部の目的はクイ国の米の生産政策の将来を左右すると信じられるこれら

5つの手段を体系的に述ぺることである。

ないのはクイ国政府は長年にわたつて同一の方向に活動してきたし現在も活動

ここで述ぺることは主として米の開発計画をさらに

この点で指摘して土かなければなら

を続けていることである。

強調することである。

第xv.r章 現行の稲作の改善

条件．の設定

いかなる形の農業もその地方の自然的， 経済的，

ー

'
,
I
I
t
i
9
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＇；
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9
9
9
1
,
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9
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i

もの経験の積みかさねにより確立されている。

るには長い期間が必要なため，

かかる。 変化の導入は徐々に，

社会的条件に適した何世代

これら 3つの基本的条件を変え

いかなる形の農業も変化の導入には長い期間が

着実に行なう方が良い。
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クイ国は現在の単作制と低収星のもとにおいてさえも東南アジアの米倉とじ

て名声を得ている。したがつて米の増産と所得の増加のための最も効果的な方

法は現行の稲作の改善が中心となると思われる。政府もこのオ 1の手段を実施

するために全努力を傾注しなければならない。

指定種子の使用

米穀局が行なつている地方種からの純系分離，交雑育種および放射線照射に

よる稲の品種改良事業は好結果を生みだしている。これらの育種材料は分配前

に厳格な予備選択，高度の収量試験および地域収量試験を経た。これらの種子

は原原種と原原原種に分類される。前者は一般から選ばれた原種栽培者に分配

される。原種栽培者は 19 6 2年現在 45,203人であった。 1) 

（脚注） !)Ministry of Agriculture, Thailand :Periodical 

Report of The Government of Thailand for the yean 

1960-1961-1962 to the Food and Agriculture Org-

an i z a t u on o f t h e Un i t e d Na t i o n s 1 9 6 4, p 2 2 • 

原原原種を使うことには 3つの利点がある。まず地方種では 1 ライ当り．

1 0 -1  5キログラムが必要であるのに対し原原原種では 5キログラムで足り

る。 ~2 vcは原原原種は地方種に比ぺてはるかに単位面積当り収量が多い n

;;y 3には原種栽培者は稲作試験所に地方種を持つて行けば同抵の原原原種と無

料で交換できる。原種栽培者は増殖種栽培者に原種を配付する。

クイ国ではまた種子法が制定されておらず，わずかに稲作試験所の原原原種

と原原種が指定されているにすぎない。原種および増殖種の検査は検査者の不

足のため現在のところ行なわれていない。良い結果を得るためにはまず種子法

を制定し，次にそれを棧場段階で実施することが必要である。

自給肥科の普及

稲作農民は米を増産するためには化学肥料を使用すればよいことをよく知つ

ている。政府の試験所および農家の圃場で行われた試験は化学肥料が種々の使

用方法のもとで顕著な効果をあげることを示している。化学肥料がこのように

効果的であるにもかかわらず，それを使用する殷民がほとんどいないのはすで

に;;yIX. 章で述ぺたように自然的，経済的理由によるものである。このためクイ

国は極東諸国の中で単位稲作面積当り肥科投入量が最も少ない。 2)
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（脚注） 2・, H-R- von Vexkuel I, "Obstacles to Using Fertilrz-
ers for Rice in S.E. Asian World Orops, th・e Inte-
rnational Journal of Agriculture, London, Vol, 16, 
March 1964 pp70-75 

化学肥料は高価なため米に使用しないことは無理もないが，農場肥料や推肥

などの自給肥料を使わないのは大きな損失である。これらの肥料は稲にとつて

化学肥料と同じょうに栄養価が高くかつ供給も豊富で安い。台湾の農民が多量

の肥料を使用していることは事実であるが，彼等が化学肥料よりも堆肥を多く

使い， しかもヘククール当りの堆肥使用最がふえていることもまた同様に事

実である。 （オ X¥{-1表）したがつて土地の生産性を高めるためには自給肥

料を普及することにもつと努力する必要がある。言うまでもなく利益対費用の

比率はきわめて良くなる。

オ双ー1表台湾における肥料消費量， 195な-61年

耕地面積 1I 
化学肥料 堆 肥

ヘククール当り肥科消督量

年
（ヘククール） （トン） （ト ン） 化学肥料 堆 肥

（キログラム） （やグラム）

1952 8 7 6,100 479,430 7,069,533 5 3 7.0 2 8,069.32 

1953 872,738 489,924 6,857,579 5 6 1.3 6 7,857.55 

1954 8 7 4,0 9 7 5 7 5,3 7 6 6,613,929 6 5 8.2 5 7.5 6 6.5 8 

1 9 5 5 8 7 3,0 0 2 5 7 8,6 1 9 6,9 0 2,2 1 5 6 6 2.7 9 7,906.30 

1956 8 7 5, 7 9 1 6 4 7,5 3 5 7,327,320 7 3 9.3 7 8,3 6 6.5 2 

1957 873,263 673,829 8,109,158 7 7 1.6 2 9,286.04 

1958 8 8 3,4 6 6 703,020 7,759,409 795.75 8,782.92 

1 9 5 9 877,740 707,241 7,721,130 8 0 5.7 5 8,796.60 

1 9 6 0 869,223 61 2,6 1 8 7,1 8 3,3 5 6 7 0 4.2 7 8,264.11 

1 9 6 1 i 8 7 1, 7 5 6 i 6 9 4!0 0 8 912 0 7,591 7 9 6.1 0 ; 1 015 6 2.0 3_―-

出所： s.c. Hsieh,Wb,y It Pays to Use More Fertilizer in 
Taiwan, Proceedings of the National Seminar on Fram 
Management, Burean of Plant Industry, Department of 
Ag r i c u l t u r e a n d N a t u r a I Re s o u r c e s • Ph i I i pp n e s• 1 9 6 3, 
p 1 61 
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役畜および農具の改良

クイ国の稲作は生産性を向上しかつ外国の米生産者に負けなし
、ため将来機械

化しなければならないことは明らかである。しかし機械化の過程は多くの技術

的問題を包含しているためかなりの時間を要するであろう。当面沼地水牛およ

ぴ牛などの役畜が稲作にとつて引きつづき最も重要な動力源であることは言う

までもない。現在農業が次オに機械化されている台湾でさえも動力耕連機をも

つている農民が依然として役牛を飼い農作業の一部をさせている。
3) 

（脚注J

,, .. 一→

3)S.O. Hsieh. Experience of Farm Mechanization in 

Taiwan, Proceedings of the National Seminar on 

Farm Management, Bureau of Plant Indu5try, Depar-

tment of Agriculture and Natural Resources, Phi-

1 i P P i n e s , 1 9 6 3, p 2 2 I 

役畜を使うことの利益は多い。まず*1に役畜は湿地ゃ泥土の中での作業に

向いている， ?i72 vc熱帯性気候の下で丈夫で，力が強くまた容易に飼い慣らす

ことができる。牙 3に飼育費が安く稲作農民も手がとどく， *4に老廃した役

畜のと殺場への出し価格がかなり高い。オ 5に田舎では農業機械より容易に移

動できる。

1 9 5 8年における全国の水牛および牛数はそれぞれ 69 0万頭および 540

万頭であった。 4)有名な沼地水牛は乏しい牧草や粗い飼料しか食ぺなくても牛

よりも丈夫で強いので牛ょりもはるかに重要である。ある調査によると 1稲作

農湯当りの水牛所有数は全国平均 2.1頭である。 1頭の水牛は平均 10. 6ラ

イを耕やす。農繁期には 1日 5時間働いて 0.6ライを鋤くことができる。年間

の作業日数は約 12 2日で，水牛の最も忙しい時期は 6月から 8月にかけてで

ある。 5) 

（脚注〕 41 Di vis ion of Agricultural Economis, Ministry of 

Ag r i c u 1 t u r e, Th a i 1 a n d : Ag r i c u 1 t u r a I S t a y j s t i c s o f 
Thai 1 and, P 90 Tab 1 e 5 9 

5)Prasob Buranamanas,Kasetsart Univer~ity, Thaila-

rd :A Survey of the Buffalo in Thailand, 1963. PP 
2 8._、30 

}
R
"ー
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整地が良ければ単位面積当．り収量もふえることはよく知られている。農場

の動力源である水牛の質向上は飼育および給飼の改善から始めるぺきである。

畜力をうまく使うためには農具の改善が必要であるが， これには何世紀も前か

らのデザインを変えることに主眼を置くべきである。畜力による耕起，代かき

ないしは砕土のための農具を改善すれば地ごしらえはよくなる。役畜はまた連

搬用にも脱穀用にも使えるし，あるいは近くの川や井戸から水を汲み揚げるに

もある程度使用できる。入手が容易でかつ安価な動力源を米の増産のためにフ

ルに活用すべきである。

病虫害防除

近隣諸国に比ぺてクイ国は幸いなことに稲の病虫害が少ない。 6)政府は病害

防除のための効果的な方策を前もつて講じてきている。例えば•いもち病やばか

苗，室腐れ病等の稲の病気に関する研究計画が進行中であるし，またゴールフ

ライの調査も行なわれている。 7) 1 9 6 2年には FAOの援助のもとに国連特

別資金 5ケ年計画が稲作保護センクーも開始された。 これによつて将来稲の病

虫害防除は大きな前進を示すことであろう。

（脚注） 6)The Agricultural Goodwill Mission of the Repub-

1 i e of Oh in e to Thai 1 and 19 6 0. 
Ge n e r a I Ob s e r v a t i o n s o n Ag n i c u I t u r e i n Thi a ; I and, 
p.7 

.7)S,H. Ou, Blast and Other Diseases of Rjce in Th-

ail and, FAO Report to the Government to Thai.land, 

Na. 1 6 7 3. 1 9 6 3. 
y. Hashioka, Blast and Other Diseases of Rice in 

Th a i I and, F AO Re po r t t o t he Gov er um en t t o Th a i I -

魯 nd , Na. 1 7 3 2. 1 9 6 3. 

米穀局は病虫害防除を推進するためコンケーン，チャイナートおよびラーチ

ヤプリーに病虫害防除所を 3つおいている。防除所の数は将来ふやされること

になつている。また米穀局は薬剤散布用に単発飛行機を 8機所有している。米

穀局の稲病虫害防除事業の対象となっている水田面積は年間乎均 2 0万,.._,3 0 

万ヘククールと推定される。 8)植物保護が病虫害による損失を減少するための

効果的な手段であることは確かである。

（脚注） .81 Minis t r y of Ag r i cu It ur~ Thai 1 and : Periodic a I Re-
p o r t o f t h e Go v e r n me n t o f Th a i I an d f o r t h e y e a r 
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農場経営普及事業の強化

現行の稲作の増産を図ることは言うはやすくして行ないかたい。このような目的

を達成するためには農民は数多くの新しいやり方を採り入れなければならない

であろう。したがつて増産は主としていかに効果的にこれらの諸変化が採り入

れられるかにかかつている。変化を採り入れる農民を援助するためには農場経

営普及事業が必要になる。普及事業の中心は農民に年間作業計画や一連の改良

方式，経済的評価方法を教えた b, デモンストレーツヨン用圃場を設けたりす

ることであろう。

没業普及員は自分の担当地区の現状を調査して年間作業計画をたてる。この

作業計画によつて農民は地ごしらえ，苗床作り，施肥，かんがい水の供給，農

産物の販売等に最も適した時期を知ることができる。・また作物の必要に応じて

前もつて計画を立てることもできる。

一連の改良方策は個別なゃ b方よりも総合的なやり方のほうがより効果的で

あるという信念を持つて立案すべき である。例えば移植方法を改善する場合苗

床の世話にばかり力点をおいても十分ではない。苗間， 1株当りの苗数およ

び移植の期期はすぺて同じょうに重要である。適切なかんがいなしに施肥を行

なつたり，適切な排水なしにかんがいを行なっても収量を最大限にできない。

かんがいを実施する場合に もかんがいの時期，水量，給水間隔および所要水量

ぱ密接に関連している。．混乱を避け るためには農民に一連の改良方策を一括し

て示す方がよい。そのようなゃ b方は変化を採り入れようとする農民の信頼を

高めるであろう。

農民は変化を採り入れるようにすすめられてもそれによつて利益が得られな

いかぎり変化を採り入れようとしない。結果を経済的に評価させるために簡単

な投入産出比率の計算万法および附加収益原則の使用法を農民に教えなければな

らないであろう。農民にピジネス意識をもつて生産を行なうように教育するこ

とによつて彼等の将来に対する見方は全面的に変わる。

百聞は一見にしかずである。農民に変化を採り入れるように仕向ける最上の

方法はデモンストレーツヨン事業である。デモンストレージョンは政府農場ば

-1 oo-



かりでなく民間農場でも行なう必要がある。一連の改良策を使うことによつて

良し・ヽ結果が得られることをみれば殷民はちゅうちよなく変化を採り入れること

は経険が示している。

第xw章 多毛作方式の導入

問 題

多毛作方式とは現在は米だけしか栽培していない土地を使って 1年で 2度な

いしはそれ以上作物を栽培することである。これには米の 2期作という形や米

の 1期作に他の作物を加えた形もあるであろう。台湾で行なわれているような

米の 2期作に他の作物の 1,...., 2毛作を加えた形もあるであろう。 1)また米の 1

期作に他の作物の 2,....,3毛作を加えた形や米以外の作物の 2-3毛作という形

も可能であろう。多毛作方式は土地が限定要因となっているところでは，集約

的耕作の象徴となっている。

（脚注） 1) S 。 C• H s i eh, I n t e n s i v e Cu I t i v a t i o n As A Me a n s t o 

Enlarging the Size of Farm Business in Taiwan, 

Proceedings of Fifth FAO Development Center on 

Farm Management for Asia and the Far East, Gov-

e r nm en t o f t h e Ph i I i p p i n e s , 1 9 6 0 p p 2 0 8-2 3 4 : 

Combination of Farm Enterprises Irrigated Oon-

d i t i o n s , Di g a s t o f L e c t u r es Ma l a y N a t i o n a I Tr -

aining Center on Farm Management, 1961. FAO Ba-

ngkok, pp 176---191: Enlarging Farm Size in Tai-

wan, Proceedings of National Seminar on Farm 

Management: De par tmen t of Agri、culture and Nat-

u r a I Re s o u r c e s, Ph i I i pp i n e s, 1 9 6 3 pp 3 9-4~ 
Systems of Crop Combination in Taiwan, Fram Ma-

nagenent Training Manual, Korea FAO Association, 

19 6 3 pp 3 S-4 8 

多毛作試方式を導入するための前提条件についてはすでにオ頂章で述ぺた。その

前提条件には給水の調節，早生箱の選定，省力的機具の使用，間作の導入など

があった。クイ国ではいくつかのかんがい計画がすでに完了ないしは完了間近

かになっている。今や多毛作万式をそれが可能になるところに導入する準備をす

べき時期である。

大部分の農場は高， 中，低と高度の異なった土地を所有しており，その土地
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でおのおの異なった作物を栽培している。排水施設のない低地では長室稲ない

し浮き稲が年 1回栽培できるだけである。もしこの低地の土壊が重く，部分的

にでも排水ができれば，米の 2期作が可能である。一方乾期における水の供給

が不十分な乎地においては，稲作と水をあまり必要としない作物との 2毛作が

適している。高地では土攘が軽すぎなければ，モンスーン中の雨を使った稲作

と水をあま b必要としない作物との 2毛作が可能である。土填が軽い場合には

米以外の作物の多毛作が望ましい。地勢および土攘は多毛作の採用にある程度

の影響力を持つ。

稲作農場地の利用

;>Jr 1章で述べたよう K, クイ国における過去 10年間の米以外の作物の作付

け面積増加は，稲作の犠性によるものではない。すべての土地が稲作に適して

いるわけではない。このことは将来における稲作面稜の拡大を妨げるものであ

る。オ双←1表は稲作面積増加が稲作農場地の効果的利用の結果であることを示

している。

オ泣— 1表クイ国の稲作農場面積，作付け面積および
収穫面稜， 1953-62年(1,00 0ライ）

年 稲作農場面稜 作 付 け 面 積 収穫面積

1953 40,594 3 8,5 7 5 37,068 

1954 41,377 34,732 28,274 

1955 4 0,21 5 36,060 3 3,5 9 8 

1956 4 0,9 6 8 37,648 3 6,0 1 3 

1957 41,523 31,7 1 7 36,794 

1958 41.7 7 4 35,987 3 2,3 0 6 

19 5 9 42,572 37,909 32,893 

1960 43,236 37,008 3 5,2 7 0 

1961 43,629 3 8,6 1 9 35,335 ． 
1962 44,545 41,5 3 4 38,681 

出所： Division of Agricultural Economics, Ministry of Ag-

ricure, Thailand :Agricultural Statistics of Thai!-
and_ 1962 pp 39-40 
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オ双I— 1表によると， 1953-62年の間に稲作農場面積が約 40 0万ラ

イの増加， 作付け面積が最低 3.10 0万ライ最高 4,100万ライの変動お・よび

収穫面稜が最低 2,800万ライ最高 3,8 0 0万ライの変動を示している。稲作

農場面積， f乍付け面積および収穫面積の差は最後の 5年間に縮少傾向にあった。

なおこのことが米の増産をもたらした。

高度の異なった 3つの土地別の作付け面積を明らかにする統計はない。毎年

作付け面積と収穫面積との間にきわめて大きな差があることから，作付け面積

の一部は実際には稲作に適さないことおよび一部は 2期作にも使用できること

が想定される。ここに土地利用政策を策定する問題が生じてくる。かりに作付

け面積の 3分の 1で 2期作が行なわれれば，稲作面積は 1,3 0 0万ライ以上増

加することになる。政府は，かんがい地域における米の 2期作の採用を奨励す

る一方，稲作限界地を他の作物に転換させることができるn 作付け面積の次の

3分の 1は稲作と他の作物との 2毛作を行なえば，米以外の作物の面積は

1,300万ライ増加することになる。米に対する国内および海外需要増加に伴

つて多毛作方式の導入は，現在行なわれている稲作の単位面積当り収量の増

加に次いで最も効果的な解決方法であろう。

米の 2期作

今後 20年間で合計 1,000万ライのかんがい水田で 2期作ができるとする

と，毎年平均 50万ライの土地が 2期作地に繰り入られる。これを野心的すぎ

ると考えてはならない。このような計画は中央平原から始められるぺきであろ

ぅ。これはチャォ・プラヤ大計画が完成するからである。インドネツアの中央

ジャパではかんがい施設があり，何年も前から 2毛作が行なわれている。最近

マレージアでは中央および北部の洲に 2期作を成功裡に導入している。

クイ国における現在の稲 2期作の面積は全体の 1%以下と全く少ない。この

ように 2期作の行なわれている面積がきわめて少ないにもかかわらず，クイ国

ではかんがいを行なえば米の 2期作が可能であることが証明されている。 2期

作を奨励するためにかんがい計画ごとにバイロット地区を設ける必要がある。

また米の 2期（乍以外には適さない低地を中心に個人農場の圃場でデモンストレ

ーシヨンを行なうぺきである。

米の 2期作導入に伴う最大の問題は，地味の推進増進である。これには肥料
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投下量の増加，翰作体系の改善および緑肥作物の栽培を必要とする。施肥なし

では 1期ごとの単位面積当り収量は減少し，総生産額の増加分も 2期作に要

した費用に見合わなくなる。自然条件が許せば 3年の輪作体系にして 2年間米

の 2期作を行ない 1年は米の 1期作とマメ科植物の栽培を行なつてもよいし，

あるいは 3,.._, 4年ごとに緑肥作物を米の裏作に栽培してもよい。

2期目の稲作は鳥やねずみによる損害を分散するため地区単位で行なわれ

ねばならない。小数の小規模農場芯七が2期作を採用しても鳥やねずみによる損

害のほうが期待した利益よりいはるかに多いことは経験が示している。

稲と他の作物との 2毛作

この組合せを採用する理由は簡単である。まずオーに地域によつて水田を 2

回もかんがいするほど水の供給が豊富でないこと，オ 2に裏作は稲よりも他の

作物の栽培のほうがもうけが多い場合が多いこと，オ 3には土地は裏作には米

よりも他の作物に向いていること，オ 4には地味の推持増進を図るためよい輪

作となること，オ 5にはこの方法により農業生産の多角化が助長されることで

ある。 ・

稲作のあと輪作作物として使う多種のマメ科植物，たとえばささげ，緑豆，

落花生，大豆等， とうもろこし，甘しょ， ごま，綿花およびとうもろこ口丸井種学

的実験が行なわれており，またこれと関連してクロクラリヤージュンカ (Or-

talaria juncea)およびセスバニアーセスパン (Sesbania sesban)を使用

した緑肥の実験も行なわれていた。 1961-...62年には農務省は 58の県で

多角化農業のデモンストレーツヨン圃場を 19 4も設けている。 2) 

（脚注J2)Ministry of Agriculture, Thailand :Periodical 

Report of the Government of Thai land for the Year 
1960-1961-1962 to the Food and Agriculture Org-

anization of・The United Nations, p24 

9

9
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中央乎原にあるサムチョック農場で行なわれた実験では，かんがいを利用し

た場合，米と他の作物の間に 10の組合せのあることがわかつた。以下それを

掲げる。
3) 

1. 米 1作目 米 3作目

米 2作目 2. 米 1作目
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緑肥 2作目 落花生 3作目

米 3作目 7. 米 1作目

3. 米 1作目 綿花 1作目

米 2作目 8. 綿花 (8月） 1作目

緑肥 3作目 米（酷暑期） 2作目

4. 米 1作目 9. ベンガル。ジユート

落花生 2 f乍目 ないしケナフ 1作目

とうもろこし 3作目 米 2作目

5. 米 1作目 10. 米 1作目

大 豆 2作目 小面稜に野菜，

6. 米 1作目 とうもろこし， 豆， 甘しよ等

じやがいも 2 f乍目 2作目

（脚注） 31 Mr。 R. B a l a k r i s h n a n , Di v e r s i f i c a t i on o f Ag r i c u -

I tu re Under Irrigation, FAO Report t 0 the Go-
vernment of Thai 1 and 底 13 1 8, 1 9 6 1, P20 

北部，特にかんがい施設のあるチェンマイでは，多くの農民が米を主作物，

他を従作物とする多毛作を行なつている。 2毛作のもとでは農業労働の使用状

態が向上することが報告されている。米の収穫後は，たばこ，にんにく，玉ね

ぎなどが裏作として栽培されている。調査地域の 1農場当り稲作面積は平均

12ライで，一方裏作作物の面積は平均 3.52ライと稲作の 30%であった。 4) 

裏作作物の面秩が少ないのは，水の供給が不十分であるのとこれらの集約的作

物に対する労働所要量が多いこと，および市場が欠如していることによる。

（脚注） 4)Udhis Narksuasdi, Report on the Condition of Farm 

production in Irrigated Area in Chiengmai 1962 
Kasetsarty, Bangkok, pp 26 29 and 33 

米以外の作物の 2毛（乍

米の 1期（乍でさえ水分が不十分な高地では，朕民はとうもろこしととうもろこ

し， とうもろこしと落花生，キャッサバと緑豆，豆類と野菜など 2種ないしは

それ以上の作物を栽培している。中央平原のサラプリーのある農場計画プロジ

エクトでは，入植者は 3毛作を採り入れて大いに得をしている。 (5)ここでは 5

-10 5-"-
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月から 8月まで 1作目にとうもろこしを， 8月から 1 1月までの 2作目に緑豆 I、
を， 6月から 2月までの 3作目はとうもろこしとマング豆の間作としてひまの

実を栽培している。

（脚注J6) Division of agricultural Economics, Ministry of 

Ag r i cu 1 t u r e, Th a i 1 an d : Pr o g r e s s Rep o r t on Fa rm 
Planning Project in Pra-Buddha- Bart Se 1 f-Heven 
Land Settlement Saraburi, Thailand, 1962 

とうもろこし，ケナフ，綿花，朝鮮人参， 白菜， にんにく，玉ねぎ， コーヒ

ーなどの作物は畑地作物と考えられる。これらの作物は大部分が地味を消耗し

てしまうので，地味の維持増進のため肥料をより多く投入する必要がある。

1 9 5 8年から 19 6 1年にかけて行なわれたこれらの畑地作物に関する試験

では， これらの作物の施肥に対する反応が良好であることが証明された。 6) 

（脚注） 6)Department of Agricultre,-Ministry of Agricultu-

re, Thailand:Ooncise Report of Fertilizer Expe-
riments on Upland Orops in Thai land, 195a,...、1961
(Mimeo gr ophed) 

農場所得の最大化

多角的農業方式を採り入れた稲作晨民の経済状態は，いぜんとして伝統的な

単作方式に追従し ている稲作農民に比べるとはるかに良い。チヤチュンソー県

における調査では多角的股業方式の採用以前の 1農場当り粗所得は平均

7,6 5 9バーツであったが，採用後は 2年目で 8,1 5 5バーツ， 3年目では

9,5 0 7バーツ， 4年後には 11,456バーツに増加したことを示している。7)

1農場 当 り純現金収入も 1年目の 4_42バーツから 2年目 1,8 6 5パーツ，

3年目 2,37 4バーツ， 4年目 3.11 5バーツに増加している。農業労働力の

利用度も向上し， 1世帯 1人 当 り 平均労働日数は 19 6 1年現在 15 6日で

ぁつた。これは中央平原の平均 12 2日に比ぺるとはるかに多い。十分な資金

が農業の改善のために借入れできるようになれば純農場収入も大いに増加しよ

う。

（脚注J7)Udhis Nar~swasdi, A Study of div・ersified Farmi-

n g Sy 8 t em・i n . Ch a ch e r n g s a O Pr o v i n c e 19 61 Ka s e t s a r t 
Un i v e r s i t y, Ba n g k O k, P P 2 a, a 0-8 8 an d 9 8 
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第XWI章 他の部門との組合せ

多角化の必要性

最近におけるクイ農業の誇りうる成果の 1つは牒業の多角化である。より多く

〈の土地がゴム， とうもろこし， ケナフ， キャッサバ，さとうきび，たばこ，

その他油糧作物など米以外の作物を栽培するために開墾された。これらの作物

の大半ほ輪出向け作物である。このためクイ国の粗農業所得の小幅な増加に比

較して，輪出所得は不釣合いな増加を示している。 1) 

このような成果に寄与した 1つの重要な要因ほ，殷務省の報告によれば輸出

米の生産を始めた 18 5 5年以来 1世紀以上の間， クイ農民が輪出向け体制に

徐々にさらされてきたことである。このため農民はきびんに増産や高所得ない

ししま市場機会の増大と結びつく新しい考えをすぐ受入れる。

（脚注） l)Ministry of Agriculture, Thailand :Periodical Re-

port of the Government of Thailand for the Year 

1 9 6 0-1 9 61 -1 9 6 2 t o t h e Foo d a n d Ag r i c u I t u r e Or g a -

nization of the United Nations, pp 2 and 3 

Un i t e d S t a t e s De p a r t me n t o f Ag r i c u 1 t u r e. F o r e i g n 

Agricultural Economic Report 底 8, 1963 :A Case 

Study on Agricultural Deversification and Econo-

mi c De v e 1 o pme n t i n Th a i I a n d 

全国的にみると米以外の作物の作付け面積の増加ほ米の作付け面積の犠性に

よるものでなかつたことが指摘されるであろうが，個々の稲作農家の側から見

ると農場内の荒廃地が他の作物の栽培のために開墾されている。将来稲作農場

の経営方針は次のような点に特に重点をおくぺきである。 (1) 稲の単位面積当

り収量の増加。 (2) 稲作地への多毛作の導入。 (3) その他の稲作地を他部門

との組合せに利用すること。稲作農家の物理的耕地面積ほ変わらないが，農企

業の規模は何倍にもなるであろう。•これほ稲作農家の生産と所得を増加させる

最良の方法である。新しい農業方式のもとでも米ほ依然として主要作物である

が， クイの稲作朕民は各種の計画から得られる多角化した収入源によつて，しま

るかに生活水準の高い暮しができよう。

果実および野菜
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クイほ熱帯性果実や亜熱帯性果実の楽園である。土壌，湿度および温度とい

う自然要因が，大部分の地域に高利潤で広範囲の果実生産をもたらしている。

きわめて一般的でかつ有名な果実はドリアン（果物の王）， マンゴスチン（果

物の女王），パイナップル，バナナ，マンゴー， ジャックフルーツ，ババイヤ，

ラムピユークン，れいし， クンジエリン，グレープフルーツ， ネツクオレンジ，

りゆうがん，バンジロウなど数多い。 2)これらの果実は全国のどこでも栽培で

きる。若干のものほ世界ーである。果実加工業がないために，マンゴーや， り

ゅうがんなどの生鮮果実がマレーツアや香港へ輸出されているだけである。日

本ヘバナナを輸出する計画が進んでいる。

（脚注） 2)Harold E. Wahlberg, the United State Operations 

Mission and Ministry of Agriculture, Thai land: 

0 i t r u s Gr o u i n g i n Th a i l and• 
G.T. Lew, Department of Agriculture,Ministry of 

Ag r i cu I t u re , Th a i I and : Some Obs e r v a t i on on C i t r u s 

Gr owing in Th a i I and , 195 6 

各種野菜の全生産量についての統計はないが，バンコックやチエンマイ付近

には大変よく管理されている野菜園がたくさんある。当面の問題は種の供給で

ある。北部の海抜 l,OO Oメートル以上の高度のところで，若干の種類の野菜

の種子生産に関する実験を行なうという計画が検討されている。 3)野菜の加工

技術を開発して生鮮野菜のいくつかを周年供給できるようにすぺきである。

（脚注） 3) The Agr i cult 
of Ch・

ure Goodwill Mission of the Republic 
ina, Rep0rt on the General Observations on 

Agricult 
u r e i n Th a i I and, 1 9 6 0 

所得水準が向上すると国産の野菜や果実は価格が手ごろなのでそれらの消費

がふえることは経験が示して いる。 そ れ ゆ え 稲 作 農 場 ご と に 農 場 の 近 く に 菜

園をもうけて自家用と販売用にいく種類かの野菜や果実を栽培するべきである。

これらの作物は米と結びつきやすいし，女や子供の余暇ほ園芸作業に最も有効

に使える。クイ人はすでに果実や野菜を食べる良い習慣をつけている。それら

の作物を増産することは稲作農場の現金収入をふやすだけでなく，バランスの

とれた食事を供給するのにも役立つだろう。

換金作物
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ここでいう換金作物とほ， とうもろこし，緑豆， キャッサバ， さとうきびな

••どの食糧作物，ひまの実，落花生， ごま，大豆， ココナツなどの油糧種子，綿

花，カポツク ジユー ト，ケナフ・ラミーなどの織維作物およびたばこ， とう

からし，玉ねぎ，にんにくなどの園芸作物を指す。これらの作物のなかには裏

作として米と結びつきやすいものもある。また農場資源の利用面で米と競合す

るが，補助作物として稲作農場でうまく栽培できるものもある。

上述の換金作物の生産を拡大することは政府計画の一部分を成している。こ

れらの作物の増産計画ほ*X珊ー 1表のとおりである。

才躍ー1表クイ国における農業生産の増加計画， 1961-66年

生 産 量 （トン）
I 

指 数
品 目

1961年（実績） 1966年（計画） (1961年 100

米 8,2 4 7,0 0 0 9,500,000 11 5 

ゴ ム 1 8 6,0 0 0 2 1 0,0 0 0 1 1 3 

と う も ろ
.,.. 

し 598,000 7 5 o,o O 0 125 I.... 

ケナフおよびジユート 3 5 0,0 0 0 200,000 75 

クピオカ（キャッサバ） 2,0 12,500 2,2 0 o,o O 0 109 

大 豆 24,200 3 5, 0 0 0 145 

緑 豆 4 1,0 0 0 6 6,0 0 0 162 

落 花 生 1 0 7,900 1 6 7,0 0 0 155 

綿 花 38,300 70,000 183 

ひ ま の 実 3 2,8 0 0 45,650 1 3 9 

ご ま 12,400 2 2,5 0 0 181 

た ば こ 48,400 55,000 114 

さ と う き び 3,984,000 4,000,000 100 

コ コ ナ ツ 1,042,000 1,600,000 154 

力 ポ ツ ク 231,000 I 270,000 11 7 
.. ー・

‘,ノ

出所： l'lational Economi,:; Devclopmeut Board, Office oi the 

Prime Minister, Thai land :The National Economic 

De v e I o p me n t P l an P 1 9 6 1 -1 9 6 6, S e c o n d Ph a s e, 1 9 6 4、~
1966, p 54 
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換金作物の面積が増加していることはクイ国の外国貿易において畑作物の 重

要性が増していることを示している。 4)立地条件の相違により米とその他の換

金 作 物 の 組合生は地帯により異なる 。 た と え ば 中 央 平 原 の ロ プ リ ー ， ナ コ ンサ

ワン， ピチト， ピサヌローク，およびサラプリーの各県，北東部のナコンラチ

ッマ県およびウドンクーニー県では畑地がたくさんあ .t,, これら諸県とバンコ

クの間に十分な運送施設があるため，稲作農場における， とうもろこしの生 産

はほとんどこれらの県に集中している。 5)さとうきびの場合にほ，雨量が異常

に多く，かつ不規則な南部を除いて，他の 3地帯，特に北部のランバンーウト

ラデツトおよびチェンマイの各県，北東部のウドンクーニー，ナコンラチンマ

およびウポンの各県，中央乎原のチヨンプリー県およびペヤプリー県の稲作農

場で栽培できる。

（卿注J4) 

5) 

6) 

Gordo Sitton and others, The Growing Importance 
0f Upland Crops in the Fore i gn Trade of Thai 1-
and, 1962, Kaset s a r t Un i v e rs i t y, Ban g k o k 
Ch a i yo n g Chuc ha r t and others, Pr O duct ion and 
Marketing Problems Affecti ng the Expansion of 
Corn Growing in T~ai 1 
sity Thailand. 

and, 1962, Kasetsart Unive-

pr ad u an g Pr ad i p a s e n, s u gar Oane Cultivation in 
Thailaud, Proceed・ 

1 n gs o f t be Ni n th pa c i f i c Sc i -
ence Congress of the Pa c i f i c Sc i en c e As s o c i a t i o n 
1 9 5 7 Vo I u me 8, Cr Op_ I 

mprovement 

大豆の大部分は中央乎原 (57 %)とそれに次ぐ北部 (39. 6 %)で生産さ

れている。
落花生の生産もまた大部分が中央乎原 (56. 2 %)で北東部 (27 

％）がこれ に次ぐ。緑豆の生産も同様で中央平原 82 %, 北東部 12%となっ

ヶナフ． の生産は大部分北東部であり，
ている。

一方ひまの実はおもに中央乎原

(6  7 %)と北東部 (31 %)で生産されている。 7)これらの作物はすべて稲

作農場で稲作と結びつけ
られている。

〔脚注J7) 
Ru s s e l l H• Br a n n°n, En d o f To u r Re p o r t , 1 9 5 8 -
1963 United States Operations Mission to Thai-

land, The Agency for Agricultural Development 

PP 
3 1-3 7 
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::rコナツおよびコーヒー

ココナツはクイ国にとつて重要な多年生の樹生作物で， ココナツからの収入

は他の樹生作物よりも多い。

コナッしま水を必要とするので，

栽培するのに最も適している。

ココナツは 1年中実がなる勤勉な作物がある。

南部などの河や海岸に沿った稲作農場において

8) 
少額の資本と十分な家族労働力の供給を得ら

コ

れればココナツ園を付設できる。

（脚注〕 13) Luang Sawan-Wanaki t, Methods of Keeping 

nut Gardens in Thai land, Proceedings of 

Paci f i c Sc i enc e Con gr es s o f t he Pa c i f i c 

t i o n s, 1 9 5 7, Vo 1 u me 6, Co co nu t Pr ob 1 e ms , 

Up. Coco-

the Ninth 

Associa-

PP 6,....,8 

ココナツは柔らかい実を飲料用として， 熟した仁を科理用や砂糖菓子の製造

および家庭用の油の抽出用として，

コプラは固定した需要があり，石けんの製造用等工業用植物油の主要な

稲作が重要な作物でない南部の群島ではココナツの生産を拡大す

9) 
それと同時にココナツ油工業も技術的に改良すべきである。 1()

クイ人の食事のいたるところに入り込んで

いる。

原料である。

べきである。

（脚注〕 .9)W.V.D. Pi eris Report on A Tour in South Thailand 

with Particular Reference to Coconut Lmprovement 

on the Island of Samui, 1963 FAO Bangkok• 
10 J.G. Thieme, the Coconut Oi I Industry in the So-

uth, UNTAO Pro.gress Report .116.4 1959 to the Gove-

r n me n t o f Ta i I a r d, 

クイ国の気候と土壌は基本的にはコーヒーの栽培に理想的なものではない。

温度はやや高すぎるし， 雨量の分布もよくなく， また土壌も最適ではないもの

が大半である。 世界市場においてコーヒー価格が下落しているので小規模農場

11) • 栽培地としてほ丘の付加的部門として国内市場向け生産が適当であろう。

地， 渓谷およびその他の山岳地域が利用できよう。

部で小規模に栽培されているが， 北部のチエンマイや中央平原のチャンクプリ

ーおよびトラートヘの導入が推奨されている。

現在のところコーヒーは南

（脚注） 11) Bar on Go t o, Co ff e e Gr ow f n g i n Th a i l an d for Dem-

e s t i c Us e, Tr i p Re po r t t o Th a i l an d 1 9 5 5 I n t e r n -

a t i on a I Co o p e r a t i o n O e n t e r, Ho no I u I u, Haw a i i 

-111-

"=-・・・-―-、



家禽および豚

ほとんどすべての稲作農場は少数の鶏ないしはあひるを飼つており， また主

として南部にいる回教徒の稲作農民を除いて，各稲作殿場が 1-2頭の豚を飼

つている。家畜および豚の飼育は副産物および農場の余剰労働力を利用でき，＇

栄養塁富な食品（肉や卵）を供給し，また現金収入を得られるので稲作とは最

良の組合せである。 1957-62年における全国の農場の家禽および豚の数

はオX珊ー 2表の通りである。

才 X圃一峨クイ国の殷場における家禽と豚の数
1957-62年

年 鶏 あ ひ る 豚

1957 2 3,8 6 1,0 0 0 9,410,000 3,738,672 

195 8 2 8,81 o,o O 0 8,6 17,00 O 3,921,926 

1959 2 4,632,000 6,3 2 4,0 O 0 4,205,620 

1960 2 4,003,000 8,719,000 4,2 3 1,2 4 8 

1961 2 5,1 7 o,o O 0 7,2 3 6,0 0 0 5,246,230 

1962 2 8,223,000 7,029,000 4,282,780 

出所： Division of Agricultural Economics, Ministry of Ag-

r i c u I t u r e, Th a i 1 a n d : Ag r i c u r a J S t a t i s t i s o f Th a i 1 a -
nd, 1962.pp 90 96 

クイ国の家虞生産は国内の需要量を満たすだけでなく，近隣諸国へ数百万個

の卵を輸出している。良い気候と環境，低賃金および豊富で安い飼料が生産の

~ 
増加に寄与した要因である。 現在必要なことは卵の生産コストを引き下げる

ための生産技術改善と家謎産品の消費促進である。 1aクイの農民はみんな家腐

の飼い方を知つているから，家腐部門の拡張によつて容易に農場所得をふやす

ことができる。

（脚注） ~Luang Suwan"Vaj ok-Kasikij, Poulty Production in 
Thai land: and L.M. Thuan Komkris, The Cost of 

Producing Eggs on A Thailand Poultry Farm, Pro-' 

ceedings of the Ninth Pacific Science Congress 
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of the Pacific Science Associatiりn 195 7 Vo 1 ume~ 
An i ma 1 Imp r o v e me n t, pp 1 8 3 -1 8 5 a n d p p 1 9 5-2 0 7 

ll F. M. F r o n d a, Pr o mo t i o n o f Po u 1 t r y P r o du c t i o n i n 

Thai land, FAO Report to the Government of Thai 1-

and, 成 1074, 195 9 

クイ国では豚肉がたいへん好まれる。豚肉は牛肉よりしまるかに高価であるに

もかかわらず，枝肉消費最の約 80 %は豚肉が占め， 牛肉ほ 20%にすぎない。

全国最大の豚肉市場であるバンコクの 19 6 2年におけると殺数ほ 506,232

頭で，全国のと殺頭数の 12%を占めた。クイ国では豚ほ大部分稲作農場で

「貯蓄銀行」として飼われている。飼料としては他に使途のない台所くずや

ぬかなどが利用されている。 1~ぬか， とうもろこしおよび大豆や落花生のかす

のような低廉な飼料の豊富な供給にことかかないので，すべての稲作農場は国

内消費の拡大および近隣諸国への輪出増加のため， もつと豚を飼うべきである。

（脚注） l~N. Q. F. Son de r g a a rd 1 mp rove men t っf Pig Industry 

in Thai land, FAO Report to the Government of Th-

ail and, 底 11 9 o, I 9 6 o, p 9 

乳牛および畜牛

~x珊ー 3 表で明らかなように， クイ国における水牛と牛の頭数ほ 1,2 0 0 

万頭を越えるかなり大きなものである。水牛と牛は役畜および肉用としてしか

使われない。クイ国は年間 5 万~1 0万頭の水牛および牛を輸出している一方，

総額 4,000万パーツのミルク，パクーおよびチーズを翰入している。 （オ刃皿

-4表）クイ国で乳牛を飼うべきか否かという問題ほたえず論議の的となつて

いる。 1$

オ爛ー3表クイ国の農場における水牛と牛の数 l95~---6 2年

年

1959 

1960 

1961 

1~62 

水 牛

6,4 2 1,2 5 3 

6,6 6 6,120 

6,749,344 

6,917,774 

牛

5, 11 4,5 6 7 

5,2 6 4,7 6 5 

5,099,181 

5,440,784 

出所： Di v i s i o n o f Ag r i cu I tu r a l Ee o no mi c s, Mi n i s t r y o f Ag-

riculture, Thailand :Agricultural Statistics of Thai!-

and, 1 9 6 2, p 9 0 
--1 1 3 -
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オX圃ー4表 クイ国の水牛と牛の輸出および酪農製品の輸入

1959~62 年

水 牛 の 輸 出 牛 の 翰 出
入酪（殷額製品の輸

年
(1金,000,{ー額ツ） 頭数 金額頃 数 (1,00(yミーツ） 1,00CYミーツ）

1959 50,108 84,846 2,29 8 2,540 367,744 

1960 100,119 99,322 28 4 458 364,487 

1961 6 8,782 119,469 55 46 3 6 9,5 3 3 

1962 61,591 102,427 10 6 4 1 0,11 6 

出所： a Division of Agricultural Economics, 

Ag r i c u 1 t u r e, Th a i 1 a n d : Ag r i c u 1, t u r a 1 
Thai land, 1962, p 122• 
National Statistical Office, Office of the Prime 

Minister• Thai land :Statistical Yearbook of Thai-
land 1963, Number 24, p 281 

Ministry of 
Statistics of 

b
 

（脚注） 1$ Ministry of Agri cu 1 ture, Thai I and: The Dairy Oows 
Experiment Station at Tabkwang, Sarabri, 1960. 

クイ国の ML比（農地 1,000ヘククール当りの農業労働人口）は他のア

技術的革新の利益と結びつけば，ジア極東諸国と比べて良い。経済的，

進んで酪庭部門を稲作農業の中に採り入れるであろう。

望まれる。

l'l) 1 9 る。

びん (1びん=750cc)

農民は

クイ国でもつと牛乳を

生産することは可能であるし，また酪農を発展させる可能性を探索することも
1$ 
現在バンコクヘの生乳のおもな供給源はインド人の酪朕業者であ

6 2年現在 13 8を越える酪展場の乳用牛および水牛の総頭数は，

それぞれ 4,0・5 7頭および 24 7頭で，その牛乳供給量は 1日乎均 10,428

であった。デンマーク政府の援助下に近代的な酪

晨場が 19 6 0年サラプリーに作られているほかカセサート大学とツリチャイ

にも酪朕場があり，若干量の牛乳を供給しているが， いずれも商業的規模の供
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給はできない。

（脚注） 18 G.H. Bae on, Prospects 
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-land, Bank of Thailand Monthly Report,Vol I妬 1,January 

lj}61, Pp 17-21 

lり ~ivision of Agricultural Economics, Ministry of Agr-

tc·u~lt.arc, Thai land: Economic Survey of Indian Urban 

Dairy Farming in Bangkok, 1962• 

日本の稲作農家の平均規模はクイの 5分の 1以下であるが，稲作に酪農をう

まく結びつけている。台湾は日本を見習いほじめている。クイ国においてほ，

気候が温暖で川が多くかつて 1年の大部分水がある北部では稲作と酪股の組合

せが，乾燥気候で牧草や干し草の成育に適した土地が多い北東部では稲作と育

牛の組合せが適当であろう。 18また南部諸県は役畜や肉牛をふやすのに適当な

条件をそなえていよう。いずれの場合においても牧草や飼料作物を開発しなけ

ればならない。酪農業の開発はクイ国では全く新しいことであるので，酪農品

の生産と消費に関する衛生および栄養価を生産者と消費者の双方に教育する必

要がある。

ゴ

（脚注） lSL.s.s. Kumar, Pasture and Fodder Development in 

Thai land, FAO Report to the Government of Thai!-

and, 底 531, 1956, p 17 

ム

l9 Eo o d a n d Ag r i c u 1 t u r e Or g a n i z a t i o n o f t h e Un i t e d 

Nations, Rome: The State of Food and Agriculture 

19 62, p 1 40 

クイ国のゴム栽培業が他のゴム生産国と異なつている顕著な一面は，大きな

栽培園が全くないことである。南部のゴム栽培面積全体の約 70 %が平均約 8

ライ (3.2エーカー），大ぎくても 50ライ以下の小さな保有地で占められて

いる。叫、規模ゴム園では稲作ほ重要でない。理論的にはゴムと稲ほ土地利用

面で競合するが，実際にほゴムほ水はけの良い傾斜地で栽培され，稲ほ停滞水

のある低地で栽培さ五ている。したがつてすべての農家は高さの異なる土地を

所有しているので， ゴムと稲ほ互いに補完的な関係にあり， これはクイ南部で

は一般的方式である。

（脚注） 2() W. L lo yd, The Rubber P 1 ant in g Indus t r y o f Thai l -

and, FAO Report to the Goverment of Thailand, 

1960 底 125& p 6 
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漁業

昔からクイの農民は水田からかなりの量の魚をとつていた。魚ほ洪水になる

とえさを求めて水田に入ってくる。そして水がひくと，行くところを失って捕

まえられる。

養魚の種類ほ普通のこい (Se p a t S i am, T i J a p i a) およびキツンンググラ

ミである。 幼

［脚注J 幼 S• W. Li n g, De ve 10 pme n t O f In J a n d F'i s be r i e s o f 

Thailand, FAO Report to the Oov~rnment of Thai J-

and, 195 7, Ali 6 3, pp 3 0-31 

クイの水田には (1) 湿瀾地型， (2) 浮き稲型 (8} 乾燥地埋の 3つの種類

がある。稲の成育期の全期渦完全に冠水する l2)のクイプの水田を除いて， (1)の

クイプの水田は養魚の改善reきわめて適しており， また (8)のクイプの水田ほこ

の目的のために改善しうる。漁業省は米穀局と共同して稲作・養魚農業につい

て調査と実験を行なつている。辺

（脚注） iW J i n d a Tb i e mme d h, A Re v i e w O f Fi s h e r i e s Ac t i v i ti -

e 5 i n Tb a i ! and f O r t h e p e ri O d 1 9 5 4 t o 1 9 5 7 

Proceeding nf the Niuth Pacific Science Oongress 

of the Pacific Science Association 1957• Volume 
10 Fisheries, p 5 

一般的にいつて，水田に魚がいることほ次のようなよい結果を生む。 (1)魚ほ

雑草を食べるので除草に役立つ。 (2)魚tまふんや死体の有機肥料を戻すので地カ

の増進に役立つ。 (3)経済的に重要な昆虫や幼虫の駆除に役立つ。 t41魚ほ泳ぎま

わつて土攘の表面をかきまわすので土攘の通気をよくするのに役立つ。謁クイ

国の水田のうちおよそ 12 0万ライ (20万ヘククー・ル）は養魚1/C適している

と推定される。魚をかうこ c::VCよつて米の収棧がわずかながらふえることが実

験l{C.よつて示されている。平均魚稜量は 1ライ当り 15キログラム (1ヘク

クール＿当り約 10 0キログラム）である。

（葬J磁 s.w.Ling, Rice-Fish Farming, Digest of Lecture, 

Ma 1 a Ya Na t i on a 1 Tr a i O i n g Oe n t e r O n Fa r.m Man a g em-

en t 1961 FAO Rome, pp. 94-96 
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組合せの選択

以上述ぺたように稲と (1)果実および野菜， (2)他の換金作物， (3)ココナツおよ

びコーヒー， (4)家禽と豚， (5)乳牛および畜牛， (6)ゴムおよび (7)漁業との組合せ

ほ生産上各種の選択を与える。クイ国たとつては新しい稲と酪殿の組合せを除

いて，他の組合せの選択ばすでに各地で行なわれている。これらの組合せは技

術的に実行可能であり，経済的に有利であり，かつ社会的には受入れ可納なこ

とが経験によって明らかにされている。それらはさらに大々的に推進し，拡大

する必要がある。

研究によってどの組合せが各地方に最も適しているか明らかにされねばなら

ない。稲作殷場の物理的規模ぱ決まつているのであるから，股場規模を拡大す

る最良の方法は農場の事業量を拡大することである。同じ耕地面積でも農業活

動量は 2倍にも 3倍にもすぺきである。すでに述べたようにそのための手段ほ，

m米の単位面積当り収量の増加， (2)多毛作の導入および (3)他部門との組合

せである。これらの 3つの措隧はすぺてクイ国の稲作農業の集約化へ通ずる。

第xoc章 変化を採り入れるための誘導

変革過程

クイ国の稲作股場の生産と所得を増加させるための手段は，すでに述ぺたよ

ぅに現行の稲作の改良， 多毛作方式の採用および稲作と他部門との組合せから

なるが，これらほ伝統的方法から科学的方法へ， 自給自足計画から事業拡大経

営へ， また今日の生産から明日の生産へといつた変革の全過程を構成する変化

をある程度要する。変革の単純な目的ほ技術革新の採用と所得増大の加速であ

る。変革は個々の農場から始められなければならない。

農業開発計画にもられている生産目標は単に予測にすぎない。生産を増加さ

せうるか否かはあくまで生産者自身にかかつている。また変革過程が採り入れ

られるか否かも個々の稲作股民の態度次オであろう。国家的開発計画しまいかに

整ったものであろうとそれが成功するためには，生産者に理解され，納得され

かつ実行されるものでなければならない。経険によれば股業生産は単に会合や

指令あるいほ薔察力によるだけでは増加でぎない。生産者の熱心な支持なくし

てほ変革計画ほ効果的に実行されえない。稲作農民に変化を採り入れさせるた

-1 l 7-



めの誘導が重要になったのほこうした理由からである。

伝統的農業を科学的なものに変えるにほ，人間行動における望ましい変化を

もたらすよき教育が必要である。この変化とは，

1. 人々が知るところのもの，すなわち知識

2. 人々が考えるところのもの，すなわち態度

3. 人々ができるところのもの，すなわち技能，および

4. 人々が実際行なうところのもの，すなわち行動の変化であるっ

このような変化ほ人々が自分自身の信念や努力でもつて行動できる以前に起

らなければならない。そうすれば，いかなる成果がもたらされようと，それは

永遠でかつ地についたものになるであろう。 1) 

（脚注） l)c.w. Chang, Extension Educaton for Agricultural 

and Rural Deue lopment, FAO, Bangkok, 1963, PP も 5

人間（生産者）は農業生産の触媒であり，経済成長および農業開発を行なう

にあたつての中心的根本的要因であり，かつ決定的要素であることが認識され

ねばならない。人間を考慮しない開発努力が失敗することほまず間違いないで

あろう。
. 2) 

ここ ((C誘導の基本的な思想が存在する。

［四） 2)0.R. Wharton, Education and Agricultural Growth, 

Proceeding Conference on Agricultural Economics, 
The Agr i cu 1 tural Economics Society, . Thailandl.953 

P_P 170-171 

変化ほ進行中

クイ国では農業方式の変化ほ進行中である。今日タイ国の農民ほもはや自給

自足的農民ではない。多くの稲作農場の所得が低いことは疑いないが， クイ国

の大多数の農民が商業活動を指向していることは多くの事実が示している。過

去 1世紀の間にクイ国の農民は商業的生産者として育つてきた。彼らは市場の

刺激にすばやくかつ大々的に反応している。このことは近年におけるゴム， と

うもろこし， ケナフおよび鶏卵の生産の拡大をみればわかる。
8) 

（輝） 8)Gardon R. Sitton, The Role of the Farmer in the 
Economic Development of Thai 1 and, Proceeding of 
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First Conference on Agri cul tura 1 Economic Survey of 

Thailand, Bangkok, 1962, p 37 

農業方式の変化に寄与している要因は農務省の適切な説明によると 4)

1. 農民，商人および政府が全体の所得を向上させるという目的を達成す

るため，事実上自由放任主義の下に協力していること。

2. 商人は見込みのある市場において未知の作物を売れるものにするイニ

シヤチプを持ち，政府は彼らを助けて改良品種の供給や病害虫対策およ

び施肥の方法を教える。農民はその仕事から良き収入を得ることがわか

り，それにより特定の作物の生産が拡大する。

3. 政府は市場の需要がわかると輸出規格を設けていること。

4. いかなる作物に対しても価格支持がほとんどないことが，今日クイ国

の幾世紀も続いてきた伝統的経済の中で自給自足的農業経済を変えたこ

と。しかし股民は自分達の作物に対する世界的需要を見出すのに 1ジ一

ズン遅れている。

5. 米価が他の作物に比して長期にわたつて下落してきているため，農民

は率先して米に加えてさらに他の作物を作ろうとしていること， これは

厳密にいえば，水田の大部分が雨期には他の作物に適さないから正しく

ないが，稲作農民は近代的生活様式に慣れてくるにしたがつてその欲求

を清たすため，水田以外の土地に米以外の作物を栽培するか水田に裏作

として米以外の作物を作る必要が増大している。

農業方式および慣行の変化が目下進行中であることは明白であるが， クイ国

に・農業革命”が起こった、とは言い切れない。技術革新の採用率と農家所得

の増大を加速させるためには依然..強いプツツユ”が必要である。稲作農民の

誘導は鴫強いプツツユ”の基本である。

（脚注） 4) Mi n i s t r y o f Ag r i cu l t u r e Th a i I an d : Pe r i o d i c a I Re -

port of the Government of Thailand for the year 

1960-1961 1962 to the Food and Agriculture Orga-
nization of the United Nations, 1964 p 2 

“i “ 
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オ湿章で述ぺたように農場段階における農業方式および慣行を変化させるに

は， 3つの基本的要因，すなわち自然要因，経済要因および文化要因を考慮し
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なければならない。農業変革を行なうのに使われる方法は，それが効果的であ

るためには，地方の条件に適合することが必要である。それゆえここで述ぺる

誘導というアプローチもまたこれら 3つの要素をそれぞれ考慮する。

技術事業

農民が農業活動における調整を計画し実行する際必要とする技術事業には主

として 3つの型がある。．すなわち， (1}各種の新しいやり方を採用する結果とし

て期待される反応を効果的に推定するため，土地や水資源の生産性や限界を評

価すること，②適切な技術を選び，改良技術を盛り込んだ農場計画を立て，そ

の実行を計画すること，そして(8)新しい技術を効果的に使いこなすために必要

とされる技巧を開発すること，以上である。

種子，肥料，農具，かんがい用水などは作物を栽培するための投入要素であ

る。これらの投入要素を特定の種類の作物に特定の土摸下でかつ特定の耕地の

異なつた条件下で異なった割合で適用した場合，その作物の産出にいかに反映

するかを評価するための信頼できる基礎は農民にとつて欠か丑ない。このよう

な投入ー産出関係がわからなければ，農民はこれらの投入要素を使わないであ

ろう。農民は幾世代にもわたる経験によって伝統的農業方式下でこのような関

係に対してかなり的確な考えを持つている。しかし新しい農業方式に基づいた

生産性を評価するには新しいいくつかの技術情報源が必要である。

投入ー産出情報に加えて，・ 農民は新しい技術による農業経営計画の立て方を

知らねばならない。彼らはいかなる商品を生産すべきか，またその生産品の市

場がどんなものかを知る必要がある。それは，・ 必要な資本および設備， コスト，

予想される収益，年間の異なった時期に必要要とされる労働量および異なった

改良の採り入れに伴うリスク関係してくる。農民は自立を基礎に農業を計画し

実行しなければならない。
5) 
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（録） 5) Shao-er Ong Consideration on the Need for Es tab-

I t sh i n g Vi ab 1 e Far ms i n Tb a i 1 and, Pro c e e dings o f 

First Canferenee of Agricultural Economics, 1962 

The Agricultural Economics Society of Thai land 
pp 77-73 

近代的技術を使って農場を経営するには種々の技能が必要とされる。そうし

た技能の中には機械，農具，設備の操作および維持についての工学的技能だけ
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でなく化学肥料の適期施用に必要な技能や各種の作物に対してかんがい水を適

切に与えるのに必要な総合的技能も含まれる。指導ならびに実際的デモンスト

Vーシヨンも農民が改良農業計画を成功裡に行なうに必要とされる技能を得る

には必要なことである。

経済的誘因

農民を誘導して生産を増加させるのに必要な経済的誘因には価格の安定，市

場効率，信用機関および助成金がある。このうち最も重要なものは価格安定で

あって，それ以外は生産者価格政策を十分効果的にするための補助的なもので

なければならない。
6) 

（即注） 6) Food and Agriculture Organization of the United 

Nat i on s, Ro me : Rep or t o f t he Tech n i ca 1 Meet i n g 

o n Ma r k e t i n g As i a an d t b e Fa r Ea s t, 1 9 5 9 

(F AO/ 5 9/6/4 6 5 8) 

農民をして望ましい変化を採り入れさせる価格政策には 3つの側面がある。

それは， (1)農民が少なくともある程度の最低価格を受け取れる保証を与えるこ

とにより増産を確保すること， (2)特に短期における農産物価格の大きな変動を

なくすこと， (8)消費者価格における生産者価格のシエアを高めること，以上で

ある。

クイ国はこれまで価格支持政策をとつたことはないが，民間商人の協力のも

とに価格安定のためのある程度の措置をとつてきた。例えば，米やジユートな

どを政府が時々最低買上げ価格で買い上げたり，米の緩衛在庫を操作して卸売

り市場で価格が下落した場合政府が買出動し在庫を補い，逆に価格がある一定

水準を越えた場合にはその在庫から放出する。ライス・プレミアムの徴収も価

格安定のための措置である。

市場効率の改善は，変化を採り入れようとしている小農にとつては重要なこ

とである。卸売り価格，価格動向，値引きの原因（不純等）および良品質品の

価格差に関する情報はラジオ，テレビ放送または定期的公報によ b流されねば

ならない。均ー的な量目および品質規格の欠如は価格安定政策の実行を阻害し

困難にする。一方差別的措置，例えば多くの何の規制もない市場ではびこって

いる不正確な量目や湿気や不純等々を理由にした独断的値引きは是正しなけれ
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ばならない。

クイ国は変化を採り入れようとする稲作農民を助けるため低利子の短期，中

期および長期の貸付け金を貸し出す農業信用銀行が必要である。貸付け金の額

は農場計画により評価される農場の生産性に基づいて決められるぺきである。

貸付けは現金と品物で行ない，農民の必要に応じて遅滞なく賦与されなければ

ならない。貸付け申請手続は，できるだけ簡単にすべきである。

農民に生産費を低減させるのに役立つ経済的誘因の別の形態は肥料，種子お

よびその他の農業資材などの生産要索に対する助成金である。助成金はまた小

さなかんがい工事，特定作物の作付けの拡大，開拓地の設立または作物および

家畜の損害保険にも与えることができる。生産物の価格が有利で資材の価格が

安ければ農民に変化を採 b入れさせるのに効果的であろう。

ライス・プレミアムの徴収は当初から論議の的であった。実際問題として農

牢もしこの重い輸出税の収入が農業改善に使われるなら，これを払うことを

いとわないであろう。毎年徴収されるライス・プレミアムの一定割合を別枠に

して，先に述べた農民が変化を採り入れるための措置に対する経済的誘因とし

て用いるといつた考えを，農民が歓迎することは確かである。経済的誘因が与

えられれば与えられるだけ経済は急速に拡大するであろう。クイ国における経

験は経済的誘因が誘導過程に不可欠なものであることをすでに実証している。

社 会 的 誘因

変化を採り入れさせるための誘導は社会的誘因の必要性を無視してはその効

果は十分でない。価値体系，制度，習慣，伝統など多くの社会的要素は，それ

が農民の行動と関連しているがゆえに考慮に入れ，成長計画の過程に折り込ま

れなければならない。

変化の導入には困難はつきものである。なぜなら農民は農村生活や農作業の

リズムを乱す変化を恐れるからである。幾世紀にもわたって農民は自然と調和

して働くぺきであるという信念に慣されてきたが，これに対して近代的農業技

術は自然の支配を意図している。また保有地の細分化を導く相続問題も変化へ

の社会的障害である。伝統的に多産で怠情を好み社会的宗教的儀式に関連した

はでなしきたりが行なわれるので，それがたえず家計の出費を大きくしている。

持参金の制度ゃ遠縁や近縁の親類縁者に対する気前のよい歓待のため，新たな
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支出を要する土地や作業改善への投資へは保とんどまわらない。

誘導の過程において社会的障害を誘因に変えてゆくことが必要である。成果

をあげた人には新聞に写兵をのせたり， ラジオインクビユーを行なったり，公

人に会わせたりあるいはメダルや賞を与えるなどの無形の報賞を与えることに

より十分認めてゃるぺきである。農村における地位や威信は土地だけに代わっ

てトラククー，噴霧機，肥料，ォートバイ，かんがいなどの近代的生産手段を

持つているかどうかにより評価されるようになる。設業経営を計画実行するに

あたつて婦人の地位が向上されなければならない。また青年を晨業改善事業に

参加させるよう奨励しなければならない。農業方式および慣行の変化は家族全

体の目標計画であって，だれもがその中で役割を果たすことが理解されねばな

らない。以上述ぺてきたように最大効果をあげるためには技術的，経済的かつ

社会的誘因が同時的かつ総合的に与えられなければならない。

農民組織

クイ国の農民は多かれ少なかれ孤立的生活を送つており，一般にほとんど組

織化されていない。農民組織化の必要性は明らかである。すなわち，農業は他

の職業と同様， 1人 1人の農民が共通の必要を認識し，その実現のための団結

しなければ十分に発展しえないのである。農民組織の目的は共同事業の促進で

あり，共通の利益の保護であり，かつ農村におけるリーダーシツプを強めるこ

とである。 7)股民を組織化することは実際上誘導過程を徹底させるためのもの

である。

（脚注〕 7) O.W. Chang, Extension Education for Agricultusal 

and Rural Development FAO, Bangkok, 1963 p 103 

クイ国の農民組織の最も一般的なクイプは協同組合である。最初の信用協同

組合が設立されたのは 19 1 7年 2月 26日であった。それ以来協同組合運動

は全国に広まった> 1 9 6 2年末現在協同組合の数は 1万を越え，その種類も，

農村信用組合，大規模農業信用組合，県協同組合銀行，土地開拓組合（農業）

土地開拓組合（製塩），土地開拓組合（養魚），土地賃貸購入組合，土地保有

組合，土地改良組合（かんがい），＇•もみ販売組合，米以外の畑作物販売組合，

塩販売組合，家畜飼育販売組合，漁業組合，その他の組合および協同連合体の
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1 6に及ぶ。農村信用組合の数だけで 9,938もあり，協同組合の大部分を占 ｀ 

めている。
8) 

（脚注J8) Ph r~ Pr a k as s a b a k Or n Th e On -0 p e r a t i v e Mo v e me n t in 

Thailand,Ministry of Co-operatives, Thailand 1963 

現在発展中の~2 のクイプの農民組織は，農務局が指導している農村青年ク

ラプである。 19 6 2年末で 49県に 31 5の農村青年クラプが組織されてお

り，総数 11,185人の会員が 68 8人の各地方の自主的指導者により指導され

ている。 9)また米穀局は 19 6 4年の初めまでに 17,7 8 6人の会員を有する

4 0 3の農民クラプを全国に組織化している。この農民クラプの活動は，台湾

の農民団体の活動を見習うことになっている。先に国土開発，内務，農林の各

省で編成された派遣団が台湾を訪問し，そこにおける農民団体の組織と機能を

研究してきた。台湾の農民団体の目的は農民の利益を増進し，近代的農業技術

と知識を深めることである。 10台湾では農民団体のおかげで農業生産性は非常

に向上してきている。このようなクイプの農民組織は特に変化を採り入れさせ

るための誘導においてクイ国の条件に最も適していると一般に信じられている。

（脚注） 9) Mi n i s t r y o f Ag r i c u 1 t u r e Tb a i 1 an d : Pe r i o d i c a 1 Re -

port of The Government of Thailand for the Year 
1960-1961-1962 to the Food and Agri eul ture Orga-

nization of the Uui ted Nation:,,1964 P 10 

l() S.O. Hsieb,Farmera Association in Taiwan, Proc-

eedings of National Seminar on Farm Management, 
1963, Department of Agriculture and Natural Res-

ources, Philippines, PP 281-286:Decision Making 

Tb ro u gb Farmers 紅 sociation,FarmManagement Tr-

aining Manual, 1963:Korea FAO Association, pp 
69-76 

現在政府が全国に設立しようと考えている*3のクイプの農民組織は，かん

がい組合である。このような組織の機能は台湾のかんがい組織を世界的に有名
J]) 

にしている。 クイ国では数多くの大小のかんがい計画が完成ないし完成間近

かなので数百万ライの水田が近代的なかんがい組織下にはいろうとしている。

かんがい用水を効果的に使うことにより，稲作農民は望ましい変化を行なうこ

とが可能になるであろう。しかしながら，これらのかんがい計画の農場段階に
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おける維持管理は非常に大きな仕事である。かんがい地域の稲作農民をかんが

い組合に組織化することは，農業生産の増大に多大なる影響を及ぼすことは疑

いない。

（脚注） 1:0 S. C. Hsi eh, I r r i g at a on Ma n a g em e n t i n Ta i wan, Pr -

oceedings of National Seminar on Farm Management, 

1 9 6 3 , De p a r t men t o f Ag r i c u 1 t u r e an d Nat u r a 1 Res -

ources; Philippines pp 176 186: Irrigation and 

Farm Productivity in Taiwan, Farm Management Tr-

aining Manual, 1963 Korea FAO Association, pp 

56 64 
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